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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルでは、Oracle Database 10g リリース 2（10.2）を hp-ux PA-RISC（64 ビット）
にインストールおよび構成する方法について説明します。
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対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、Oracle Database10g リリース 2（10.2）を単一のシステムにインストールす
る方を対象としています。UNIX クラスタに Oracle Real Application Clusters をインストール
する場合のインストール手順は、『Oracle Real Application Clusters インストレーションおよび
構成』を参照してください。

ドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについて
オラクル社は、障害のあるお客様にもオラクル社の製品、サービスおよびサポート・ドキュメ
ントを簡単にご利用いただけることを目標としています。オラクル社のドキュメントには、
ユーザーが障害支援技術を使用して情報を利用できる機能が組み込まれています。HTML 形式
のドキュメントで用意されており、障害のあるお客様が簡単にアクセスできるようにマーク
アップされています。標準規格は改善されつつあります。オラクル社はドキュメントをすべて
のお客様がご利用できるように、市場をリードする他の技術ベンダーと積極的に連携して技術
的な問題に対応しています。オラクル社のアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle 
Accessibility Program の Web サイト http://www.oracle.com/accessibility/ を参照し
てください。

ドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについて

スクリーン・リーダーは、ドキュメント内のサンプル・コードを正確に読めない場合がありま
す。コード表記規則では閉じ括弧だけを行に記述する必要があります。しかし一部のスクリー
ン・リーダーは括弧だけの行を読まない場合があります。 

外部外部外部外部 Web サイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについて

このドキュメントにはオラクル社およびその関連会社が所有または管理しない Web サイトへの
リンクが含まれている場合があります。オラクル社およびその関連会社は、それらの Web サイ
トのアクセシビリティに関しての評価や言及は行っておりません。 

Oracle サポート・サービスへのサポート・サービスへのサポート・サービスへのサポート・サービスへの TTY アクセスアクセスアクセスアクセス

アメリカ国内では、Oracle サポート・サービスへ 24 時間年中無休でテキスト電話（TTY）アク
セスが提供されています。TTY サポートについては、 (800)446-2398 にお電話ください。

コマンド構文コマンド構文コマンド構文コマンド構文
UNIX のコマンド構文は、固定幅フォントで表示されます。ドル記号（$）、シャープ記号（#）
またはパーセント記号（%）は、UNIX コマンド・プロンプトです。これらの文字は、コマン
ドの一部として入力しないでください。このマニュアルでは、コマンド構文に次の表記規則を
使用しています。

規則規則規則規則 説明説明説明説明

バックスラッシュ 
\

バックスラッシュは、UNIX コマンドの継続文字です。コマンドの例でコマン

ドが 1 行に収まらない場合に使用します。コマンドは、このマニュアルで記載

しているとおりに入力する（バックスラッシュを付ける）か、バックスラッ
シュを付けずに 1 行で入力します。

dd if=/dev/rdsk/c0t1d0s6 of=/dev/rst0 bs=10b \ 
count=10000

中カッコ { } 中カッコは、必須入力項目を表します。

.DEFINE {macro1}

大カッコ [ ] 大カッコは、オプションの入力項目を表します。

cvtcrt termname [outfile]

省略記号 ... 省略記号は、同じ項目を任意の数だけ繰り返すことを表します。

CHKVAL fieldname value1 value2 ... valueN
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ドキュメントへのアクセスドキュメントへのアクセスドキュメントへのアクセスドキュメントへのアクセス
このリリースのドキュメントには、プラットフォーム固有のドキュメントと汎用の製品ドキュ
メントがあります。

プラットフォーム固有のドキュメントプラットフォーム固有のドキュメントプラットフォーム固有のドキュメントプラットフォーム固有のドキュメント
プラットフォーム固有のドキュメントには、Oracle 製品を特定のプラットフォームにインス
トールして使用するための方法が記載されています。この製品のプラットフォーム固有のド
キュメントは、製品ディスクに Adobe Portable Document（PDF）形式と HTML 形式の両方で
収録されています。ディスクに収録されているプラットフォーム固有のドキュメントにアクセ
スする手順は、次のとおりです。

1. Web ブラウザを使用して、ディスクのトップレベル・ディレクトリにある welcome.htm
ファイルを開きます。

2. DVD の場合にのみ、該当する製品のリンクをクリックします。

3. 「「「「Documentation」」」」タブを選択します。

印刷されたマニュアルが必要な場合は、PDF ファイルを開いて印刷してください。

製品のドキュメント製品のドキュメント製品のドキュメント製品のドキュメント
製品のドキュメントには、各プラットフォームで Oracle 製品を構成、使用または管理する方法
が記載されています。Oracle Database 10g 製品の製品ドキュメントは、次の場所に HTML 形
式と PDF 形式の両方で収録されています。

� Oracle Database 10g DVD の doc サブディレクトリ

DVD からドキュメントにアクセスするには、Web ブラウザを使用してディスクのトップ
レベル・ディレクトリにある welcome.htmファイルを表示し、Oracle Database 10g ド
キュメント・ライブラリのリンクを選択します。

� 次の URL の Oracle Technology Network Japan（OTN-J）の Web サイト

http://otn.oracle.co.jp/document/

イタリック体 イタリック体は、変数を表します。変数には値を代入します。

library_name

縦線 | 縦線は、中カッコまたは大カッコ内の選択肢を区切ります。

FILE filesize [K|M]

規則規則規則規則 説明説明説明説明
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関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント
Oracle Database 10g 製品のプラットフォーム固有のドキュメントは、次のとおりです。

� Oracle Database

– 『Oracle Database リリース・ノート for HP-UX PA-RISC（64-bit）』

– 『Oracle Database インストレーション・ガイド for HP-UX PA-RISC（64-bit）』

– 『Oracle Database クイック・インストレーション・ガイド for HP-UX PA-RISC
（64-bit）』

– 『Oracle Database Oracle Clusterware および Oracle Real Application Clusters インス
トレーション・ガイド for HP-UX』

– 『Oracle Database 管理者リファレンス for UNIX Systems』

� Oracle Database Client

– 『Oracle Database Client インストレーション・ガイド for HP-UX PA-RISC（64-bit）』

– 『Oracle Database Client クイック・インストレーション・ガイド for HP-UX PA-RISC
（64-bit）』

� Oracle Database Companion CD

– 『Oracle Database Companion CD インストレーション・ガイド for HP-UX PA-RISC
（64-bit）』

– 『Oracle Database Companion CD クイック・インストレーション・ガイド for HP-UX 
PA-RISC（64-bit）』

このマニュアルのリリース時以降に判明した重要情報については、『Oracle Database リリー
ス・ノート for HP-UX PA-RISC（64-bit）』を参照してください。Oracle Database 10g のリリー
ス・ノートは定期的に更新されます。最新のバージョンは OTN-J から入手できます。

http://otn.oracle.co.jp/document/

表記規則表記規則表記規則表記規則
このマニュアルでは、次の表記規則を使用しています。

規則規則規則規則 意味意味意味意味

太字太字太字太字 太字は、操作に関連付けられているグラフィカル・ユーザー・インタ
フェース（GUI）要素、または本文中で定義されている用語および用語集

に記載されている用語を示します。

イタリック体 イタリック体は、特定の値を入力するプレースホルダ変数を示します。

固定幅フォント 固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、コード例、画面に表示され

るテキストまたは入力するテキストを示します。
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サード・パーティ・ソフトウェア情報サード・パーティ・ソフトウェア情報サード・パーティ・ソフトウェア情報サード・パーティ・ソフトウェア情報
このプログラムには、HP 社のサード・パーティ・ソフトウェアが含まれています。Oracle プ
ログラム（HP 社のソフトウェアを含む）を使用する権利は、この製品に付随する Oracle プロ
グラム・ライセンスによって許諾されます。これと異なる規定が Oracle プログラム・ライセン
ス内にある場合でも、HP 社のソフトウェアは現状のままであり、この規定によっていかなる
種類の知的財産権保護、保証またはサポートもオラクル社または HP 社から提供されることは
ありません。

このプログラムには、IBM 社からのサード・パーティ・ソフトウェアが含まれています。
Oracle プログラム（IBM 社のソフトウェアを含む）を使用する権利は、この製品に付属する
Oracle プログラム・ライセンスによって決定されます。 

これと異なる規定が Oracle プログラム・ライセンス内にあった場合でも、IBM 社のソフトウェ
アは現状のままであり、いかなる種類の知的財産、保証またはサポートもオラクル社または
IBM 社から提供されません。

サポートおよびサービスサポートおよびサービスサポートおよびサービスサポートおよびサービス
次の各項に、各サービスに接続するための URL を記載します。 

Oracle サポート・サービスサポート・サービスサポート・サービスサポート・サービス
オラクル製品サポートの購入方法、および Oracle サポート・サービスへの連絡方法の詳細は、
次の URL を参照してください。 

http://www.oracle.co.jp/support/

製品マニュアル製品マニュアル製品マニュアル製品マニュアル
製品のマニュアルは、次の URL にあります。 

http://otn.oracle.co.jp/document/

研修およびトレーニング研修およびトレーニング研修およびトレーニング研修およびトレーニング
研修に関する情報とスケジュールは、次の URL で入手できます。 

http://www.oracle.co.jp/education/

その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報
オラクル製品やサービスに関するその他の情報については、次の URL から参照してください。 

http://www.oracle.co.jp
http://otn.oracle.co.jp

注意注意注意注意 : ドキュメント内に記載されている URL や参照ドキュメントには、
Oracle Corporation が提供する英語の情報も含まれています。日本語版の情
報については、前述の URL を参照してください。
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インストールの
1

インストールの概要インストールの概要インストールの概要インストールの概要

この章では、Oracle Database の実行可能な各インストール・タイプと、ソフトウェアをインス
トールする前の考慮事項について説明します。 この章の内容は、次のとおりです。

� Oracle Database のインストールの概要

� Oracle Database のインストール方法

� Oracle Database のインストール・タイプ

� データベース構成オプション

� 使用可能なインストール・オプション

� インストールの考慮事項

� アップグレード時の問題点

� Oracle Database 10g リリース 2（10.2）で廃止になったコンポーネント
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Oracle Database のインストールの概要
Oracle Database のインストールの概要のインストールの概要のインストールの概要のインストールの概要
Oracle Database のインストール・プロセスは、次のフェーズで構成されます。

1. リリース・ノートの参照リリース・ノートの参照リリース・ノートの参照リリース・ノートの参照 : インストールを開始する前に、Oracle Database 10g リリース 2
（10.2）のリリース・ノートを参照してください。リリース・ノートは、プラットフォーム
固有のマニュアルとともに使用可能です。リリース・ノートの最新バージョンは、次の
URL の Oracle Technology Network から入手できます。

http://www.oracle.com/technology/documentation

2. インストールの計画インストールの計画インストールの計画インストールの計画 : この章では、インストールできる Oracle 製品と、インストール開始
前に考慮が必要な問題について説明します。 

また、付録 H も参照してください。サイトで Oracle アプリケーションを使用する場合や、
複数の Oracle Database クライアント接続を必要とする場合に、Oracle Database をインス
トールする方法など、Oracle Database コンポーネントのインストールに関してよくある質
問が記載されています。

3. インストール前の作業の完了インストール前の作業の完了インストール前の作業の完了インストール前の作業の完了 : 第 2 章では、製品をインストールする前に完了しておく必
要のある、インストール前の作業について説明します。

4. ソフトウェアのインストールソフトウェアのインストールソフトウェアのインストールソフトウェアのインストール : 次の各章および付録を参照しながら、Oracle Database をイ
ンストールします。

� 第 3 章では、Oracle Universal Installer を使用して Oracle Database と自動ストレージ
管理をインストールする方法について説明します。 

� 付録 A では、非対話型（サイレント）モードによるインストールの実行について説明
します。この方法は、Oracle Database の複数インストールを実行する必要がある場合
に使用できます。

� 付録 B では、Oracle ホームのクローニングについて説明します。

� 付録 F では、グローバリゼーション・サポート情報について説明します。

� 付録 G では、インストール時に問題が発生した場合のトラブルシューティングについ
て説明します。

� 第 6 章では、Oracle Database を削除する方法について説明します。

5. インストール後の作業の完了インストール後の作業の完了インストール後の作業の完了インストール後の作業の完了 : 第 4 章では、推奨および必須のインストール後の作業につ
いて説明します。 

6. Oracle Database の使用開始の使用開始の使用開始の使用開始 : 第 5 章では、インストールされた Oracle Database の内容の
確認方法、各種ツールの起動方法および各種ファイルの検索方法について説明します。ま
た、付録 C にはネットワーク接続ストレージ・デバイスについて記載されています。この
種のデバイスを使用して Oracle データベース・ファイルと Oracle ソフトウェアを格納で
きます。付録 D では、最小限のメンテナンスで Oracle インストールの信頼性を保証する一
連のガイドラインである Optimal Flexible Architecture について説明します。付録 E では
Oracle Database のポート番号を管理する方法について説明します。
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Oracle Database のインストール方法
Oracle Database のインストール方法のインストール方法のインストール方法のインストール方法
Oracle Database をインストールする際には、次のように異なるインストール方法を選択できま
す。

� 対話型インストール方法

� レスポンス・ファイルを使用する自動インストール方法

対話型インストール方法対話型インストール方法対話型インストール方法対話型インストール方法
対話型の方法を使用して Oracle Database をインストールする場合、Oracle Universal Installer
で表示される一連の画面で、Oracle Database ソフトウェアのインストールおよびデータベース
の作成（オプション）に必要な情報をすべて指定できます。

「使用可能な製品コンポーネント」インストール画面では、ほとんどのユーザーにとって Oracle 
Database のインストールに必要なコンポーネントが自動的に選択されます。また、デフォルト
では選択されないが組み込むことのできるコンポーネントも複数表示されます。使用可能なコ
ンポーネントをリストで検索するには、「詳細」「詳細」「詳細」「詳細」を選択して「インストール・タイプ」画面で
「カスタム」「カスタム」「カスタム」「カスタム」を選択します。 

レスポンス・ファイルを使用する自動インストール方法レスポンス・ファイルを使用する自動インストール方法レスポンス・ファイルを使用する自動インストール方法レスポンス・ファイルを使用する自動インストール方法
レスポンス・ファイルを作成し、Oracle Universal Installer の起動時にこのファイルを指定する
ことで、Oracle Database インストールの一部またはすべてを自動化できます。これらの自動イ
ンストール方法は、類似した構成のシステムに複数のインストールを実行する必要がある場合、
またはソフトウェアをインストールするシステムに X Window System ソフトウェアがインス
トールされていない場合に便利です。

レスポンス・ファイルを使用すると、必要な情報をすべて指定したかどうかによって、Oracle 
Universal Installer を次のモードで実行できます。

� サイレント・モードサイレント・モードサイレント・モードサイレント・モード : 必要な情報をすべて指定したレスポンス・ファイルを使用する場合、
Oracle Universal Installer はサイレント・モードで実行されます。Oracle Universal 
Installer 画面は表示されません。

� 抑制モード抑制モード抑制モード抑制モード : レスポンス・ファイルに必要な情報をすべて指定していない場合、Oracle 
Universal Installer は抑制モードで実行されます。Oracle Universal Installer では、指定し
ていない情報の入力を促す画面のみが表示されます。

これらのモードと、レスポンス・ファイルを使用したインストールの実行方法の詳細は、付録
A を参照してください。
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Oracle Database のインストール・タイプ
Oracle Database のインストール・タイプのインストール・タイプのインストール・タイプのインストール・タイプ

Oracle Database 10g のインストール時には、次のインストール・タイプから 1 つ選択できま
す。

� Enterprise Edition: Standard Edition を選択した場合にインストールされる全製品に加え
て、許可できる Oracle Database オプションとデータベース構成および管理ツールがイン
ストールされます。また、データ・ウェアハウスおよびトランザクション処理で普及して
いる製品もインストールされます。

� Standard Edition: 管理ツール、完全分散、レプリケーション、Web 機能およびビジネス集
中型アプリケーション構築機能の統合セットがインストールされます。

� カスタムカスタムカスタムカスタム : 使用可能な全コンポーネントのリストから、インストールするコンポーネントを
個別に選択できます。 

データベース構成オプションデータベース構成オプションデータベース構成オプションデータベース構成オプション
インストール時に、インストールの一環として Oracle データベースを作成するかどうかを選択
できます。Oracle データベースの作成を選択すると、Oracle Universal Installer は、データ
ベース・コンフィギュレーション・アシスタントを使用して Oracle データベースを作成しま
す。様々な異なるアプリケーション用に設計されている事前構成済データベース型のうちの 1
つを作成するか、事前構成済データベース型のうちの 1 つを修正するか、または自分の要件に
適したカスタマイズ・データベースを作成するか選択できます。

この項の内容は、次のとおりです。

� 事前構成済データベース型

� データベースの作成に影響するインストールの選択

� インストール後のデータベースの作成

事前構成済データベース型事前構成済データベース型事前構成済データベース型事前構成済データベース型
Oracle では、インストール時に作成したりカスタマイズできる次の事前構成済データベース型
を提供しています。

� 汎用目的

� トランザクション処理

� データ・ウェアハウス

これらの事前定義済データベース型の詳細は、Oracle Universal Installer またはデータベース・
コンフィギュレーション・アシスタントのオンライン・ヘルプを参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle Client は別にインストールされます。Oracle Database イン
ストール時に Oracle Database Client をインストールすることはできませ
ん。

注意注意注意注意 : Oracle Database の各 Edition で使用できる機能の詳細、およびラ
イセンスの情報は、『Oracle Database ライセンス情報』を参照してくださ
い。

注意注意注意注意 : Standard Edition のライセンスを購入して「カスタム」インストール
を実行する場合は、Standard Edition のライセンス対象となるコンポーネン
トのみがインストールされることを確認してください。
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データベース構成オプション
データベースの作成に影響するインストールの選択データベースの作成に影響するインストールの選択データベースの作成に影響するインストールの選択データベースの作成に影響するインストールの選択
Oracle Universal Installer は、インストール時の選択により、次の 2 通りのモードでデータベー
ス・コンフィギュレーション・アシスタントを実行します。

� 非対話型モード

「Enterprise Edition」インストール・タイプまたは「Standard Edition」インストール・タ
イプのいずれかを選択し、事前構成済データベース型の作成を選択すると、Oracle 
Universal Installer により、選択したデータベース型の作成に必要な最低限の情報を要求さ
れます。ソフトウェアのインストール後にデータベース・コンフィギュレーション・アシ
スタントが非対話型モードで実行され、データベースが作成されます。

� 対話型モード

「カスタム」インストール・タイプまたは「詳細」データベース構成オプションを選択する
と、Oracle Universal Installer によりデータベース情報はプロンプトで表示されません。か
わりに、Oracle Universal Installer によりソフトウェアがインストールされ、その後に対話
型モードでデータベース・コンフィギュレーション・アシスタントが実行されます。デー
タベース・コンフィギュレーション・アシスタントの画面を使用すると、事前構成済デー
タベース型の内 1 つを変更するか、またはカスタム・データベースを作成して、そのデー
タベースの構成方法を正確に指定できます。

インストール後のデータベースの作成インストール後のデータベースの作成インストール後のデータベースの作成インストール後のデータベースの作成
インストール時にデータベースを作成しないように選択した場合は、データベース・コンフィ
ギュレーション・アシスタントを使用してソフトウェアのインストール後にデータベースを作
成できます。データベース・コンフィギュレーション・アシスタントを使用してインストール
後にデータベースを作成する方法の詳細は、『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』を
参照してください。

注意注意注意注意 : この方法を選択してデータベースを作成する場合、データベース・
コンフィギュレーション・アシスタントの画面で指定する必要のある情報
の説明を表示するには、その画面上の「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」をクリックしてくださ
い。
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使用可能なインストール・オプション
使用可能なインストール・オプション使用可能なインストール・オプション使用可能なインストール・オプション使用可能なインストール・オプション
このリリースの Oracle Database にはオプションが用意されており、インストール時に選択し
てデータベース管理作業を簡素化できます。次のオプションが含まれます。

� データベース記憶域オプション

� データベース管理オプション

� データベース・バックアップおよびリカバリ・オプション

� 電子メール通知オプション

次の各項では、これらのオプションについて説明します。

データベース記憶域オプションデータベース記憶域オプションデータベース記憶域オプションデータベース記憶域オプション
インストール時にデータベースを作成するように選択した場合は、データベース・ファイルに
ついて次の 3 つの記憶域オプションから 1 つ指定できます。

� ファイル・システム

� 自動ストレージ管理

� RAW デバイス

ファイル・システムファイル・システムファイル・システムファイル・システム
ファイル・システム・オプションを選択すると、データベース・コンフィギュレーション・ア
シスタントにより、コンピュータにマウントされているファイル・システムのディレクトリに
データベース・ファイルが作成されます。オペレーティング・システムまたは Oracle ソフト
ウェアで使用されるファイル・システムとは異なるファイル・システムを選択することをお薦
めします。次のいずれかのファイル・システムを選択できます。

� システムに物理的に接続されているディスク上のファイル・システム

論理ボリュームまたは RAID デバイス以外の基本ディスクにデータベースを作成する場合
は、付録 D で説明する Optimal Flexible Architecture（OFA）推奨事項に従い、データ
ベース・ファイルを複数のディスクに分散させることをお薦めします。

� 論理ボリューム・マネージャ（LVM）または RAID デバイス上のファイル・システム

LVM または RAID 構成で複数のディスクを使用している場合は、
Stripe-And-Mirror-Everything（SAME）方法論を使用してパフォーマンスと信頼性を改善
することをお薦めします。この方法論を使用すると、データベース記憶域用に複数のファ
イル・システムのマウント・ポイントを指定する必要がなくなります。

� 認定されたネットワーク接続ストレージ（NAS）デバイスからマウントされたネットワー
ク・ファイル・システム（NFS）

オラクル社認定の NAS デバイスには、データベース・ファイルを格納できます。

「カスタム」インストール・タイプまたは「詳細」データベース作成オプションを選択すると、
新規データベースで Oracle Managed Files の機能を使用するように選択できます。この機能を
使用する場合は、データベース・ファイルを作成または削除するときに、ファイル名ではなく
データベース・オブジェクト名のみを指定する必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 認定された NAS および NFS デバイスの詳細は、1-14 ページの
「ネットワーク接続ストレージまたは NFS ファイル・システムの使用」を参
照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Managed Files の詳細は、『Oracle Database 管理者ガ
イド』を参照してください。
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使用可能なインストール・オプション
自動ストレージ管理自動ストレージ管理自動ストレージ管理自動ストレージ管理
自動ストレージ管理は、Oracle Database ファイル向けの高パフォーマンスの記憶域管理ソ
リューションです。データベースの作成やレイアウトおよびディスク領域の管理など、動的な
データベース環境の管理作業を簡素化します。

自動ストレージ管理は、単一データベース・インストール環境、複数データベース・インス
トール環境および Oracle Real Application Clusters（RAC）環境で使用できます。また、
Oracle Database 10g リリース 1（10.1.0.3 以上）で作成されたデータベースでも使用できます。
ただし、Oracle Database 10g リリース 1（10.1）の自動ストレージ管理は Oracle Database 10g
リリース 2（10.2）のデータベースで使用できます。サイトに複数のシングル・インスタンス・
データベースがある場合は、Oracle Clusterware を使用して、複数のデータベースを 1 つのク
ラスタ化された記憶域プールに連結し、そのプールを自動ストレージ管理で管理できます。自
動ストレージ管理では、REDO ログ、制御ファイル、Data Pump エクスポート・ファイルな
ど、すべてのデータベース・ファイルの記憶域が管理されます。ただし、Oracle Database の実
行可能バイナリ・ファイルは管理されません。

高レベルで自動ストレージ管理を実装するには、ストライプ化とミラー化を考慮してパーティ
ション化されたディスクを Oracle Database に割り当てる必要があります。ディスク領域は自
動ストレージ管理により管理されます。これにより、論理ボリューム・マネージャ（LVM）の
ような従来のディスク管理ツール、ファイル・システムおよび両者の管理に必要な多数のコマ
ンドが不要になります。自動ストレージ管理とデータベース・インスタンスとの同期化は、
Oracle Cluster Synchronization Services（CSS）により処理されます。

自動ストレージ管理インストールのコンポーネントは、次のとおりです。

� ASM ディスク・グループ

� ASM インスタンス

ASM ディスク・グループディスク・グループディスク・グループディスク・グループ

ディスク・グループとは、自動ストレージ管理により 1 つのユニットとして管理されるディス
ク・デバイスの集合です。各ディスク・デバイスには、個別の物理ディスク、RAID ストレー
ジ・アレイや論理ボリュームなどの複数のディスク・デバイス、または物理ディスク上のパー
ティションを使用できます。ただし、ほとんどの場合、ディスク・グループは 1 つ以上の個別
物理ディスクで構成されます。自動ストレージ管理でディスク・グループ内の I/O と記憶域の
バランスを効率的に調整できるように、ディスク・グループ内のすべてのデバイスの記憶容量
とパフォーマンスは完全に同じでなくとも、類似していることを確認する必要があります。

ASＭ ディスク・グループ・テンプレートを使用すると、ディスク・グループ内の個別ファイ
ル・タイプの冗長性およびストライプ化属性を設定できます。ディスク・グループの作成時に、
自動ストレージ管理ではそのディスク・グループ用に一連のデフォルト・テンプレートが作成
されます。デフォルトのテンプレート設定は、ディスク・グループのタイプに応じて異なりま
す。たとえば、標準冗長性ディスク・グループの制御ファイルのデフォルト・テンプレートで
は、3 方向ミラー化が設定されます。他のすべてのファイルのテンプレートは 2 方向でミラー
化されます。高冗長性ディスク・グループの場合、デフォルトのミラー化は変更できません。
つまり、高冗長性ディスク・グループでは、すべてのファイルが常に 3 方向でミラー化されま
す。デフォルトのテンプレートは、サイトのニーズにあわせて変更できます。詳細は、『Oracle 
Database 管理者ガイド』を参照してください。

自動ストレージ管理はディスク・グループのデバイスすべてにデータを均等に分散させて、パ
フォーマンスと使用率を最適化します。データベースを停止せずに、ディスク・グループに
ディスク・デバイスを追加または削除できます。ディスクを追加または削除すると、自動スト
レージ管理によりディスク・グループ内の各ファイルのバランスが再調整されます。複数の
ディスク・グループを作成し、通常のファイル格納アクティビティに加えて、バックアップお
よびリカバリ操作のような特定のタスクを処理できます。

ディスク・グループにデバイスを追加するときに、そのデバイスの障害グループを指定できま
す。障害グループにより、同じコントローラに接続されているデバイスなど、共通の障害特性
を持つディスク・デバイスが識別されます。コントローラに障害が発生すると、そこに接続さ
れているデバイスがすべて使用不可能になります。デフォルトでは、各デバイスはそれぞれの
障害グループにも属しています。自動ストレージ管理では、指定の障害グループを使用して
データをディスク・グループ内のデバイス間に分散し、コンポーネント障害によるデータ消失
の危険性を最小限に抑えることができます。
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ASM インスタンスインスタンスインスタンスインスタンス

ASM インスタンスにより、ASM ディスク・グループが管理されます。このインスタンスは、
自動ストレージ管理を使用するデータベース・インスタンスを開始する前に、実行する必要が
あります。データベース記憶域メカニズムとして自動ストレージ管理を選択すると、このイン
スタンスが必要に応じて作成され、開始されます。シングル・インスタンス Oracle Database
インストールの場合、必要な自動ストレージ管理インスタンスはシステム上のデータベース・
インスタンス数に関係なく 1 つのみです。単一クラスタ内のどのノードにある ASM インスタ
ンスでも、ディスク・グループ・タイプの任意の組合せを処理できます。 

自動ストレージ管理の一般的なインストール手順自動ストレージ管理の一般的なインストール手順自動ストレージ管理の一般的なインストール手順自動ストレージ管理の一般的なインストール手順

自動ストレージ管理をインストールするには、Oracle Universal Installer を使用します。このマ
ニュアルでは、自動ストレージ管理をインストールするための次の一般手順について説明しま
す。

1. サイトのディスク要件を判断し、必要な場合は自動ストレージ管理に使用する 1 つ以上の
ディスク・パーティションを作成します。

サイトのディスク要件を判断する方法のガイドラインは、2-23 ページの「自動ストレージ
管理インストールのためのディスク・グループの準備」を参照してください。

2. Oracle Universal Installer を実行し、自動ストレージ管理インスタンスをインストールして
作成し、自動ストレージ管理ディスク・グループを作成します。

自動ストレージ管理のインストール先に関するガイドラインとインストールにおけるその
他の考慮事項については、3-10 ページの「手順 1: 自動ストレージ管理のインストールに関
する考慮事項の確認」を参照してください。自動ストレージ管理インスタンスおよびディ
スク・グループの作成方法は、3-11 ページの「手順 2: 自動ストレージ管理インスタンスお
よびディスク・グループの作成」を参照してください。

自動ストレージ管理インスタンスおよび関連ディスク・グループの作成後は、新規に作成
するデータベースでファイル記憶域管理に自動ストレージ管理を使用できます。自動スト
レージ管理のインストール前に作成したデータベースがある場合は、Oracle Enterprise 
Manager の「データベースの移行ウィザード」を使用して自動ストレージ管理に移行でき
ます。このウィザードは、Oracle Enterprise Manager Grid Control または Database 
Control で使用可能です。あるいは、Oracle Database Recovery Manager（RMAN）を使用
して移行を実行することもできます。

3. 自動ストレージ管理を使用するデータベースを作成します。

自動ストレージ管理に使用するデータベースの作成方法は、3-15 ページの「手順 3: 自動ス
トレージ管理とともに使用する Oracle Database のインストール」を参照してください。

4. 自動ストレージ管理インストールをテストします。

自動ストレージ管理のインストールに成功したかどうかを確認できる単純なテストについ
ては、3-13 ページの「手順 3: 自動ストレージ管理とともに使用する Oracle Database のイ
ンストール」を参照してください。自動ストレージ管理の起動およびアクセス方法と、管
理に使用できる Oracle Database ツールについては、5-3 ページの「自動ストレージ管理の
管理」を参照してください。
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使用可能なインストール・オプション
RAW デバイスデバイスデバイスデバイス
RAW デバイスは、ファイル・システムでフォーマットされていないディスク・パーティション
または論理ボリュームです。データベース・ファイル記憶域に RAW デバイスを使用すると、
Oracle はオペレーティング・システムのファイル・システム・レイヤーを迂回して、データを
パーティションまたはボリュームに直接書き込みます。このため、RAW デバイスを使用すると
パフォーマンスを改善できる場合があります。ただし、RAW デバイスの作成と管理には困難な
場合があり、最新のファイル・システムに使用してもパフォーマンスはわずかしか改善されな
いため、RAW デバイスよりも自動ストレージ管理またはファイル・システム記憶域を選択する
ことをお薦めします。

データベース管理オプションデータベース管理オプションデータベース管理オプションデータベース管理オプション
データベース管理を容易にするために、Oracle では Oracle Enterprise Manager と呼ばれる
Web ベースの管理ツールが提供されています。Oracle Enterprise Manager は、次の 2 通りの方
法により配置できます。

� Oracle Enterprise Manager 10g を環境の中心に配置 

Oracle Enterprise Manager を中心に配置するには、1 つ以上の Oracle Management 
Repository と 1 つ以上の Oracle Management Service を自分の環境にインストールした後、
管理する必要のあるすべてのコンピュータに Oracle Enterprise Management Agent をイン
ストールする必要があります。その後、単一の HTML インタフェースを使用して、それら
の全システムのソフトウェア・ターゲットおよびハードウェア・ターゲットを管理および
監視できます。ターゲットには、Oracle データベース、アプリケーション・サーバー、
Net リスナーおよびサード・パーティのソフトウェアを含めることができます。この単一
のインタフェースは、Oracle Enterprise Manager Grid Control（または簡単に Grid 
Control）と呼ばれています。 

� Oracle Enterprise Manager Database Control をデータベース・システム上にローカルに配置

Oracle Enterprise Manager Database Control ソフトウェアは、「カスタム」インストール・
タイプを選択した場合を除き、Oracle Database のインストール時にデフォルトでインス
トールされます。「カスタム」インストール・タイプを選択した場合は、Oracle Enterprise 
Manager Database Control をインストールしないように選択できますが、インストールす
ることをお薦めします。このローカルでのインストールにより、Oracle Enterprise 
Manager Database Control と呼ばれる Web ベース・インタフェースが提供されます。
Database Control は、Grid Control の機能と類似していますが、Database Control の場合
は単一のデータベースのみを管理できます。このシステム上で複数のデータベースを管理

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 1-14 ページ「Oracle Cluster Synchronization Services」

� プラットフォーム以外の観点による自動ストレージ管理の概要は、
『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』を参照してください。

� このリリースの自動ストレージ管理の新機能については、『Oracle 
Database 新機能』を参照してください。

� 自動ストレージ管理の詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照
してください。

� 自動ストレージ管理に関する追加情報は、次の URL で Oracle 
Technology Network の Web サイトにアクセスしてください。

http://www.oracle.com/technology/products/database/asm

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Manager 10g は、Oracle Database メディア・
パックに別に提供されています。Oracle Enterprise Manager 10g の詳細
は、『Oracle Enterprise Manager 概要』および『Oracle Enterprise 
Manager Grid Configuration Control インストレーションおよび基本構成』
を参照してください。
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使用可能なインストール・オプション
する場合は、各データベースに個別の Database Control を構成するか、または Oracle 
Enterprise Manager 10g Grid Control をインストールする必要があります。 

この項の内容は、次のとおりです。

� 事前構成済データベースの管理オプション

� カスタム・データベースの管理オプション

� Oracle Enterprise Manager Database Control の機能

事前構成済データベースの管理オプション事前構成済データベースの管理オプション事前構成済データベースの管理オプション事前構成済データベースの管理オプション
インストール時に事前構成済データベースの作成を選択する場合、データベースの管理に使用
する Oracle Enterprise Manager インタフェースを選択する必要があります。次のオプションを
使用できます。

� 中央データベース管理に Grid Control を使用する

このオプションは、Oracle Management Agent がシステム上にインストールされている場
合にのみ使用できます。Oracle Universal Installer によりシステム上で Oracle 
Management Agent が検出された場合は、このオプションを選択して、データベースの管
理に使用する Oracle Management Service を指定できます。 

Oracle Management Agent がインストールされていない場合、データベースの管理に
Database Control を使用するよう選択する必要があります。ただし、Oracle データベース
のインストール後に Oracle Management Agent をインストールする場合には、このデータ
ベースの管理に Grid Control を使用できます。 

� ローカル・データベース管理に Database Control を使用する

このオプションは、Oracle Management Agent がシステム上にインストールされていない
場合に、デフォルトで選択されます。ただし、Management Agent がインストールされて
いる場合でも、データベースの管理に Database Control を構成するように選択できます。 

カスタム・データベースの管理オプションカスタム・データベースの管理オプションカスタム・データベースの管理オプションカスタム・データベースの管理オプション
「詳細」データベース構成オプションを選択した場合、またはカスタム・インストール時にデー
タベースの作成を選択した場合は、Oracle Universal Installer により、データベース・コンフィ
ギュレーション・アシスタントが対話型モードで実行されます。データベース・コンフィギュ
レーション・アシスタントの画面を使用して、データベースの管理に使用する Oracle 
Enterprise Manager インタフェースを指定できます。あるいは、Enterprise Manager により
データベースを構成しないように選択することもできます。 

注意注意注意注意 : インストール時に Enterprise Manager を使用するようにデータベー
スを構成することをお薦めします。ただし、インストール時に Enterprise 
Manager を使用しないようにデータベースを構成した場合、インストール後
にデータベース・コンフィギュレーション・アシスタントを使用して、
Enterprise Manager を使用するようにデータベースを構成できます。
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使用可能なインストール・オプション
Oracle Enterprise Manager Database Control の機能の機能の機能の機能
Oracle Enterprise Manager Database Control では、Oracle データベースを監視、管理および保
守できる Web ベースのユーザー・インタフェースが提供されます。これを使用して、すべての
データベース管理タスクを実行できます。また、データベースに関する情報の確定にも使用で
きます。

� インスタンス名、データベースのバージョン、Oracle ホームの位置、メディア・リカバ
リ・オプションおよびその他のインスタンス・データ

� 現行のインスタンスの可用性

� データベース・アラート情報

� セッションおよび SQL 関連のパフォーマンス情報

� 領域使用メトリック

さらに、Oracle Enterprise Manager Database Control では、セキュリティ・アラートの自動通
知が行われ、ソフトウェア用のパッチをダウンロードおよび適用する機能が提供されます。

データベース・バックアップおよびリカバリ・オプションデータベース・バックアップおよびリカバリ・オプションデータベース・バックアップおよびリカバリ・オプションデータベース・バックアップおよびリカバリ・オプション
インストール時に Oracle Enterprise Manager Database Control を使用するように選択した場合
は、オプションでオラクル社推奨のデフォルト・バックアップ方法を使用する自動データベー
ス・バックアップを有効にできます。 

この項の内容は、次のとおりです。

� 自動バックアップの有効化

� バックアップ・ジョブのデフォルト設定

� 自動バックアップおよびリカバリに関する詳細情報

自動バックアップの有効化自動バックアップの有効化自動バックアップの有効化自動バックアップの有効化
自動バックアップを有効にすると、Oracle Enterprise Manager では、フラッシュ・リカバリ領
域と呼ばれるディスク上の記憶域にすべてのデータベース・ファイルをバックアップする
Oracle Recovery Manager（RMAN）を使用して、日常的なバックアップ・ジョブがスケ
ジュールされます。バックアップ・ジョブの初回実行時には、データベースの全体バックアッ
プが作成されます。その後のバックアップ・ジョブでは、増分バックアップが実行され、先行
する 24 時間のあらゆる時点におけるデータベースの状態までそのデータベースをリカバリでき
ます。 

自動バックアップ・ジョブをインストール時に有効にするには、次の情報を指定する必要があ
ります。

� フラッシュ・リカバリ領域の位置

フラッシュ・リカバリ領域には、ファイル・システム・ディレクトリまたは自動ストレー
ジ管理ディスク・グループのいずれかの使用を選択できます。フラッシュ・リカバリ領域
に構成されるデフォルトのディスク割当て制限は、2 GB です。自動ストレージ管理ディス
ク・グループでは、必要なディスク領域は選択するディスク・グループの冗長性レベルに
より決定します。第 2 章では、フラッシュ・リカバリ領域の位置の選択方法を説明し、そ
のディスク領域要件を識別します。 

注意注意注意注意 : インストール時に自動バックアップを有効にする必要はありませ
ん。Oracle Enterprise Manager Database Control または Grid Control を使
用して、ソフトウェアをインストールしてデータベースを作成した後に自
動バックアップを構成できます。 
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� バックアップ・ジョブのオペレーティング・システムのユーザー名およびパスワード

Oracle Enterprise Manager では、バックアップ・ジョブの実行時に指定するオペレーティ
ング・システムの接続情報が使用されています。指定するユーザー名は、データベース管
理者（OSDBA グループ、通常は dba）を識別する UNIX グループに属している必要があ
ります。ソフトウェアのインストールに使用する Oracle ソフトウェア所有者ユーザー（通
常は oracle）は、このユーザーにとって適切な選択です。第 2 章では、OSDBA グループ
と Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの要件、およびそれらの作成方法を説明します。 

バックアップ・ジョブのデフォルト設定バックアップ・ジョブのデフォルト設定バックアップ・ジョブのデフォルト設定バックアップ・ジョブのデフォルト設定
インストール時に事前構成済データベースの 1 つを選択した後に自動バックアップを有効にす
ると、自動バックアップは次のデフォルト設定で構成されます。

� バックアップ・ジョブは毎晩午前 2 時に実行されるようにスケジュールされます。

� フラッシュ・リカバリ領域のディスク割当て制限は、2 GB です。 

インストール時またはインストール後のいずれかの時点で、データベース・コンフィギュレー
ション・アシスタントを使用して自動バックアップを有効にすると、様々なバックアップ・
ジョブの開始時間および様々なフラッシュ・リカバリ領域のディスク割当て制限を指定できま
す。 

自動バックアップおよびリカバリに関する詳細情報自動バックアップおよびリカバリに関する詳細情報自動バックアップおよびリカバリに関する詳細情報自動バックアップおよびリカバリに関する詳細情報
Oracle Enterprise Manager Database Control を使用した自動バックアップの構成やカスタマイ
ズ、またはバックアップしたデータベースのリカバリに関する詳細は、『Oracle Database 2 日
でデータベース管理者』を参照してください。 

バックアップ計画の定義と Oracle データベースのバックアップおよびリカバリの詳細は、
『Oracle Database バックアップおよびリカバリ基礎』または『Oracle Database バックアップお
よびリカバリ・アドバンスト・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。 

電子メール通知オプション電子メール通知オプション電子メール通知オプション電子メール通知オプション
Oracle Enterprise Manager Database Control を使用するようにインストール時に選択した場合
は、特定のイベントが発生した場合に電子メールを送信するように Enterprise Manager を構成
できます。これらのイベントには、ディスク領域のクリティカル制限（しきい値）への到達、
またはデータベースの予期しない停止などの状態変化を含めることができます。

電子メール通知を使用可能にするように選択した場合は、次の情報を指定する必要があります。

� Simple Mail Transfer Protocol（SMTP）サーバーのホスト名

� アラートを受信する電子メール・アドレス

電子メール・アドレスには、個人のアドレス、共有電子メール・アカウントまたは配布リ
ストを指定できます。 

Enterprise Manager Database Control を使用すると、データベースの作成後に電子メール通知
を設定、変更またはカスタマイズできます。 
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インストールの考慮事項インストールの考慮事項インストールの考慮事項インストールの考慮事項
この項では、この製品のインストール方法を決定する前に考慮する必要のある情報について説
明します。この項の内容は、次のとおりです。

� ハードウェアおよびソフトウェアの認定

� 複数の Oracle ホーム

� Oracle Cluster Synchronization Services

� ネットワーク接続ストレージまたは NFS ファイル・システムの使用

ハードウェアおよびソフトウェアの認定ハードウェアおよびソフトウェアの認定ハードウェアおよびソフトウェアの認定ハードウェアおよびソフトウェアの認定
このマニュアルに記載されているプラットフォーム固有のハードウェア要件とソフトウェア要
件は、このマニュアルの発行時点での最新情報です。ただし、このマニュアルの発行後にプ
ラットフォームおよびオペレーティング・システム・ソフトウェアの新バージョンが認定され
ている場合があるため、認定済ハードウェア・プラットフォームとオペレーティング・システ
ム・バージョンの最新リストは、OracleMetaLink Web サイトで認定済マトリクスを確認してく
ださい。OracleMetaLink の Web サイトは、次の URL で参照できます。

http://metalink.oracle.com

現在、オラクル社とサポート・サービス契約をしていない場合は、次の Web サイトから同じ情
報にアクセスできます。

http://www.oracle.com/technology/support/metalink/content.html

複数の複数の複数の複数の Oracle ホームホームホームホーム
この製品は、複数の Oracle ホームをサポートしています。つまり、このリリース以前のソフト
ウェアを、同じシステムの異なる Oracle ホーム・ディレクトリに複数回インストールできま
す。

Oracle がインストールされているシステムへのソフトウェアのインストールがインストールされているシステムへのソフトウェアのインストールがインストールされているシステムへのソフトウェアのインストールがインストールされているシステムへのソフトウェアのインストール
この製品は、新規の Oracle ホーム・ディレクトリにインストールする必要があります。Oracle 
Database のあるリリースから別のリリースの Oracle ホーム・ディレクトリには、製品をイン
ストールできません。たとえば、既存の Oracle9i の Oracle ホーム・ディレクトリにはリリース
10.2 のソフトウェアをインストールできません。このリリースを以前の Oracle リリースのソフ
トウェアを含む Oracle ホーム・ディレクトリにインストールしようとすると、インストールに
失敗します。

このリリースは同じシステムに複数回インストールできますが、別の Oracle ホーム・ディレク
トリにインストールする場合にかぎります。
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インストールの考慮事項
Oracle Cluster Synchronization Services
Oracle Database 10g をシステムに初めてインストールする場合は、インストールによって、単
一ノードの Oracle Cluster Synchronization Services（CSS）デーモンが構成および起動されま
す。CSS デーモンは、自動ストレージ管理インスタンスと、データベース・ファイルの記憶域
に関して自動ストレージ管理インスタンスに依存するデータベース・インスタンスとの間の同
期をとるために必要です。デフォルトでは、Oracle Universal Installer では Oracle Cluster 
Synchronization Services は構成されません。これらのサービスが Oracle Universal Installer に
より構成されるのは、記憶域オプションまたはリカバリ・オプションとして自動ストレージ管
理を選択した場合のみです。CSS デーモンは、自動ストレージ管理インスタンスまたはデータ
ベース・インスタンスが開始される前に実行されている必要があるため、システムのブート時
に自動的に起動するように構成されます。

Oracle Real Application Clusters のインストールの場合、CSS デーモンは、Oracle Clusterware
とともに別の Oracle ホーム・ディレクトリ（Clusterware ホーム・ディレクトリとも呼ばれま
す）にインストールされます。単一ノードのインストールの場合、CSS デーモンは Oracle 
Database と同じ Oracle ホームにインストールされ、実行されます。 

Oracle Database と同じ Oracle ホームから Oracle Cluster Synchronization Services をインス
トールした場合、Oracle Database 10g ソフトウェアをシステムから削除するときには注意が必
要です。Oracle Database 10g が格納されている Oracle ホーム・ディレクトリを削除する前に、
CSS デーモン構成を削除するか、または必要に応じて別の Oracle ホーム・ディレクトリから実
行されるように CSS デーモンを再構成する必要があります。

ネットワーク接続ストレージまたはネットワーク接続ストレージまたはネットワーク接続ストレージまたはネットワーク接続ストレージまたは NFS ファイル・システムの使用ファイル・システムの使用ファイル・システムの使用ファイル・システムの使用
Oracle Database 10g では、ディスクへの書込みが正常に完了したことを確認できることが必要
です。NAS デバイス上のファイル・システムを含め、NFS ファイル・システムは、ディスクへ
の書込みが正常に完了したことを保証できないことがあります。この場合、データファイルが
破損する可能性があります。ストレージ・ベンダーおよび記憶デバイスが Oracle Storage 
Compatibility Program リストに記載されていない場合は、NFS マウント・ファイル・システ
ムにファイルを格納しないことをお薦めします。このリストは、次の Web サイトから入手でき
ます。

http://www.oracle.com/technology/deploy/availability/htdocs/oscp.html

記憶デバイスがサポートされている場合は、Oracle ソフトウェア・ファイルまたは Oracle デー
タベース・ファイル、あるいはその両方の格納に使用できます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle CSS デーモンの削除または再構成の詳細は、6-4 ページの
「Oracle Cluster Synchronization Services の再構成」を参照してください。

注意注意注意注意 : 単一システムに複数の Oracle Database 10g をインストールし、
データベース・ファイルの記憶域に自動ストレージ管理を使用する場合
は、CSS デーモンと自動ストレージ管理インスタンスを同じ Oracle ホー
ム・ディレクトリから実行し、データベース・インスタンスには別の
Oracle ホーム・ディレクトリを使用することをお薦めします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle ソフトウェアまたはデータベース・ファイルに NFS お
よび NAS デバイスを使用する場合のガイドラインは、付録 C を参照して
ください。
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Oracle Database 10g リリース 2（10.2）で廃止になったコンポーネント
アップグレード時の問題点アップグレード時の問題点アップグレード時の問題点アップグレード時の問題点
以前のリリースの Oracle Database から Oracle Database 10g リリース 2（10.2）へのアップグ
レードについては、『Oracle Database アップグレード・ガイド』を参照してください。ここで
は、既存のデータベースをアップグレードする前に検討する必要のある、プラットフォーム固
有のその他のアップグレード情報について説明します。

AL24UTFFSS キャラクタ・セットキャラクタ・セットキャラクタ・セットキャラクタ・セット

AL24UTFFSS キャラクタ・セットを使用する既存のデータベースをアップグレードするには、
データベース・キャラクタ・セットを UTF8 にアップグレードする必要があります。既存の
データベース・キャラクタ・セットをアップグレードする前に Character Set Scanner

（csscan）ユーティリティを使用してデータを分析することをお薦めします。

Character Set Scanner ユーティリティでは、データベース内のすべての文字データがチェック
され、キャラクタ・セットのエンコーディングを変更した場合の効果と問題点がテストされま
す。Character Set Scanner ユーティリティを実行する前に、$ORACLE_HOME/libディレクト
リを含めるように、プラットフォームの共有ライブラリ・パス環境変数を設定します。設定す
る必要のある共有ライブラリ・パス環境変数は、LD_LIBRARY_PATHです。

Oracle Database 10g リリースリリースリリースリリース 2（（（（10.2））））で廃止になったコンポーネで廃止になったコンポーネで廃止になったコンポーネで廃止になったコンポーネ
ントントントント

Oracle Database 10g リリース 1（10.1）に付属していた次の Oracle Database 10g リリース 2
（10.2）コンポーネントは、Oracle Database 10g リリース 2（10.2）のインストールでは使用で
きません。

� Legato Single Server Version（LSSV）（かわりに、Oracle Database Recovery Manager
（RMAN）を使用）

� Oracle Advanced Security の分散コンピューティング環境（DCE）コンポーネント

注意注意注意注意 : この項の内容は、9i リリース 1（9.0.1）以降の Oracle Database の
アップグレードには適用されません。

注意注意注意注意 : AL32UTF8 は、XMLType データに適した Oracle Database キャラク
タ・セットです。これは、有効な XML 文字をすべてサポートする IANA 登
録済の標準 UTF-8 エンコーディングと同等です。

Oracle Database のデータベース・キャラクタ・セット UTF8（ハイフンなし）
をデータベース・キャラクタ・セット AL32UTF8 またはキャラクタ・エン
コーディング UTF-8 と混同しないでください。データベース・キャラクタ・
セット UTF8 は AL32UTF8 で置き換えられています。XML データには UTF8
を使用しないでください。UTF8 でサポートされるのは Unicode バージョン
3.1 以下のみで、有効な XML 文字がすべてサポートされるわけではありませ
ん。AL32UTF8 には、このような制限はありません。

XML データにデータベース・キャラクタ・セット UTF8 を使用すると、致命
的なエラーが発生したりセキュリティに悪影響を及ぼす可能性があります。
データベース・キャラクタ・セットでサポートされていない文字が
input-document 要素名に表示される場合は、置換文字（通常は ?）で置き換
えられます。このため、解析が終了して例外が発生します。
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Oracle Database 10g リリース 2（10.2）で廃止になったコンポーネント
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インストール前の
2

インストール前の作業インストール前の作業インストール前の作業インストール前の作業

この章では、Oracle Universal Installer を起動する前に完了しておく必要のある作業について説
明します。この章の内容は、次のとおりです。

� root としてのシステムへのログイン

� ハードウェア要件の確認

� ソフトウェア要件の確認

� ネットワーク設定の確認

� 必要なオペレーティング・システム・グループおよびユーザーの作成

� カーネル・パラメータの構成

� 必須ソフトウェア・ディレクトリの識別

� Oracle ベース・ディレクトリの識別または作成

� Oracle データベース・ファイルおよびリカバリ・ファイルの記憶域オプションの選択

� Oracle Database ファイルまたはリカバリ・ファイル用ディレクトリの作成

� 自動ストレージ管理インストールのためのディスク・グループの準備

� RAW 論理ボリュームの構成

� 既存の Oracle プロセスの停止

� oracle ユーザーの環境の構成
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root としてのシステムへのログイン
root としてのシステムへのログインとしてのシステムへのログインとしてのシステムへのログインとしてのシステムへのログイン
Oracle ソフトウェアをインストールする前に、rootユーザーとして複数の作業を完了してお
く必要があります。rootユーザーとしてログインするには、次の手順のどちらか一方を実行し
ます。

� X Window System ワークステーションまたは X 端末からソフトウェアをインストールする
手順は、次のとおりです。

1. X 端末（xterm）などのローカル・ターミナル・セッションを開始します。

2. ソフトウェアをローカル・システムにインストールしない場合は、次のコマンドを入
力して、ローカルの X サーバー上にリモート・ホストの X アプリケーションを表示し
ます。

$ xhost fully_qualified_remote_host_name

次に例を示します。

$ xhost somehost.us.acme.com

3. ソフトウェアをローカル・システムにインストールしない場合は、ssh、rloginまた
は telnetコマンドを使用して、ソフトウェアをインストールするシステムに接続し
ます。

$ telnet fully_qualified_remote_host_name

4. rootユーザーとしてログインしていない場合は、次のコマンドを入力してユーザーを
rootに切り替えます。

$ su - root
password:
#

� X サーバー・ソフトウェアがインストールされている PC などのシステムからソフトウェア
をインストールする場合の手順は、次のとおりです。

1. X サーバー・ソフトウェアを起動します。

2. X サーバー・ソフトウェアのセキュリティ設定を、ローカル・システム上の X アプリ
ケーションをリモート・ホストで表示できるように構成します。

3. ソフトウェアをインストールするリモート・システムに接続し、そのシステム上で X
端末（xterm）などのターミナル・セッションを開始します。

4. リモート・システムで rootユーザーとしてログインしていない場合は、次のコマン
ドを入力してユーザーを rootに切り替えます。

$ su - root
password:
#

注意注意注意注意 : サイレント・モード・インストールを実行する場合を除き、X 
Window System ワークステーション、X 端末、または X サーバー・ソフ
トウェアがインストールされている PC などのシステムからソフトウェア
をインストールする必要があります。

サイレント・モード・インストールの詳細は、付録 A を参照してくださ
い。

注意注意注意注意 : この手順の詳細は、必要に応じて X サーバーのドキュメントを参
照してください。使用中の X サーバー・ソフトウェアによっては、作業を
異なる順序で完了することが必要な場合があります。
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ハードウェア要件の確認
ハードウェア要件の確認ハードウェア要件の確認ハードウェア要件の確認ハードウェア要件の確認
システムは、次の最小ハードウェア要件を満たしている必要があります。

� 1024MB 以上の物理 RAM。

� 次の表に、インストール済 RAM と構成済スワップ領域の要件との関係を示します。

� /tmpディレクトリに 400MB のディスク領域。

� Oracle ソフトウェア用のディスク領域は、インストール・タイプに応じて最大 2.5GB です。

� ファイル・システム記憶域を使用する事前構成済データベース用に 1.2GB のディスク領域
（オプション）。

自動バックアップを構成する場合は、フラッシュ・リカバリ領域に対して、ファイル・シ
ステムまたは自動ストレージ管理ディスク・グループに追加のディスク領域が必要です。

システムがこれらの要件を満たしているかどうかを確認する手順は、次のとおりです。

1. 物理 RAM のサイズを判別するには、次のコマンドを入力します。

# grep "Physical:" /var/adm/syslog/syslog.log

物理 RAM のサイズが必要サイズより小さい場合は、先に進む前にメモリーを増設する必
要があります。

2. 構成済スワップ領域のサイズを判別するには、次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/swapinfo -a

追加のスワップ領域を構成する方法は、必要に応じてオペレーティング・システムのド
キュメントを参照してください。

3. /tmpディレクトリで使用可能なディスク領域の量を判別するには、次のコマンドを入力し
ます。

# bdf /tmp

/tmpディレクトリで使用可能な空きディスク領域が 400MB 未満の場合は、次のいずれか
の手順を実行します。 

� ディスク領域の要件が満たされるように、/tmpディレクトリから不要なファイルを削
除します。

� oracleユーザーの環境を設定するときに（後述）、TMPおよび TMPDIR環境変数を設
定します。

� /tmpディレクトリを含むファイル・システムを拡張します。ファイル・システムの拡
張については、必要に応じてシステム管理者に問い合せてください。

4. システム上の空きディスク領域の量を判別するには、次のコマンドを入力します。

# bdf

RAM スワップ領域スワップ領域スワップ領域スワップ領域

512 ～ 2048 MB RAM のサイズの 1.5 倍

2049 ～ 8192 MB RAM のサイズと同じ

8192 MB 超 RAM のサイズの 0.75 倍

注意注意注意注意 : 自動ストレージ管理または RAW デバイス記憶域を使用するデー
タベースのディスク領域要件については後述します。
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ソフトウェア要件の確認
次の表に、各インストール・タイプのソフトウェア・ファイルに必要なディスク領域の概
算を示します。

5. システム・アーキテクチャでソフトウェアを実行できるかどうかを判別するには、次のコ
マンドを入力します。

# /bin/getconf KERNEL_BITS

ソフトウェア要件の確認ソフトウェア要件の確認ソフトウェア要件の確認ソフトウェア要件の確認
インストールする製品に応じて、システムに次のソフトウェアがインストールされているかど
うかを確認します。これらの要件が満たされているかどうかを確認する手順は、表の後に説明
します。

インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ ソフトウェア・ファイルに必要なディスク領域（ソフトウェア・ファイルに必要なディスク領域（ソフトウェア・ファイルに必要なディスク領域（ソフトウェア・ファイルに必要なディスク領域（GB））））

Enterprise Edition 2.0

Standard Edition 2.5

カスタム（最大） 2.5

注意注意注意注意 : このコマンドで予想される出力は 64 です。予想される出力が表示
されない場合、このシステムにはソフトウェアをインストールできませ
ん。

注意注意注意注意 : Oracle Universal Installer は、システムをチェックして、リストに
示されている要件を満たしているかどうかを検証します。これらのチェッ
クに合格するために、Oracle Universal Installer を起動する前に要件を確
認してください。

項目項目項目項目 要件要件要件要件

オペレーティング・
システム

オペレーティング・システムのバージョン :

HP-UX 11i V1（11.11）PA-RISC

HP-UX 11i v2 (11.23)

Oracle Spatial HP-UX Developer's Toolkit - X11 および Imake:

注意注意注意注意 : このソフトウェアは、サンプル・プログラムを構築する場合に

のみ必須です。

Oracle Messaging Gateway Oracle Messaging Gateway は、Oracle Streams アドバンスト・キュー

イング（AQ）と次のソフトウェアの統合をサポートします。

� IBM WebSphere MQ V5.3、クライアントおよびサーバー :

MQSERIES.MQM-CL-HPUX
MQSERIES.MQM-SERVER

� TIBCO Rendezvous 7.2

PL/SQL のネイティブ・

コンパイル

次のうちのいずれか 1 つ :

HP C Compiler (B.11.11.12)

GCC compiler gcc 3.4.0 (64-Bit)

Pro*C/C++,
Oracle Call Interface、
Oracle C++ Call Interface、
Oracle XML Developer's 
Kit（XDK）

HP C/ANSI C Compiler (C.05.50)

HP aC++ Compiler (C.05.50)
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ソフトウェア要件の確認
システムがこれらの要件を満たしているかどうかを確認する手順は、次のとおりです。

1. インストールされている HP-UX のバージョンを判別するには、次のコマンドを入力しま
す。

# uname -a
HP-UX hostname B.11.11 U 9000/800 109444686 unlimited-user license

この例では、HP-UX 11i のバージョンは 11.11 です。

2. バンドル、製品またはファイルセットがインストールされているかどうかを判別するには、
次のようなコマンドを入力します。levelは、bundle、productまたは filesetです。

# /usr/sbin/swlist -l level | more

必要なバンドル、製品またはファイルセットがインストールされていない場合は、インス
トールする必要があります。製品のインストール方法の詳細は、オペレーティング・シス
テムまたはソフトウェアのマニュアルを参照してください。

また、システムに次のパッチがインストールされていることを確認する必要があります。これ
らの要件を確認する手順については、表に続く説明を参照してください。

Oracle JDBC/OCI Driver Oracle JDBC/OCI Driver を使用して次のオプションの Java SDK バー

ジョンを使用できますが、インストールには必要ありません。

� Java SDK 1.3.1.16（JNDI 拡張機能付き）

� Java SDK 1.2.2.09

� Java SDK 1.4.2.08

� Java SDK 5.0

注意注意注意注意 : このリリースでは Java SDK 1.4.2 がインストールされます。

注意注意注意注意 : システムには、リストに示したパッチよりも新しいバージョンが
インストールされている場合があります。リストに示したパッチがインス
トールされていない場合は、そのバージョンをインストールする前に、そ
れよりも新しいバージョンがインストールされているかどうかを確認して
ください。

インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ
または製品または製品または製品または製品 要件要件要件要件

すべてのインストール Quality Pack バンドル :

HP-UX 11i Quality Pack（GOLDQPK11i）、2004 年 12 月以降 :

GOLDQPK11i

すべてのインストール HP-UX 11i V1（（（（11.11）用パッチ）用パッチ）用パッチ）用パッチ :

� PHNE_31097: ONC/NFS 汎用リリース / パフォーマンス・パッチ

� PHSS_31221: HP aC++ -AA ランタイム・ライブラリ（aCC 
A.03.60）

HP-UX 11i V2（（（（11.23）用パッチ）用パッチ）用パッチ）用パッチ :

� PHSS_31849: リンカー + fdp 累積パッチ

� PHSS_31852: aC++ ランタイム（PA A.03.61）

項目項目項目項目 要件要件要件要件
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ソフトウェア要件の確認
システムがこれらの要件を満たしているかどうかを確認する手順は、次のとおりです。

1. PA-RISC システムの場合にのみ、次のコマンドを入力して HP-UX 11i Quality Pack がイン
ストールされているかどうかを判別します。

# /usr/sbin/swlist -l bundle | grep GOLD

Quality Pack がインストールされていない場合、または日付が 2003 年 6 月より前の場合
は、次の Web サイトから最新の Quality Pack をダウンロードしてインストールしてくださ
い。

http://www.hp.com/go/softwareinfo/SUPPORT_PLUS

2. パッチがインストールされているかどうかを判別するには、次のようなコマンドを入力し
ます。

# /usr/sbin/swlist -l patch | grep PHSS_28880

または、インストール済パッチをすべて表示するには、次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/swlist -l patch | more

必要なパッチがインストールされていない場合は、次の Web サイトからダウンロードして
インストールします。

http://itresourcecenter.hp.com

Web サイトに表示されるパッチのバージョンの方が新しい場合は、そのバージョンをダウ
ンロードしてインストールします。

3. WebSphere MQ の CSD が必要な場合は、次の Web サイトでダウンロードおよびインス
トールの情報を確認します。

http://www.ibm.com/software/integration/mqfamily/support/summary/hpx.html

すべてのインストール HP-UX 11i V1（（（（11.11）の）の）の）の JDK 用パッチ用パッチ用パッチ用パッチ :

� PHSS_30970: ld(1) およびリンカー・ツール累積パッチ

注意注意注意注意 : JDK 1.4.2 に必要な場合がある追加パッチについては、次の Web
サイトを参照してください。

http://www.hp.com/products1/unix/java/patches/index.html

PL/SQL のネイティブ・

コンパイル、Pro*C/C++、
Oracle Call Interface、
Oracle C++ Call Interface、
Oracle XML Developer's 
Kit（XDK）

HP-UX 11i V1（（（（11.11）用パッチ）用パッチ）用パッチ）用パッチ :

� PHSS_32508: HP aC++ Compiler（A.03.63）

� PHSS_32509: ANSI C compiler B.11.11.12 累積パッチ

� PHSS_32510: +O4/PBO Compiler B.11.11.12 累積パッチ

HP-UX 11i V2（（（（11.23）用パッチ）用パッチ）用パッチ）用パッチ :

� PHSS_32511: HP aC++ Compiler（A.03.63）

� PHSS_32512: ANSI C compiler B.11.11.12 累積パッチ

� PHSS_32513: +O4/PBO Compiler B.11.11.12 累積パッチ

Oracle Messaging 
Gateway

WebSphere MQ 修正サービス・ディスケット（CSD）:

� WebSphere MQ V5.3 用 CSD05 以上

インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ
または製品または製品または製品または製品 要件要件要件要件
2-6 Oracle Database インストレーション・ガイド



ネットワーク設定の確認
必要なシンボリック・リンクの作成必要なシンボリック・リンクの作成必要なシンボリック・リンクの作成必要なシンボリック・リンクの作成

このソフトウェアのインストール後に Oracle 製品を正常に再リンクできるようにするには、次
のコマンドを入力して必須の X ライブラリ・シンボリック・リンクを /usr/libディレクトリ
に作成します。

# cd /usr/lib
# ln -s libX11.3 libX11.sl
# ln -s libXIE.2 libXIE.sl
# ln -s libXext.3 libXext.sl
# ln -s libXhp11.3 libXhp11.sl
# ln -s libXi.3 libXi.sl
# ln -s libXm.4 libXm.sl
# ln -s libXp.2 libXp.sl
# ln -s libXt.3 libXt.sl
# ln -s libXtst.2 libXtst.sl

ネットワーク設定の確認ネットワーク設定の確認ネットワーク設定の確認ネットワーク設定の確認
通常、Oracle Database をインストールするコンピュータはネットワークに接続され、Oracle 
Database インストールを格納するためのローカル記憶域があり、ディスプレイ・モニターと
CD-ROM または DVD ドライブを備えています。

この項では、このような標準的な構成とは異なるコンピュータに Oracle Database をインス
トールする方法について説明します。この項の内容は、次のとおりです。

� 名前解決の構成

� DHCP コンピュータへのインストール

� マルチホーム・コンピュータへのインストール

� 複数の別名を持つコンピュータへのインストール

� 非ネットワーク・コンピュータへのインストール

名前解決の構成名前解決の構成名前解決の構成名前解決の構成
名前解決が設定されていない場合は、Oracle Universal Installer を実行するとエラーが発生する
ことがあります。このエラーを回避するには、インストール前に、ホスト名が /etc/hosts
ファイルを介してのみ解決されることを確認する必要があります。

ホスト名が /etc/hostsファイルを介してのみ解決されることを確認する手順は、次のとおり
です。

1. /etc/hosts ファイルが名前解決に使用されることを確認します。そのためには、次のよう
に nsswitch.confファイル内の hosts ファイル・エントリを確認します。

# cat /etc/nsswitch.conf | grep hosts

このコマンドの出力には、ファイルのエントリが含まれています。

2. 次のように hostname コマンドを使用して、ホスト名が設定されていることを確認します。

# hostname

このコマンドの出力は、次のようになります。

myhost.mycomputer.com

注意注意注意注意 : この作業が必要になるのは、Motif 2.1 Development Environment
パッケージ（X11MotifDevKit.MOTIF21-PRG）がインストールされていな
い場合のみです。
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ネットワーク設定の確認
3. 次のように domainname コマンドを使用して、ドメイン名が動的に設定されていないこと
を確認します。

# domainname

このコマンドでは結果が戻されません。

4. 次のコマンドを使用して、hosts ファイルに完全修飾ホスト名が含まれていることを確認し
ます。

# cat /etc/hosts | grep `eval hostname`

このコマンドの出力には、完全修飾ホスト名と localhost のエントリが含まれています。

次に例を示します。

192.168.100.16    myhost.us.mycompany.com   myhost
127.0.0.1         localhost                 localhost.localdomain

hosts ファイルに完全修飾ホスト名が含まれていない場合は、ファイルを開き、必要な変更
を行います。

DHCP コンピュータへのインストールコンピュータへのインストールコンピュータへのインストールコンピュータへのインストール
Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP）は、ネットワーク上で動的な IP アドレスを割
り当てます。動的アドレッシングにより、コンピュータはネットワークに接続するたびに異な
る IP アドレスを使用できます。コンピュータを接続したままで IP アドレスを変更できる場合
もあります。DHCP システムでは、静的 IP アドレッシングと動的 IP アドレッシングを混在さ
せることができます。 

DHCP 設定時に、ソフトウェアにより IP アドレスが追跡され、ネットワーク管理が簡素化され
ます。これにより、新規コンピュータに一意の IP アドレスを手動で割り当てなくても、ネット
ワークに追加できます。

マルチホーム・コンピュータへのインストールマルチホーム・コンピュータへのインストールマルチホーム・コンピュータへのインストールマルチホーム・コンピュータへのインストール
Oracle Database をマルチホーム・コンピュータにインストールできます。マルチホーム・コン
ピュータは複数の IP アドレスに関連付けられています。通常は、そのためにコンピュータに複
数のネットワーク・カードが搭載されています。各 IP アドレスはホスト名に関連付けられてい
ます。また、ホスト名の別名を設定できます。デフォルトでは、Oracle Universal Installer は
ORACLE_HOSTNAME環境変数の設定を使用してホスト名を検索します。ORACLE_HOSTNAMEが
設定されておらず、インストール先コンピュータに複数のネットワーク・カードが搭載されて
いる場合、Oracle Universal Installer では /etc/hostsファイルの最初のエントリを使用して
ホスト名が判別されます。 

クライアントは、このホスト名を使用するか、このホスト名の別名を使用して、コンピュータ
にアクセスできる必要があります。これを確認するには、短縮名（ホスト名のみ）および完全
名（ホスト名とドメイン名）を使用して、クライアント・コンピュータからホスト名を ping し
ます。両方のテストに成功する必要があります。

ORACLE_HOSTNAME 環境変数の設定環境変数の設定環境変数の設定環境変数の設定

ORACLE_HOSTNAME環境変数を設定する手順は、次のとおりです。

たとえば、完全修飾ホスト名が somehost.us.acme.comの場合は、次のいずれかのコマンド
を入力します。

Bourne、Bash または Korn シェルの場合

$ ORACLE_HOSTNAME=somehost.us.acme.com
$ export ORACLE_HOSTNAME

C シェルの場合

% setenv ORACLE_HOSTNAME somehost.us.acme.com
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必要なオペレーティング・システム・グループおよびユーザーの作成
複数の別名を持つコンピュータへのインストール複数の別名を持つコンピュータへのインストール複数の別名を持つコンピュータへのインストール複数の別名を持つコンピュータへのインストール
複数の別名を持つコンピュータは、ネーミング・サービスに 1 つの IP と複数の別名で登録され
ます。ネーミング・サービスでは、これらの別名のいずれかが同じコンピュータに解決されま
す。この種のコンピュータに Oracle Database をインストールする前に、ORACLE_HOSTNAME
環境変数を、ホスト名を使用するコンピュータに設定してください。

非ネットワーク・コンピュータへのインストール非ネットワーク・コンピュータへのインストール非ネットワーク・コンピュータへのインストール非ネットワーク・コンピュータへのインストール
Oracle Database を非ネットワーク・コンピュータにインストールできます。ラップトップなど
のコンピュータが DHCP 用に構成されており、そのコンピュータを Oracle Database のインス
トール後にネットワークに接続する予定の場合は、データベースのインストール先コンピュー
タで pingコマンドを使用して、コンピュータ自体に接続できるかどうかを確認します。この
手順は、最初にホスト名のみ、次に完全修飾名を使用して実行します。この名前は
/etc/hostsファイルで指定されている必要があります。

pingコマンドに失敗した場合は、ネットワーク管理者に問い合せてください。

インストール後のコンピュータのネットワーク接続インストール後のコンピュータのネットワーク接続インストール後のコンピュータのネットワーク接続インストール後のコンピュータのネットワーク接続

インストール後にコンピュータをネットワークに接続すると、コンピュータ上の Oracle 
Database インスタンスはネットワーク上の他のインスタンスで作業できます。コンピュータで
は、接続先ネットワークに応じて静的 IP または DHCP を使用できます。

必要なオペレーティング・システム・グループおよびユーザー必要なオペレーティング・システム・グループおよびユーザー必要なオペレーティング・システム・グループおよびユーザー必要なオペレーティング・システム・グループおよびユーザー
の作成の作成の作成の作成

このシステムへ Oracle ソフトウェアを初めてインストールするかどうかにより、またインス
トールする製品により、複数のオペレーティング・システム・グループおよびユーザーの作成
が必要になる場合があります。

Oracle Database をインストールする場合は、次のオペレーティング・システム・グループおよ
びユーザーが必要です。

� OSDBA グループ（dba）

Oracle Database ソフトウェアをシステムに初めてインストールする場合は、このグループ
を作成する必要があります。このグループにより、データベース管理権限（SYSDBA 権限）
を持つオペレーティング・システム・ユーザー・アカウントが識別されます。このグルー
プのデフォルト名は dbaです。 

デフォルトの dba以外のグループ名を指定する場合は、「カスタム」インストール・タイ
プを選択してソフトウェアをインストールするか、このグループのメンバーでないユー
ザーとして Oracle Universal Installer を起動する必要があります。この場合は、このグ
ループの名前を指定するように求めるプロンプトが表示されます。

� OSOPER グループ（oper）

これはオプションのグループです。一連のデータベース管理権限（SYSOPER 権限）を限定
した別個のオペレーティング・システム・ユーザー・グループが必要な場合は、このグ
ループを作成します。デフォルトでは、OSDBA グループのメンバーには SYSOPER 権限も
付与されます。 

デフォルトである dbaグループ以外に別個の OSOPER グループを指定する場合は、「カス
タム」インストール・タイプを選択してソフトウェアをインストールするか、dbaグルー
プのメンバーでないユーザーとして Oracle Universal Installer を起動する必要があります。
この場合は、このグループの名前を指定するように求めるプロンプトが表示されます。通
常、このグループ用に選択する名前は operです。

注意注意注意注意 : コンピュータ自体で pingコマンドを実行すると、そのコンピュータ
の IP アドレスが戻されます。
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必要なオペレーティング・システム・グループおよびユーザーの作成
� 権限のないユーザー

権限のないユーザーを作成する必要があります。このユーザーは、インストール後に外部
ジョブ（extjob）実行可能ファイルの所有者にする必要があります。

すべてのインストールに、次のオペレーティング・システム・グループおよびユーザーが必要
です。

� Oracle インベントリ・グループ（oinstall）

Oracle ソフトウェアをシステムに初めてインストールする場合は、このグループを作成す
る必要があります。通常、このグループ用に選択する名前は oinstallです。このグルー
プは、システムにインストールされている全 Oracle ソフトウェアのカタログである Oracle
インベントリの所有者となります。

� Oracle ソフトウェア所有者ユーザー（通常は oracle）

Oracle ソフトウェアをシステムに初めてインストールする場合は、このユーザーを作成す
る必要があります。このユーザーは、インストールされる全ソフトウェアの所有者となり
ます。このユーザーのプライマリ・グループには、Oracle インベントリ・グループを指定
する必要があります。また、セカンダリ・グループとして OSDBA グループおよび
OSOPER グループを指定する必要があります。

システム上の Oracle ソフトウェアの全インストールに対して、1 つの Oracle インベントリ・グ
ループが必要です。初回インストール後は、そのシステムへの以降のすべての Oracle ソフト
ウェアのインストールに、同じ Oracle インベントリ・グループを使用する必要があります。た
だし、個別にインストールする場合は、異なる Oracle ソフトウェア所有者ユーザー、OSDBA
グループおよび OSOPER グループ（oracle、dbaおよび oper以外）を作成するように選択
できます。インストールごとに異なるグループを使用すると、各グループのメンバーは、シス
テム上のすべてのデータベースではなく、関連するデータベース上でのみ DBA 権限を持つこと
になります。

必要なオペレーティング・システム・ユーザーおよびグループの作成方法については後述しま
す。

� Oracle インベントリ・グループの作成

� OSDBA グループの作成

� OSOPER グループの作成（オプション）

� Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの作成

注意注意注意注意 : すでに Oracle ソフトウェアがシステムにインストールされている
場合は、既存の Oracle インベントリ・グループを、新規 Oracle ソフト
ウェアのインストールに使用するオペレーティング・システム・ユーザー
のプライマリ・グループにする必要があります。 

注意注意注意注意 : Oracle マニュアルでは、このユーザーを oracleユーザーと呼びます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : OSDBA グループと OSOPER グループおよび SYSDBA 権限と
SYSOPER 権限の詳細は、『Oracle Database 管理者リファレンス for UNIX 
Systems』および『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : ローカル・ユーザーおよびグループの作成方法については後述しま
す。ローカル・ユーザーおよびグループを作成するかわりに、Network 
Information Service（NIS）などのディレクトリ・サービスに適切なユーザー
およびグループを作成できます。ディレクトリ・サービスの使用方法は、シ
ステム管理者に問い合せるか、またはオペレーティング・システムのドキュ
メントを参照してください。 
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必要なオペレーティング・システム・グループおよびユーザーの作成
Oracle インベントリ・グループの作成インベントリ・グループの作成インベントリ・グループの作成インベントリ・グループの作成
Oracle インベントリ・グループが存在しない場合は、作成する必要があります。ここでは、
Oracle インベントリ・グループが存在する場合にその名前を判別する方法と、必要な場合に作
成する方法について説明します。

Oracle インベントリ・グループの有無の判別インベントリ・グループの有無の判別インベントリ・グループの有無の判別インベントリ・グループの有無の判別

Oracle ソフトウェアをシステムに初めてインストールするときには、Oracle Universal Installer
により oraInst.locファイルが作成されます。このファイルでは、Oracle インベントリ・グ
ループ名および Oracle インベントリ・ディレクトリのパスが識別されます。

Oracle インベントリ・グループが存在するかどうかを判別するには、次のコマンドを入力しま
す。

# more /var/opt/oracle/oraInst.loc

oraInst.locファイルが存在する場合、このコマンドの出力は次のようになります。

inventory_loc=/u01/app/oracle/oraInventory
inst_group=oinstall

inst_groupパラメータは、Oracle インベントリ・グループ名 oinstallを示します。

Oracle インベントリ・グループの作成インベントリ・グループの作成インベントリ・グループの作成インベントリ・グループの作成
oraInst.locファイルが存在しない場合は、次のコマンドを入力して Oracle インベントリ・
グループを作成します。

# /usr/sbin/groupadd oinstall

OSDBA グループの作成グループの作成グループの作成グループの作成
次の場合には、OSDBA グループを作成する必要があります。

� OSDBA グループが存在しない場合。たとえば、これがシステムに対する Oracle Database
ソフトウェアの初回インストールの場合。

� OSDBA グループは存在するが、新規の Oracle インストールでは、異なるオペレーティン
グ・システム・ユーザー・グループにデータベース管理権限を付与する場合。

OSDBA グループが存在しない場合、または新規 OSDBA グループが必要な場合は、次の手順
で作成します。次のコマンドでは、同じ名前のグループが存在する場合を除き、グループ名に
は dbaを使用してください。

# /usr/sbin/groupadd dba

OSOPER グループの作成（オプション）グループの作成（オプション）グループの作成（オプション）グループの作成（オプション）
OSOPER グループを作成するのは、一連の限られたデータベース管理権限（SYSOPER オペ
レータ権限）を持つオペレーティング・システム・ユーザーのグループを識別する必要がある
場合のみです。ほとんどのインストールの場合は、OSDBA グループのみを作成すれば十分で
す。OSOPER グループを使用する必要があれば、次の場合に作成してください。

� OSOPER グループが存在しない場合。たとえば、これがシステムに対する Oracle Database
ソフトウェアの初回インストールの場合。

� OSOPER は存在するが、新規の Oracle インストールでは異なるオペレーティング・システ
ム・ユーザー・グループにデータベース・オペレータ権限を付与する場合。

新規の OSOPER グループが必要な場合は、次の手順で作成します。次のコマンドでは、同じ名
前のグループが存在する場合を除き、グループ名には operを使用してください。

# /usr/sbin/groupadd oper
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必要なオペレーティング・システム・グループおよびユーザーの作成
Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの作成ソフトウェア所有者ユーザーの作成ソフトウェア所有者ユーザーの作成ソフトウェア所有者ユーザーの作成
次の場合には、Oracle ソフトウェア所有者ユーザーを作成する必要があります。

� Oracle ソフトウェア所有者ユーザーが存在しない場合。たとえば、これがシステムに対す
る Oracle ソフトウェアの初回インストールの場合。

� Oracle ソフトウェア所有者ユーザーは存在するが、新規の Oracle Database インストールで
は、別個のグループ・メンバーシップを設定した別個のオペレーティング・システム・
ユーザーを使用して、これらのグループにデータベース管理権限を付与する場合。

Oracle ソフトウェア所有者ユーザーが存在するかどうかの判別ソフトウェア所有者ユーザーが存在するかどうかの判別ソフトウェア所有者ユーザーが存在するかどうかの判別ソフトウェア所有者ユーザーが存在するかどうかの判別
oracleという名前の Oracle ソフトウェア所有者ユーザーが存在するかどうかを判別するに
は、次のコマンドを入力します。

# id oracle

oracleユーザーが存在する場合、このコマンドの出力は次のようになります。

uid=440(oracle) gid=200(oinstall) groups=201(dba),202(oper)

ユーザーが存在する場合は、既存のユーザーを使用するか、または別の oracleユーザーを作
成するかを決定します。既存のユーザーを使用する場合は、ユーザーのプライマリ・グループ
が Oracle インベントリ・グループであり、かつ適切な OSDBA グループおよび OSOPER グルー
プのメンバーであることを確認してください。詳細は、次のいずれかの項を参照してください。

� 既存のユーザーを変更する場合は、2-12 ページの「Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの
変更」を参照してください。

� ユーザーを作成する場合は、次の項を参照してください。

Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの作成ソフトウェア所有者ユーザーの作成ソフトウェア所有者ユーザーの作成ソフトウェア所有者ユーザーの作成
Oracle ソフトウェア所有者ユーザーが存在しない場合、または新規 Oracle ソフトウェア所有者
ユーザーが必要な場合は、次の手順で作成します。次の手順では、同じ名前のユーザーが存在
する場合を除き、ユーザー名には oracleを使用してください。

1. oracleユーザーを作成するには、次のようなコマンドを入力します。

# /usr/sbin/useradd -g oinstall -G dba[,oper] oracle

各項目の意味は次のとおりです。

� -gオプションでは、プライマリ・グループを指定します。oinstallなど、Oracle イ
ンベントリ・グループを指定する必要があります。

� -Gオプションでは、セカンダリ・グループを指定します。OSDBA グループおよび必
要な場合は OSOPER グループを指定する必要があります。たとえば、dbaまたは
dba,operなどを指定します。

2. oracleユーザーのパスワードを設定します。

# passwd oracle

Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの変更ソフトウェア所有者ユーザーの変更ソフトウェア所有者ユーザーの変更ソフトウェア所有者ユーザーの変更
oracleユーザーが存在するが、そのプライマリ・グループが oinstallでない場合、あるい
は適切な OSDBA グループまたは OSOPER グループのメンバーでない場合は、次のようなコマ
ンドを入力して変更します。-gオプションを使用してプライマリ・グループを指定し、-Gオ
プションを使用して必要なセカンダリ・グループを指定します。

# /usr/sbin/usermod -g oinstall -G dba[,oper] oracle

注意注意注意注意 : 必要に応じて、既存のユーザーを使用または変更する前にシステ
ム管理者に問い合せてください。
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カーネル・パラメータの構成
権限のないユーザーの作成権限のないユーザーの作成権限のないユーザーの作成権限のないユーザーの作成
extjob実行可能ファイルの所有者として、権限のないローカル・ユーザーを新規に作成する
必要があります。このユーザーには任意のユーザー名を使用できますが、このマニュアルでは
extjobという名前を使用します。extjobユーザーを作成するには、次のコマンドを入力し
ます。

# /usr/sbin/useradd extjob

ユーザーユーザーユーザーユーザー nobody の有無の確認の有無の確認の有無の確認の有無の確認
ソフトウェアをインストールする前に、次の手順でシステム上に nobodyユーザーが存在する
ことを確認します。

1. このユーザーが存在するかどうかを判別するには、次のコマンドを入力します。

# id nobody

このコマンドで nobodyユーザーに関する情報が表示される場合、そのユーザーを作成す
る必要はありません。

2. nobodyユーザーが存在しない場合は、次のコマンドを入力して作成します。

# /usr/sbin/useradd nobody

カーネル・パラメータの構成カーネル・パラメータの構成カーネル・パラメータの構成カーネル・パラメータの構成

次の表の各カーネル・パラメータが、表に示す計算式に設定されているか、または推奨値以上
の値に設定されていることを確認してください。表の後に、値を確認および設定する手順につ
いて説明します。

注意注意注意注意 : この項に示すカーネル・パラメータ値は、あくまでも推奨値です。本
番データベース・システムでは、これらの値をチューニングして、システム
のパフォーマンスを最適化することをお薦めします。カーネル・パラメータ
のチューニングの詳細は、オペレーティング・システムのドキュメントを参
照してください。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 推奨する計算式または値推奨する計算式または値推奨する計算式または値推奨する計算式または値

ksi_alloc_max (nproc*8)

executable_stack 0

max_thread_proc 1024

maxdsiz 1073741824（1 GB）

maxdsiz_64bit 2147483648（2 GB）

maxssiz 134217728（128 MB）

maxssiz_64bit 1073741824（1 GB）

maxswapchunks 16384

maxuprc ((nproc*9)/10)

msgmap (msgtql+2)

msgmni (nproc)

msgseg 32767

msgtql (nproc)

ncsize (ninode+1024)
インストール前の作業 2-13



カーネル・パラメータの構成
前述のカーネル・パラメータに指定されている現行の値または計算式を表示し、必要に応じて
変更する手順は、次のとおりです。

1. 次の手順を実行します。

a. オプションで、DISPLAY 環境変数を設定してローカル・システムのディスプレイを指
定します。

– Bourne、Bash または Korn シェルの場合

# DISPLAY=local_host:0.0 ; export DISPLAY

– C シェルの場合

# setenv DISPLAY local_host:0.0

b. 次のように、System Administration Manager（SAM）を起動します。

# /usr/sbin/sam

c. 「「「「Kernel Configuration」」」」領域を選択してから「「「「Configurable Parameters」」」」領域を選
択します。

nfile (15*nproc+2048)

nflocks (nproc)

ninode (8*nproc+2048)

nkthread (((nproc*7)/4)+16)

nproc 4096

semmap (semmni+2)

semmni (nproc)

semmns (semmni*2)

semmnu (nproc-4)

semvmx 32767

shmmax 物理メモリーのサイズまたは 1073741824（0X40000000）のう

ち大きい方の値

注意注意注意注意 : パフォーマンスの低下を避けるために、使用可能メモ

リーのサイズ以上の値に設定する必要があります。

shmmni 512

shmseg 120

vps_ceiling 64

注意注意注意注意 : いずれかのパラメータの現行の値がこの表に示す値より大きい場合、
そのパラメータの値は変更しないでください。次のカーネル・パラメータは、
hp-ux 11i V2（11.23）では使用されません。これらのパラメータの値を指定
する必要はありません。

� maxswapchunks

� semmap

� vx_ncsize

パラメータパラメータパラメータパラメータ 推奨する計算式または値推奨する計算式または値推奨する計算式または値推奨する計算式または値
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必須ソフトウェア・ディレクトリの識別
d. 各パラメータに指定されている値または計算式を確認し、必要に応じて変更します。

この手順の詳細は、必要に応じて SAM オンライン・ヘルプを参照してください。

2. 必要な場合は、システムが再起動した時点でログインしてユーザーを rootに切り替えま
す。

必須ソフトウェア・ディレクトリの識別必須ソフトウェア・ディレクトリの識別必須ソフトウェア・ディレクトリの識別必須ソフトウェア・ディレクトリの識別
Oracle ソフトウェアについて、次の各ディレクトリを識別または作成する必要があります。

� Oracle ベース・ディレクトリ

� Oracle インベントリ・ディレクトリ

� Oracle ホーム・ディレクトリ

Oracle ベース・ディレクトリベース・ディレクトリベース・ディレクトリベース・ディレクトリ
Oracle ベース・ディレクトリは、Oracle ソフトウェア・インストールのトップレベル・ディレ
クトリです。Microsoft Windows システム上で Oracle ソフトウェアに使用される C:¥Oracle
ディレクトリに似ています。HP-UX システム上では、Optimal Flexible Architecture（OFA）ガ
イドラインに、Oracle ベース・ディレクトリに次のようなパスを使用するという推奨事項があ
ります。

/mount_point/app/oracle_sw_owner

各項目の意味は次のとおりです。

� mount_pointは、Oracle ソフトウェアが格納されるファイル・システムのマウント・ポ
イント・ディレクトリです。

このマニュアルの例では、マウント・ポイント・ディレクトリに /u01を使用しています。
ただし、/oracleまたは /opt/oracleなど、別のマウント・ポイント・ディレクトリも
選択できます。

� oracle_sw_ownerは、oracleなど、Oracle ソフトウェア所有者のオペレーティング・
システム・ユーザー名です。 

複数のインストールに同じ Oracle ベース・ディレクトリを使用する方法と、インストールごと
に個別の Oracle ベース・ディレクトリを作成する方法があります。様々なオペレーティング・
システム・ユーザーが同じシステムに Oracle ソフトウェアをインストールする場合は、各ユー
ザーが個別の Oracle ベース・ディレクトリを作成する必要があります。次の例では、Oracle
ベース・ディレクトリがすべて同じシステムに存在します。

/u01/app/oracle
/u01/app/orauser
/opt/oracle/app/oracle

次の各項では、インストールに適した既存の Oracle ベース・ディレクトリの識別方法、および
必要に応じた Oracle ベース・ディレクトリの作成方法について説明します。 

Oracle ベース・ディレクトリを作成するか既存のものを使用するかに関係なく、
ORACLE_BASE 環境変数を設定して、このディレクトリへのフル・パスを指定する必要があり
ます。

注意注意注意注意 : 動的でないパラメータの値を変更した場合は、システムを再起動する
必要があります。
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必須ソフトウェア・ディレクトリの識別
Oracle インベントリ・ディレクトリインベントリ・ディレクトリインベントリ・ディレクトリインベントリ・ディレクトリ
Oracle インベントリ・ディレクトリ（oraInventory）には、システムにインストールされた
全ソフトウェアのインベントリが格納されます。このディレクトリは、単一システムにインス
トールされたすべての Oracle ソフトウェアに必須であり、共有のものです。システムに Oracle
ソフトウェアを初めてインストールするときには、Oracle Universal Installer からこのディレク
トリへのパス指定を求めるプロンプトが表示されます。次のパスを選択することをお薦めしま
す。

oracle_base/oraInventory

指定したディレクトリが作成され、そこに適切な所有者、グループおよびアクセス権が設定さ
れます。Oracle インベントリ・ディレクトリを手動で作成する必要はありません。

Oracle ホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリ
Oracle ホーム・ディレクトリは、特定の Oracle 製品のソフトウェアをインストールするために
選択するディレクトリです。様々な Oracle 製品、または同じ Oracle 製品の異なるリリースは、
個別の Oracle ホーム・ディレクトリにインストールする必要があります。Oracle Universal 
Installer を実行すると、このディレクトリへのパスと識別名の指定を求めるプロンプトが表示
されます。Oracle ホーム・ディレクトリは、Oracle ベース・ディレクトリのサブディレクトリ
として指定する必要があります。Oracle ホーム・ディレクトリについては、次のようなパスを
指定することをお薦めします。

oracle_base/product/10.2.0/db_1

指定したディレクトリ・パスが Oracle ベース・ディレクトリの下に作成されます。また、適切
な所有者、グループおよびアクセス権も設定されます。Oracle ホーム・ディレクトリを手動で
作成する必要はありません。

注意注意注意注意 : このディレクトリは、すべての Oracle ソフトウェアのインストー
ルで使用されます。必ず定期的にバックアップを作成してください。 

すべての Oracle ソフトウェアをシステムから完全に削除する場合を除き、
このディレクトリを削除しないでください。

注意注意注意注意 : インストール時に、事前定義済のアクセス権が適用されている既存の
ディレクトリを Oracle ホーム・ディレクトリとして指定しないでください。 
指定した場合、ファイルおよびグループの所有権のエラーによってインス
トールに失敗する可能性があります。
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Oracle ベース・ディレクトリの識別または作成
Oracle ベース・ディレクトリの識別または作成ベース・ディレクトリの識別または作成ベース・ディレクトリの識別または作成ベース・ディレクトリの識別または作成
インストールを開始する前に、既存の Oracle ベース・ディレクトリを識別するか、必要な場合
は作成する必要があります。この項の内容は、次のとおりです。

� 既存の Oracle ベース・ディレクトリの識別

� Oracle ベース・ディレクトリの作成

既存の既存の既存の既存の Oracle ベース・ディレクトリの識別ベース・ディレクトリの識別ベース・ディレクトリの識別ベース・ディレクトリの識別
既存の Oracle ベース・ディレクトリのパスが、OFA ガイドラインに準拠していない場合があ
ります。ただし、既存の Oracle インベントリ・ディレクトリまたは既存の Oracle ホーム・
ディレクトリを識別する場合、通常は Oracle ベース・ディレクトリを次の手順で識別できま
す。

� 既存の Oracle インベントリ・ディレクトリの識別

次のコマンドを入力して oraInst.locファイルの内容を表示します。

var/opt/oracle
# more /var/opt/oracle/oraInst.loc

oraInst.locファイルが存在する場合、このコマンドの出力は次のようになります。

inventory_loc=/u01/app/oracle/oraInventory
inst_group=oinstall

inventory_locパラメータでは、Oracle インベントリ・ディレクトリ
（oraInventory）を識別します。oraInventoryディレクトリの親ディレクトリは、通
常、Oracle ベース・ディレクトリです。前述の例では、/u01/app/oracleは Oracle
ベース・ディレクトリです。

� 既存の Oracle ホーム・ディレクトリの識別

次のコマンドを入力して oratabファイルの内容を表示します。

# more /etc/oratab

oratabファイルが存在する場合は、次のような行が含まれています。

*:/u03/app/oracle/product/10.2.0/db_1:N
*:/opt/orauser/infra_904:N
*:/oracle/9.2.0:N

各行で指定されているディレクトリ・パスは、Oracle ホーム・ディレクトリを示します。
使用する Oracle ソフトウェア所有者のユーザー名が末尾に付いているディレクトリ・パス
が、Oracle ベース・ディレクトリとして有効な選択となります。前述の例で、ソフトウェ
アのインストールに oracleユーザーを使用する場合は、次のディレクトリから選択でき
ます。

/u03/app/oracle
/oracle

注意注意注意注意 : システムに他の Oracle ベース・ディレクトリが存在する場合に
も、Oracle ベース・ディレクトリを作成するように選択できます。

注意注意注意注意 : 可能な場合は、1 行目のようなディレクトリ・パス
（/u03/app/oracle）を選択してください。このパスは OFA ガイドライ
ンに準拠しています。
インストール前の作業 2-17



Oracle ベース・ディレクトリの識別または作成
このインストールに既存の Oracle ベース・ディレクトリを使用するように決定する前に、次の
条件を満たしているかどうかを確認します。

� オペレーティング・システムとは異なるファイル・システム上にあること。

� 次のような場合に十分な空きディスク領域があること。

Oracle ベース・ディレクトリがあるファイル・システムの空きディスク領域を判断するに
は、次のコマンドを入力します。

# df - oracle_base_path
# bdf oracle_base_path

決定した方法に応じて、次のどちらかを参照してください。

� Oracle ベース・ディレクトリが存在し、それを使用する場合は、2-19 ページの「Oracle
データベース・ファイルおよびリカバリ・ファイルの記憶域オプションの選択」を参照し
てください。

oracleユーザーの環境を構成するときに（後述）、選択したディレクトリを指定するよう
に ORACLE_BASE 環境変数を設定します。

� Oracle ベース・ディレクトリがシステムに存在しない場合、または Oracle ベース・ディレ
クトリを作成する場合は、次の項を参照してください。

Oracle ベース・ディレクトリの作成ベース・ディレクトリの作成ベース・ディレクトリの作成ベース・ディレクトリの作成
Oracle ベース・ディレクトリを作成する前に、次に示すように、十分な空きディスク領域を持
つ適切なファイル・システムを識別する必要があります。

適切なファイル・システムを識別する手順は、次のとおりです。

1. bdfコマンドを使用して、マウントされている各ファイル・システムの空きディスク領域
を判別します。

2. 表示される出力から、適切な空き領域のあるファイル・システムを識別します。

ローカル・ファイル・システム、クラスタ・ファイル・システム、または認定されている
NAS デバイス上の NFS ファイル・システムを識別できます。 

3. 識別したファイル・システム用のマウント・ポイント・ディレクトリの名前をメモします。

要件要件要件要件 空きディスク領域空きディスク領域空きディスク領域空きディスク領域

Oracle ベース・ディレクトリにソフトウェア・ファイルのみを

格納する場合

最大 3 GB

Oracle ベース・ディレクトリにソフトウェア・ファイルとデー

タベース・ファイルの両方を格納する場合（本番データベース
の場合は推奨外）

最大 4 GB

要件要件要件要件 空きディスク領域空きディスク領域空きディスク領域空きディスク領域

Oracle ベース・ディレクトリにソフトウェア・ファイルのみを格納

する場合

3GB まで。プラットフォーム

によって異なります。

Oracle ベース・ディレクトリにソフトウェア・ファイルとデータ

ベース・ファイルの両方を格納する場合（本番データベースの場合
は推奨外）

4GB まで。プラットフォーム

によって異なります。
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Oracle データベース・ファイルおよびリカバリ・ファイルの記憶域オプションの選択
Oracle ベース・ディレクトリを作成し、適切な所有者、グループおよびアクセス権を指定する
手順は、次のとおりです。

1. 次のような各コマンドを入力して、識別したマウント・ポイント・ディレクトリに推奨の
サブディレクトリを作成し、それに対する適切な所有者、グループおよびアクセス権を設
定します。

# mkdir -p /mount_point/app/oracle_sw_owner
# chown -R oracle:oinstall /mount_point/app/oracle_sw_owner
# chmod -R 775 /mount_point/app/oracle_sw_owner

たとえば、識別したマウント・ポイントが /u01で、oracleが Oracle ソフトウェア所有
者のユーザー名の場合、推奨される Oracle ベース・ディレクトリ・パスは次のようになり
ます。

/u01/app/oracle

2. oracleユーザーの環境を構成するときに（後述）、作成した Oracle ベース・ディレクト
リを指定するように ORACLE_BASE 環境変数を設定します。

Oracle データベース・ファイルおよびリカバリ・ファイルのデータベース・ファイルおよびリカバリ・ファイルのデータベース・ファイルおよびリカバリ・ファイルのデータベース・ファイルおよびリカバリ・ファイルの
記憶域オプションの選択記憶域オプションの選択記憶域オプションの選択記憶域オプションの選択

次の表に、Oracle Database ファイルおよび Oracle Database リカバリ・ファイルを格納するに
あたり、サポートされる記憶域オプションを示します。Oracle Database ファイルには、データ
ファイル、制御ファイル、REDO ログ・ファイル、サーバー・パラメータ・ファイルおよびパ
スワード・ファイルが含まれます。

すべてのインストールについて、Oracle Database ファイルに使用する記憶域オプションを選択
する必要があります。また、インストール時に自動バックアップを有効にする場合は、リカバ
リ・ファイル（フラッシュ・リカバリ領域）に使用する記憶域オプションを選択する必要があ
ります。各ファイル・タイプに、同じ記憶域オプションを使用する必要はありません。

各ファイル・タイプに使用する記憶域オプションを選択する場合は、次のガイドラインに従っ
てください。

� 各ファイル・タイプに対し、サポートされる記憶域オプションの任意の組合せを選択でき
ます。

� データベース・ファイルおよびリカバリ・ファイルの記憶域オプションとして自動スト
レージ管理を選択することをお薦めします。

� これらの記憶域オプションの詳細は、1-6 ページの「データベース記憶域オプション」を参
照してください。

重要重要重要重要 : データベース・ファイルは、ファイル・システム、自動ストレージ管
理および RAW デバイスでサポートされます。リカバリ・ファイルは、ファ
イル・システムと自動ストレージ管理でのみサポートされます。

記憶域オプション記憶域オプション記憶域オプション記憶域オプション

サポートされるファイル・タイプサポートされるファイル・タイプサポートされるファイル・タイプサポートされるファイル・タイプ

データベースデータベースデータベースデータベース リカバリリカバリリカバリリカバリ

ファイル・システム Yes Yes

自動ストレージ管理 Yes Yes

RAW デバイス Yes No
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Oracle Database ファイルまたはリカバリ・ファイル用ディレクトリの作成
インストールを開始する前にディスク記憶域を構成する方法については、選択するオプション
に応じて次の各項を参照してください。

� データベース記憶域またはリカバリ・ファイル記憶域にファイル・システムを使用する場
合は、2-20 ページの「Oracle Database ファイルまたはリカバリ・ファイル用ディレクトリ
の作成」を参照してください。

� データベース・ファイル記憶域に RAW デバイスを使用する場合は、2-29 ページの「RAW
論理ボリュームの構成」を参照してください。

Oracle Database ファイルまたはリカバリ・ファイル用ディレクトリファイルまたはリカバリ・ファイル用ディレクトリファイルまたはリカバリ・ファイル用ディレクトリファイルまたはリカバリ・ファイル用ディレクトリ
の作成の作成の作成の作成

この項の内容は、次のとおりです。

� Oracle Database ファイルのファイル・システムへの格納に関するガイドライン

� Oracle リカバリ・ファイルのファイル・システムへの格納に関するガイドライン

� 必要なディレクトリの作成

Oracle Database ファイルのファイル・システムへの格納に関するガイドラインファイルのファイル・システムへの格納に関するガイドラインファイルのファイル・システムへの格納に関するガイドラインファイルのファイル・システムへの格納に関するガイドライン
ファイル・システムに Oracle Database ファイルを格納する場合は、次のガイドラインを使用
してファイルの格納場所を決定できます。

� Oracle Universal Installer により提示されるデータベース・ファイルのディレクトリのデ
フォルト・パスは、Oracle ベース・ディレクトリのサブディレクトリです。

� データベース・ファイルの格納には、単一のファイル・システムまたは複数のファイル・
システムを選択できます。

– 単一のファイル・システムを使用する場合は、データベース専用の物理デバイス上で
ファイル・システムを選択してください。 

最適のパフォーマンスと信頼性を得るには、複数の物理デバイス上で RAID デバイス
または論理ボリュームを選択して、Stripe-And-Mirror-Everything（SAME）方法論を
実装します。

– 複数のファイル・システムを使用する場合は、データベース専用の個別物理デバイス
上でファイル・システムを選択します。 

この方法では、様々なデバイスに物理 I/O を分散させ、個別の制御ファイルを作成す
ることで信頼性を高めることができます。また、付録 D「Optimal Flexible 
Architecture」で説明する OFA ガイドラインを完全に実現できます。この方法を実装
するには、インストール時に「詳細」データベース作成オプションまたは「カスタム」
インストール・タイプを選択する必要があります。

� インストール時に事前構成済データベースを作成する場合は、選択するファイル・システ
ム（複数も可）に 1.2GB 以上の空きディスク領域が必要です。 

本番データベースの場合は、そのデータベースの用途に応じてディスク領域の所要量を見
積もる必要があります。

� 最適なパフォーマンスを得る場合は、データベース専用の物理デバイス上にあるファイ
ル・システムを選択する必要があります。

� 指定したパス内にファイルを作成するには、oracleユーザーに書込み権限が必要です。
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Oracle Database ファイルまたはリカバリ・ファイル用ディレクトリの作成
Oracle リカバリ・ファイルのファイル・システムへの格納に関するガイドリカバリ・ファイルのファイル・システムへの格納に関するガイドリカバリ・ファイルのファイル・システムへの格納に関するガイドリカバリ・ファイルのファイル・システムへの格納に関するガイド
ラインラインラインライン

ファイル・システムに Oracle リカバリ・ファイルを格納する場合は、次のガイドラインを使用
してファイルの格納場所を決定できます。

� データベース・ファイルとリカバリ・ファイルの両方が使用できなくなるディスク障害を
防ぐには、リカバリ・ファイルをデータベース・ファイルと異なる物理ディスク上にある
ファイル・システムに格納します。

– 選択するファイル・システムには、2GB 以上の空きディスク領域が必要です。

ディスク領域要件は、フラッシュ・リカバリ領域用に構成されたデフォルトのディス
ク割当て制限です（DB_RECOVERY_FILE_DEST_SIZE 初期化パラメータで指定され
ています）。

「カスタム」インストール・タイプまたは「詳細」データベース構成オプションを選択
する場合、異なるディスク割当て制限値を指定できます。データベースの作成後、
Oracle Enterprise Manager Grid Control または Database Control も使用して異なる値
を選択できます。

� Oracle Universal Installer により提示されるフラッシュ・リカバリ領域のデフォルト・パス
は、Oracle ベース・ディレクトリのサブディレクトリです。

このデフォルトの位置は、本番データベースにはお薦めしません。

� 指定したパス内にファイルを作成するには、oracle ユーザーに書込み権限が必要です。

注意注意注意注意 : インストール時に自動バックアップを有効にする場合のみ、リカ
バリ・ファイルの場所を選択する必要があります。

注意注意注意注意 : または、データファイルとリカバリ・ファイルの両方に自動スト
レージ管理ディスク・グループを使用します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : フラッシュ・リカバリ領域のサイズ指定の詳細は、『Oracle 
Database バックアップおよびリカバリ基礎』を参照してください。
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Oracle Database ファイルまたはリカバリ・ファイル用ディレクトリの作成
必要なディレクトリの作成必要なディレクトリの作成必要なディレクトリの作成必要なディレクトリの作成

個別のファイル・システム上で Oracle データベース・ファイルまたはリカバリ・ファイルの
ディレクトリを Oracle ベース・ディレクトリに作成する手順は、次のとおりです。

1. bdfコマンドを使用して、マウントされている各ファイル・システムの空きディスク領域
を判別します。

2. 表示される内容から、使用するファイル・システムを識別します。

複数のファイル・タイプに対して同じファイル・システムを使用している場合は、タイプ
ごとのディスク領域要件を加算して、合計ディスク領域要件を判別します。

3. 識別したファイル・システム用のマウント・ポイント・ディレクトリの名前をメモします。

4. 次のような各コマンドを入力して、各マウント・ポイント・ディレクトリに推奨のサブ
ディレクトリを作成し、それに対する適切な所有者、グループおよびアクセス権を設定し
ます。

� データベース・ファイルのディレクトリ

# mkdir /mount_point/oradata
# chown oracle:oinstall /mount_point/oradata
# chmod 775 /mount_point/oradata

� リカバリ・ファイル・ディレクトリ（フラッシュ・リカバリ領域）

# mkdir /mount_point/flash_recovery_area
# chown oracle:oinstall /mount_point/flash_recovery_area
# chmod 775 /mount_point/flash_recovery_area

5. 記憶域に自動ストレージ管理または RAW デバイスも使用する場合は、次のいずれかの項
を参照してください。

� 2-23 ページ「自動ストレージ管理インストールのためのディスク・グループの準備」

� 2-29 ページ「RAW 論理ボリュームの構成」

それ以外の場合は、2-33 ページの「既存の Oracle プロセスの停止」を参照してください。

注意注意注意注意 : この手順を実行する必要があるのは、個別のファイル・システム
上で Oracle Database ファイルまたはリカバリ・ファイルを Oracle ベー
ス・ディレクトリに格納する場合のみです。

ファイル・タイプファイル・タイプファイル・タイプファイル・タイプ ファイル・システム要件ファイル・システム要件ファイル・システム要件ファイル・システム要件

データベース・
ファイル

次のいずれかを選択します。

� 1.2GB 以上の空きディスク領域を持つ単一のファイル・システム

� 合計で 1.2GB 以上の空きディスク領域を持つ 2 つ以上のファイル・

システム

リカバリ・ファイル 2.4 GB 以上の空きディスク領域を持つファイル・システムを選択します。
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自動ストレージ管理インストールのためのディスク・グループの準備
自動ストレージ管理インストールのためのディスク・グループ自動ストレージ管理インストールのためのディスク・グループ自動ストレージ管理インストールのためのディスク・グループ自動ストレージ管理インストールのためのディスク・グループ
の準備の準備の準備の準備

この項では、自動ストレージ管理で使用できるようにディスクを構成する方法について説明し
ます。ディスクを構成する前に、必要なディスク数および空きディスク領域の量を判別する必
要があります。次の項では、要件の識別方法および各プラットフォームにおけるディスクの構
成方法を説明します。

� 自動ストレージ管理の一般的な構成手順

� 手順 1: 自動ストレージ管理の記憶要件の識別

� 手順 2: 既存の自動ストレージ管理ディスク・グループの使用

� 手順 3: 自動ストレージ管理に使用する DAS または SAN ディスク・パーティションの作成

� 手順 4: 自動ストレージ管理に使用するディスクの構成

自動ストレージ管理の一般的な構成手順自動ストレージ管理の一般的な構成手順自動ストレージ管理の一般的な構成手順自動ストレージ管理の一般的な構成手順
自動ストレージ管理を構成する一般的な手順は、次のとおりです。

1. サイトの記憶域要件を識別します。 

2. 必要に応じて、既存の自動ストレージ管理ディスク・グループを使用します。

3. 新規の自動ストレージ管理ディスク・グループを作成する場合は、DAS または SAN ディ
スク用のパーティションを作成します。

4. 次のいずれかの方法で自動ストレージ管理構成を完了します。

� 対話型モードで Oracle Database をインストールする場合、Oracle Universal Installer
では、インストール中に自動ストレージ管理用ディスクの構成情報の入力を求めるプ
ロンプトが表示されます。 

� 非対話型モードで Oracle Database をインストールする場合は、インストールを実行す
る前にディスクを手動で構成する必要があります。 

注意注意注意注意 : この項ではディスクについて説明していますが、自動ストレージ
管理ディスク・グループ内の認定された NAS 記憶デバイス上でゼロ埋込
みファイルを使用することもできます。自動ストレージ管理ディスク・グ
ループで使用できるように NAS ベース・ファイルを作成して構成する方
法については、付録 C を参照してください。
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自動ストレージ管理インストールのためのディスク・グループの準備
手順手順手順手順 1: 自動ストレージ管理の記憶要件の識別自動ストレージ管理の記憶要件の識別自動ストレージ管理の記憶要件の識別自動ストレージ管理の記憶要件の識別
自動ストレージ管理を使用して記憶要件を識別するには、必要なデバイス数および空きディス
ク領域の量を判別する必要があります。このタスクを完了する手順は、次のとおりです。

1. Oracle Database ファイルまたはリカバリ・ファイル、あるいはその両方に自動ストレージ
管理を使用するかどうかを判断します。

インストール時に自動バックアップを有効にする場合、フラッシュ・リカバリ領域に自動
ストレージ管理ディスク・グループを指定して、リカバリ・ファイルの記憶域メカニズム
として自動ストレージ管理を選択できます。インストール時のデータベース作成の選択方
法により、次のオプションを指定できます。

� 対話型モードで Oracle Database Configuration Assistant を実行するインストール方法
（たとえば、「詳細」データベース構成オプション）を選択すると、データベース・
ファイルとリカバリ・ファイルに同じ自動ストレージ管理ディスク・グループを使用
するかどうかを判断できます。あるいは、各ファイル・タイプに対して異なるディス
ク・グループをそれぞれ選択できます。可能であれば、データファイル用とリカバ
リ・ファイル用に個別の自動ストレージ管理ディスク・グループを作成する必要があ
ります。

Oracle Database Configuration Assistant を使用してインストール後にデータベースを
作成する場合は、同じ選択ができます。

� 非対話型モードで Oracle Database Configuration Assistant を実行するインストール・
タイプを選択する場合は、データファイルとリカバリ・ファイルに同一の自動スト
レージ管理ディスク・グループを使用する必要があります。

2. 作成する自動ストレージ管理ディスク・グループごとに、使用する自動ストレージ管理の
冗長性レベルを選択します。

自動ストレージ管理ディスク・グループに冗長性レベルを選択すると、ディスク・グルー
プにおける自動ストレージ管理によるファイルのミラー化方法および必要なディスク数と
ディスク領域の量を、次のように判別できます。

� 外部冗長性

外部冗長性ディスク・グループには、1 つ以上のディスク・デバイスが必要です。外
部冗長性ディスク・グループの有効なディスク領域は、その全デバイス内のディスク
領域の合計です。

このオプションを選択した場合、自動ストレージ管理では、ディスク・グループの内
容はミラー化されません。この冗長性レベルは、次のいずれかの場合に選択します。

– RAID デバイスなど、それ自体がデータ保護を提供するデバイスがディスク・グ
ループに含まれる場合。

– 適切なバックアップ方法がある開発環境など、データベースの使用方法が割込み
なしのデータ・アクセスを必要としない場合。

� 標準冗長性

標準冗長性ディスク・グループでは、パフォーマンスおよび信頼性を改善するために、
自動ストレージ管理により、データファイルには 2 方向ミラー化、制御ファイルには
3 方向ミラー化がデフォルトで使用されます。あるいは、2 方向ミラー化を使用する
か、ミラー化を使用しないこともできます。2 方向ミラー化を使用する場合、標準冗
長性ディスク・グループには、2 つ以上の障害グループ（または 2 つ以上のディスク・

注意注意注意注意 : 同じ記憶域メカニズムをデータファイルとリカバリ・ファイルに
使用する必要はありません。一方のファイル・タイプにファイル・システ
ムを使用し、もう一方のファイル・タイプに自動ストレージ管理を使用で
きます。データファイルとリカバリ・ファイルの両方に自動ストレージ管
理を使用する場合は、データファイル用とリカバリ・ファイル用に個別の
自動ストレージ管理ディスク・グループを作成してください。
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デバイス）が必要です。標準冗長性ディスク・グループの有効なディスク領域は、そ
の全デバイス内のディスク領域の合計の 1/2 です。

Oracle では、ほとんどのインストールに標準冗長性ディスク・グループの使用をお薦
めします。

� 高冗長性

ディスク・グループの内容は、デフォルトで 3 方向でミラー化されます。高冗長性
ディスク・グループを作成するには、3 つ以上の障害グループ（3 つ以上のデバイス）
を指定する必要があります。

高冗長性ディスク・グループでは最高水準のデータ保護が提供されますが、この冗長
性レベルの使用を決定する前に追加する記憶域デバイスの高コストを考慮する必要が
あります。

3. データベース・ファイルおよびリカバリ・ファイルに必要なディスク領域の合計量を判別
します。

次の表を使用して、インストールに必要な最小ディスク数と最小ディスク領域を判別しま
す。

ASM インスタンスがシステム上ですでに実行中である場合、これらの領域要件を満たすよ
うに既存のディスク・グループを使用できます。必要に応じて、インストール時にディス
クを既存のディスク・グループに追加できます。 

次の手順では、既存のディスク・グループの識別方法およびディスク・グループに含まれ
る空きディスク領域の判別方法を説明します。

4. オプションで、自動ストレージ管理ディスク・グループ・デバイスに対する障害グループ
を識別します。

標準冗長性ディスク・グループまたは高冗長性ディスク・グループを使用する場合、ディ
スク・デバイスのセットをカスタム障害グループに関連付けることにより、データベース
をハードウェア障害からさらに保護できます。デフォルトでは、各デバイスはそれぞれの
障害グループを導出します。ただし、標準冗長性ディスク・グループの 2 つのディスク・
デバイスが同じ SCSI コントローラに接続されている場合、コントローラに障害が発生する
とディスク・グループは使用できなくなります。この例のコントローラは、シングル・ポ
イント障害です。

このような障害を防ぐために、2 つの SCSI コントローラ（それぞれが 2 つのディスクを持
つ）を使用し、各コントローラに接続するディスクに対して障害グループを定義できます。
この構成では、ディスク・グループによる 1 つの SCSI コントローラの障害の許容が可能に
なります。

冗長性レベル冗長性レベル冗長性レベル冗長性レベル 最小ディスク数最小ディスク数最小ディスク数最小ディスク数 データファイルデータファイルデータファイルデータファイル リカバリ・ファイルリカバリ・ファイルリカバリ・ファイルリカバリ・ファイル
両方のファイル・両方のファイル・両方のファイル・両方のファイル・
タイプタイプタイプタイプ

外部 1 1.15GB 2.3GB 3.45GB

標準 2 2.3GB 4.6GB 6.9GB

高 3 3.45GB 6.9GB 10.35GB

注意注意注意注意 : この操作は、対話型モードで Oracle Database Configuration 
Assistant を実行するインストール方法を使用する場合にのみ実行する必要
があります。たとえば、「カスタム」インストール・タイプまたは「詳細」
データベース構成オプションを選択する場合です。他のインストール・タ
イプでは、障害グループは指定できません。

注意注意注意注意 : カスタム障害グループを定義する場合、標準冗長性ディスク・グ
ループに対して 2 つ以上の障害グループ、および高冗長性ディスク・グ
ループに対して 3 つ以上の障害グループを指定する必要があります。
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5. システムに最適なディスク・グループが存在しないことが確実な場合、適切なディスク・
デバイスをインストールまたは識別して新しいディスク・グループに追加します。適切な
ディスク・デバイスを識別する場合は、次のガイドラインを適用します。

� 自動ストレージ管理ディスク・グループのすべてのデバイスは、同じサイズである必
要があり、また、同じパフォーマンス特性を持つ必要があります。

� 複数のパーティションを単一の物理ディスクにディスク・グループ・デバイスとして
指定しないでください。自動ストレージ管理では、各ディスク・グループ・デバイス
をそれぞれ個別の物理ディスクに配置するよう求められます。

� 論理ボリュームを自動ストレージ管理ディスク・グループにデバイスとして指定でき
ますが、Oracle ではそれらの使用をお薦めしません。論理ボリューム・マネージャは、
物理ディスク・アーキテクチャを非表示にできます。これにより、自動ストレージ管
理による物理デバイス間の I/O の最適化が防止されます。 

手順手順手順手順 2: 既存の自動ストレージ管理ディスク・グループの使用既存の自動ストレージ管理ディスク・グループの使用既存の自動ストレージ管理ディスク・グループの使用既存の自動ストレージ管理ディスク・グループの使用

既存の自動ストレージ管理ディスク・グループにデータベース・ファイルまたはリカバリ・
ファイルのいずれかを格納する場合は、選択するインストール方法に応じて次を選択します。

� 対話型モードで Oracle Database Configuration Assistant を実行するインストール方法（た
とえば、「詳細」データベース構成オプション）を選択すると、ディスク・グループを作成
するか、または既存のディスク・グループを使用するかを決定できます。

Oracle Database Configuration Assistant を使用してインストール後にデータベースを作成
する場合は、同じ選択ができます。

� 非対話型モードで Oracle Database Configuration Assistant を実行するインストール方法を
選択する場合、既存のディスク・グループを新規データベースに選択する必要があります。
ディスク・グループは作成できません。ただし、要件の空き領域が不十分な場合には、既
存のディスク・グループにディスク・デバイスを追加できます。

既存の自動ストレージ管理ディスク・グループが存在するかどうか、またはディスク・グルー
プ内に十分なディスク領域があるかどうかを判断するには、Oracle Enterprise Manager Grid 
Control または Database Control を使用できます。あるいは、次の手順を使用できます。

1. oratabファイルの内容を表示して、ASM インスタンスがシステム上に構成されているか
どうかを判別します。

# more /etc/oratab

ASM インスタンスがシステム上に構成されると、次の行に類似した行が oratabファイル
に含まれます。

+ASM:oracle_home_path:N

この例では、+ASMは ASM インスタンスのシステム識別子（SID）であり、
oracle_home_pathはインストールされている Oracle ホーム・ディレクトリです。表記
規則では、ASM インスタンスの SID は、プラス記号で始まります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : この作業を完了するには、2-28 ページの「手順 4: 自動ストレー
ジ管理に使用するディスクの構成」を参照してください。

注意注意注意注意 : これはオプションの手順です。

注意注意注意注意 : 既存のディスク・グループを管理する ASM インスタンスは、異な
る Oracle ホーム・ディレクトリで実行できます。
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2. シェル・ウィンドウを開き、ORACLE_SIDおよび ORACLE_HOME環境変数を一時的に設定
して、使用する ASM インスタンスに適切な値を指定します。

たとえば、自動ストレージ管理の SID が OraDB10g+ASMで、ORACLE_BASEディレクトリ
の asmサブディレクトリにある場合は、次のコマンドを入力して必須設定を作成します。

� Bourne、Bash または Korn シェルの場合

$ ORACLE_SID=OraDB10g+ASM
$ export ORACLE_SID
$ ORACLE_HOME=/u01/app/oracle/product/10.1.0/asm
$ export ORACLE_HOME

� C シェルの場合

% setenv ORACLE_SID OraDB10g+ASM
% setenv ORACLE_HOME /u01/app/oracle/product/10.1.0/asm

3. 必要に応じて、SQL*Plus で SYSDBA 権限を使用して SYS ユーザーとして ASM インスタ
ンスに接続し、インスタンスを開始します。

# $ORACLE_HOME/bin/sqlplus "SYS/SYS_password as SYSDBA"
SQL> STARTUP

4. 次のコマンドを入力して、既存のディスク・グループ、そのディスク・グループの冗長性
レベルおよび各グループの空きディスク領域を表示します。

SQL> SELECT NAME,TYPE,TOTAL_MB,FREE_MB FROM V$ASM_DISKGROUP;

5. この出力から、ディスク・グループと適切な冗長性レベルを識別し、含まれる空き領域を
書き留めます。

6. 必要に応じて、ディスク・デバイスを追加してインストールまたは識別し、前述の項で記
述した記憶要件を満たします。

手順手順手順手順 3: 自動ストレージ管理に使用する自動ストレージ管理に使用する自動ストレージ管理に使用する自動ストレージ管理に使用する DAS またはまたはまたはまたは SAN ディスク・パーティディスク・パーティディスク・パーティディスク・パーティ
ションの作成ションの作成ションの作成ションの作成

自動ストレージ管理に DAS または SAN ディスクを使用するには、そのディスクにパーティ
ション表が必要です。ディスクごとに、全体を含むパーティションを 1 つのみ作成することを
お薦めします。 

注意注意注意注意 : 既存のディスク・グループにデバイスを追加する場合、そのディ
スク・グループにある既存のデバイスと同じサイズおよび同じパフォーマ
ンス特性を持つデバイスを使用するようお薦めします。

注意注意注意注意 : パーティション化されていれば、任意の物理ディスクを自動ストレー
ジ管理に使用できます。
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手順手順手順手順 4: 自動ストレージ管理に使用するディスクの構成自動ストレージ管理に使用するディスクの構成自動ストレージ管理に使用するディスクの構成自動ストレージ管理に使用するディスクの構成
自動ストレージ管理用ディスクを構成する手順は、次のとおりです。

1. 必要に応じて、自動ストレージ管理ディスク・グループに使用するディスクをインストー
ルします。

2. ディスクが使用可能であることを確認するには、次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/ioscan -fun -C disk

このコマンドの出力は、次のようになります。

Class  I  H/W Path    Driver S/W State   H/W Type     Description
==========================================================================
disk    0  0/0/1/0.6.0 sdisk  CLAIMED     DEVICE       HP   DVD 6x/32x
                       /dev/dsk/c0t6d0   /dev/rdsk/c0t6d0
disk    1  0/0/1/1.2.0 sdisk  CLAIMED     DEVICE      SEAGATE ST39103LC
                       /dev/dsk/c1t2d0   /dev/rdsk/c1t2d0

このコマンドでは、ブロック・デバイス名（/dev/dsk/cxtydz）およびキャラクタ RAW
デバイス名（/dev/rdsk/cxtydz）を含め、システムに連結されている各ディスクの情報
が表示されます。

3. ioscanコマンドを入力しても使用するデバイスのデバイス名情報が表示されない場合は、
次のコマンドを入力して新規デバイス用の特殊デバイス・ファイルをインストールします。

# /usr/sbin/insf -e

4. ディスク・グループに追加するディスクごとに、次のコマンドを入力して、LVM ボリュー
ム・グループの一部になっていないことを確認します。

# /sbin/pvdisplay /dev/dsk/cxtydz

このコマンドでボリューム・グループ情報が表示される場合、そのディスクはボリュー
ム・グループの一部になっています。LVM ボリューム・グループの一部でないディスクを
選択する必要があります。

5. 次のようなコマンドを入力して、ディスク・グループに追加するディスクごとに、キャラ
クタ RAW デバイス・ファイルの所有者、グループおよびアクセス権を変更します。

# chown oracle:dba /dev/rdsk/cxtydz
# chmod 660 /dev/rdsk/cxtydz

6. 記憶域に RAW デバイスも使用する場合は、次の項を参照してください。

それ以外の場合は、2-33 ページの「既存の Oracle プロセスの停止」を参照してください。

注意注意注意注意 : 他のボリューム管理ソフトウェア（VERITAS Volume Manager など）
を使用している場合、ディスクが使用中でないことを確認する方法について
は該当するドキュメントを参照してください。

注意注意注意注意 : マルチ・パスのディスク・ドライバを自動ストレージ管理で使用して
いる場合、ディスクに適切な論理デバイス名にのみアクセス権が設定されて
いることを確認します。
2-28 Oracle Database インストレーション・ガイド



RAW 論理ボリュームの構成
RAW 論理ボリュームの構成論理ボリュームの構成論理ボリュームの構成論理ボリュームの構成
次の各項では、RAW 論理ボリュームの構成方法について説明します。

� ボリューム・グループの作成

� 新規ボリューム・グループ内の RAW 論理ボリュームの作成

� Oracle Database Configuration Assistant の RAW デバイス・マッピング・ファイルの作成

ボリューム・グループの作成ボリューム・グループの作成ボリューム・グループの作成ボリューム・グループの作成
ボリューム・グループを作成する手順は、次のとおりです。

1. 必要な場合は、データベースに使用するディスクをインストールします。

2. ディスクが使用可能であることを確認するには、次のコマンドを入力します。

# /sbin/ioscan -fun -C disk

このコマンドの出力は、次のようになります。

Class  I  H/W Path    Driver S/W State   H/W Type     Description
==========================================================================
disk    0  0/0/1/0.6.0 sdisk  CLAIMED     DEVICE       HP   DVD 6x/32x
                       /dev/dsk/c0t6d0   /dev/rdsk/c0t6d0
disk    1  0/0/1/1.2.0 sdisk  CLAIMED     DEVICE      SEAGATE ST39103LC
                       /dev/dsk/c1t2d0   /dev/rdsk/c1t2d0
disk    2  0/0/2/0.2.0 sdisk  CLAIMED     DEVICE       SEAGATE ST118202LC
                       /dev/dsk/c2t2d0   /dev/rdsk/c2t2d0

このコマンドでは、ブロック・デバイス名（/dev/dsk/cxtydz）およびキャラクタ RAW
デバイス名（/dev/rdsk/cxtydz）を含め、システムに連結されている各ディスクの情報
が表示されます。

3. ioscanコマンドを入力しても使用するデバイスのデバイス名情報が表示されない場合は、
次のコマンドを入力して新規デバイス用の特殊デバイス・ファイルをインストールします。

# /usr/sbin/insf -e

4. ボリューム・グループに追加するディスクごとに、次のコマンドを入力して、LVM ボ
リューム・グループの一部になっていないことを確認します。

# /sbin/pvdisplay /dev/dsk/cxtydz

このコマンドでボリューム・グループ情報が表示される場合、そのディスクはボリュー
ム・グループの一部になっています。

5. ボリューム・グループに追加するディスクごとに、次のようなコマンドを入力します。

# /sbin/pvcreate /dev/rdsk/cxtydz

6. ボリューム・グループ用のディレクトリを /devディレクトリに作成するには、次のよう
なコマンドを入力します。vg_nameは、ボリューム・グループに使用する名前です。

# mkdir /dev/vg_name

7. 使用されているデバイス・マイナー番号を識別するには、次のコマンドを入力します。

# ls -la /dev/*/group

このコマンドでは、次のように、すべての構成済ボリューム・グループで使用されている
デバイス番号に関する情報が表示されます。

crw-r-----   1 root    sys        64 0x000000 Mar  4  2002 /dev/vg00/group
crw-r--r--   1 root    sys        64 0x010000 Mar  4  2002 /dev/vg01/group
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この例で、64 はすべてのボリューム・グループ・デバイスで使用されているメジャー番号
で、0x000000 および 0x010000 はそれぞれボリューム・グループ vg00および vg01で使用
されているマイナー番号です。マイナー番号の書式は 0xnn0000 で、nn は 00 ～ maxvgs
カーネル・パラメータから 1 を引いた値までの範囲内の番号です。maxvgs パラメータの
デフォルト値は 10 であるため、デフォルトの範囲は 00 ～ 09 です。

8. 使用されていない適切なマイナー番号を識別します。

9. ボリューム・グループを作成してアクティブにするには、次のようなコマンドを入力しま
す。

# /sbin/mknod /dev/vg_name/group c 64 0xnn0000
# /sbin/vgcreate /dev/vg_name /dev/dsk/cxtydz . . .
# /sbin/vgchange -a y vg_name

各項目の意味は次のとおりです。

� vg_nameは、ボリューム・グループに使用する名前です。

� 0xnn0000は、使用されていないマイナー番号です。

� /dev/dsk/cxtydz...は、ボリューム・グループに追加するディスクの 1 つ以上の
ブロック・デバイス名のリストです。

新規ボリューム・グループ内の新規ボリューム・グループ内の新規ボリューム・グループ内の新規ボリューム・グループ内の RAW 論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成
新規ボリューム・グループに必要な RAW 論理ボリュームを作成する手順は、次のとおりです。

1. 作成するデータベースの名前を選択します。

英字で始まる 4 文字以内の名前（orclなど）を選択する必要があります。 

2. 作成する必要のある論理ボリュームを識別します。

表 2-1 に、データベース・ファイル用に作成する必要がある論理ボリュームの数およびサ
イズを示します。 

表表表表 2-1 HP-UX 上のデータベース・ファイルに必要な上のデータベース・ファイルに必要な上のデータベース・ファイルに必要な上のデータベース・ファイルに必要な RAW 論理ボリューム論理ボリューム論理ボリューム論理ボリューム

数数数数 サイズ（サイズ（サイズ（サイズ（MB）））） 用途とサンプル論理ボリューム名用途とサンプル論理ボリューム名用途とサンプル論理ボリューム名用途とサンプル論理ボリューム名

1 500 SYSTEM 表領域 :

dbname_system_raw_500m

1 500 SYSAUX 表領域 :

dbname_sysaux_raw_500m

1 500 UNDOTBS1 表領域 :

dbname_undotbs1_raw_500m

1 250 TEMP 表領域 :

dbname_temp_raw_250m

1 160 EXAMPLE 表領域 :

dbname_example_raw_160m

1 120 USERS 表領域 :

dbname_users_raw_120m

2 120 2 つのオンライン REDO ログ・ファイル（m はログ番号 1 または 2）:

dbname_redo1_m_raw_120m

2 110 制御ファイル 1 および 2:

dbname_control{1|2}_raw_110m
2-30 Oracle Database インストレーション・ガイド



RAW 論理ボリュームの構成
3. 必要な論理ボリュームを個別に作成するには、次のようなコマンドを入力します。

# /sbin/lvcreate -n LVname -L size /dev/vg_name

この構文の各項目の意味は次のとおりです。

� LVnameは、作成する論理ボリュームの名前です。

論理ボリュームには、前述の表に示したサンプル名を使用することをお薦めします。
サンプル論理ボリューム名の dbname変数を、手順 1 でデータベース用に選択した名
前で置き換えてください。

� vg_nameは、論理ボリュームを作成するボリューム・グループの名前です。

� sizeは、論理ボリュームのサイズ（MB 単位）です。

次の例に、データベース testの SYSAUX 表領域用に oracle_vgボリューム・グループ
内で 500 MB の論理ボリュームを作成するためのサンプル・コマンドを示します。

# /sbin/lvcreate -n test_sysaux_raw_500m -L 500 /dev/oracle_vg

4. 次のように、作成した論理ボリュームに関連付けられているキャラクタ・デバイス・ファ
イルの所有者、グループおよびアクセス権を変更します。

# chown oracle:dba /dev/vg_name/r*
# chmod 755 /dev/vg_name
# chmod 660 /dev/vg_name/r*

5. 次のようなコマンドを使用して、ボリューム・グループをアクティブにします。

# vgchange -a y vg_name

1 5 サーバー・パラメータ・ファイル（SPFILE）:

dbname_spfile_raw_5m

1 5 パスワード・ファイル :

dbname_pwdfile_raw_5m

注意注意注意注意 : 特定のストライプ・サイズを指定して複数のディスクにまたがる論理
ボリュームを作成するには、次のようなコマンドを使用します。

# /sbin/lvcreate -L size -i stripe -I stripe_size_in_KB vg_name

この例で、stripe はボリューム内のディスク数です。

たとえば、ストライプ・サイズが 64 KB の 3 つのディスクにまたがってスト
ライプ化された 90 MB のボリュームを作成するには、次のコマンドを使用し
ます。

# /sbin/lvcreate -L 90 -i 3 -I 64 /dev/vg03

表表表表 2-1 HP-UX 上のデータベース・ファイルに必要な上のデータベース・ファイルに必要な上のデータベース・ファイルに必要な上のデータベース・ファイルに必要な RAW 論理ボリューム（続き）論理ボリューム（続き）論理ボリューム（続き）論理ボリューム（続き）

数数数数 サイズ（サイズ（サイズ（サイズ（MB）））） 用途とサンプル論理ボリューム名用途とサンプル論理ボリューム名用途とサンプル論理ボリューム名用途とサンプル論理ボリューム名
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RAW 論理ボリュームの構成
Oracle Database Configuration Assistant のののの RAW デバイス・マッピング・ファイルデバイス・マッピング・ファイルデバイス・マッピング・ファイルデバイス・マッピング・ファイル
の作成の作成の作成の作成

Oracle Database Configuration Assistant でデータベース・ファイルごとに適切な RAW デバイ
スを識別できるように、次のように RAW デバイス・マッピング・ファイルを作成する必要が
あります。

1. ORACLE_BASE 環境変数を設定し、以前に識別または作成した Oracle ベース・ディレク
トリを指定します。

� Bourne、Bash または Korn シェルの場合

$ ORACLE_BASE=/u01/app/oracle ; export ORACLE_BASE

� C シェルの場合

% setenv ORACLE_BASE /u01/app/oracle

2. Oracle ベース・ディレクトリの下にデータベース・ファイル・サブディレクトリを作成し、
適切な所有者、グループおよびアクセス権を設定します。

# mkdir -p $ORACLE_BASE/oradata/dbname
# chown -R oracle:oinstall $ORACLE_BASE/oradata
# chmod -R 775 $ORACLE_BASE/oradata

この例で、dbnameは前に選択したデータベース名です。

3. $ORACLE_BASE/oradata/dbnameディレクトリに移動します。

4. 次のようなコマンドを入力して、RAW デバイス・マッピング・ファイルの作成に使用でき
るテキスト・ファイルを作成します。

# find /dev/vg_name -user oracle -name 'r*' -print > dbname_raw.conf

5. テキスト・エディタで dbname_raw.conf ファイルを編集し、次のようなファイルを作成し
ます。

system=/dev/vg_name/rdbname_system_raw_500m
sysaux=/dev/vg_name/rdbname_sysaux_raw_500m
example=/dev/vg_name/rdbname_example_raw_160m
users=/dev/vg_name/rdbname_users_raw_120m
temp=/dev/vg_name/rdbname_temp_raw_250m
undotbs1=/dev/vg_name/rdbname_undotbs1_raw_500m
redo1_1=/dev/vg_name/rdbname_redo1_1_raw_120m
redo1_2=/dev/vg_name/rdbname_redo1_2_raw_120m
control1=/dev/vg_name/rdbname_control1_raw_110m
control2=/dev/vg_name/rdbname_control2_raw_110m
spfile=/dev/vg_name/rdbname_spfile_raw_5m
pwdfile=/dev/vg_name/rdbname_pwdfile_raw_5m

各項目の意味は次のとおりです。

� vg_nameはボリューム・グループ名です。

� dbnameはデータベース名です。

このファイルの作成または編集時には、次のガイドラインに従ってください。

� ファイルの各行には次の書式を使用する必要があります。

database_object_identifier=logical_volume

このマニュアルで提示している論理ボリューム名には、このマッピング・ファイルで
使用する必要のあるデータベース・オブジェクト識別子が含まれています。たとえば、
次の論理ボリューム名では、redo1_1はデータベース・オブジェクト識別子です。

/dev/oracle_vg/rrac_redo1_1_raw_120m
2-32 Oracle Database インストレーション・ガイド



既存の Oracle プロセスの停止
� このファイルでは自動 UNDO 表領域データファイルを 1 つ（undotbs1）と、REDO
ログ・ファイルを 2 つ以上（redo1_1、redo1_2）指定する必要があります。

� 制御ファイルを 2 つ以上（control1、control2）指定します。

� 自動 UNDO 管理のかわりに手動 UNDO 管理を使用するには、自動 UNDO 管理表領域
データファイルのかわりに RBS 表領域データファイル（rbs）を 1 つ指定します。

� ファイルを保存し、指定したファイル名をメモします。

� oracleユーザーの環境を構成するときに（後述）、DBCA_RAW_CONFIG 環境変数を
設定して、このファイルへのフルパスを指定します。

既存の既存の既存の既存の Oracle プロセスの停止プロセスの停止プロセスの停止プロセスの停止

インストール時にデータベースの作成を選択する場合、ほとんどのインストール・タイプでは
TCP/IP ポート 1521 と IPC キー値 EXTPROC を使用してデフォルトの Oracle Net Listener が構
成および開始されます。しかし、既存の Oracle Net Listener プロセスが同じポートまたはキー
値を使用している場合には、Oracle Universal Installer は新しいリスナーを構成するのみで開始
はできません。新しいリスナー・プロセスがインストール時に確実に開始されるようにするに
は、Oracle Universal Installer を開始する前にすべての既存のリスナーをシャットダウンする必
要があります。 

既存のリスナー・プロセスが実行しているかどうかを判別し、必要に応じてシャットダウンす
る手順は、次のとおりです。

1. ユーザーを oracleに切り替えます。

# su - oracle

2. 次のコマンドを入力して、リスナー・プロセスが実行中かどうかを判別し、その名前とそ
のプロセスがインストールされている Oracle ホーム・ディレクトリを識別します。

$ ps -ef | grep tnslsnr

このコマンドを実行すると、システム上で実行している Oracle Net Listener に関する情報
が表示されます。

... oracle_home1/bin/tnslsnr LISTENER -inherit

この例では、oracle_home1はリスナーがインストールされている Oracle ホーム・ディ
レクトリで、LISTENERはリスナー名です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : RAC 上の RAW デバイスの詳細は、『Oracle Database Oracle 
Clusterware および Oracle Real Application Clusters インストレーショ
ン・ガイド for HP-UX』を参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle Database 10g 製品を既存の Oracle ホームに追加でインス
トールするには、Oracle ホームで実行中のすべての処理を停止します。
Oracle Universal Installer を有効にして特定の実行可能ファイルおよびラ
イブラリを再リンクするには、このタスクを完了する必要があります。

注意注意注意注意 : Oracle Net Listener が実行されていない場合は、2-34 ページの
「oracle ユーザーの環境の構成」の項を参照して作業を続行してください。
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oracle ユーザーの環境の構成
3. ORACLE_HOME 環境変数を設定し、リスナーの適切な Oracle ホーム・ディレクトリを指
定します。

� Bourne、Bash または Korn シェルの場合

$ ORACLE_HOME=oracle_home1
$ export ORACLE_HOME

� C または tcsh シェルの場合

% setenv ORACLE_HOME oracle_home1

4. 次のコマンドを入力して、リスナーが使用している TCP/IP ポート番号および IPC キー値
を識別します。

$ $ORACLE_HOME/bin/lsnrctl status listenername

5. 次のようなコマンドを入力して、リスナー・プロセスを停止します。

$ $ORACLE_HOME/bin/lsnrctl stop listenername

6. この手順を繰り返して、このシステム上で実行しているリスナーを停止します。

oracle ユーザーの環境の構成ユーザーの環境の構成ユーザーの環境の構成ユーザーの環境の構成
Oracle Universal Installer は、oracleアカウントから実行します。ただし、Oracle Universal 
Installer を起動する前に、oracleユーザーの環境を構成する必要があります。環境を構成す
るには、次の設定が必要です。

� シェル起動ファイルで、デフォルトのファイル・モード作成マスク（umask）を 022 に設
定します。

� DISPLAY 環境変数を設定します。

oracleユーザーの環境を設定する手順は、次のとおりです。

1. X 端末（xterm）などの新規ターミナル・セッションを開始します。

2. 次のコマンドを入力して、X Window アプリケーションがこのシステム上で正しく表示さ
れることを確認します。

$ xhost fully_qualified_remote_host_name

次に例を示します。

$ xhost somehost.us.acme.com

3. ソフトウェアをインストールするシステムにログインしていない場合は、そのシステムに
oracleユーザーとしてログインします。

4. oracleユーザーとしてログインしていない場合は、ユーザーを oracleに切り替えます。

$ su - oracle

5. oracleユーザーのデフォルト・シェルを判別するには、次のコマンドを入力します。

$ echo $SHELL

6. テキスト・エディタで oracleユーザーのシェル起動ファイルを開きます。

� C シェル（cshまたは tcsh）の場合

% vi .login

注意注意注意注意 : リスナーがデフォルト名 LISTENER を使用している場合、このコ
マンドでリスナー名を指定する必要はありません。
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oracle ユーザーの環境の構成
7. 次の行を入力または編集して、デフォルトのファイル・モード作成マスクに値 022 を指定
します。

umask 022

8. ファイル内で ORACLE_SID、ORACLE_HOME または ORACLE_BASE 環境変数が設定さ
れている場合は、ファイルから該当する行を削除します。

9. ファイルを保存してエディタを終了します。

10. シェル起動スクリプトを実行するには、次のいずれかのコマンドを入力します。

� Bash シェルの場合

$ . ./.bash_profile

� Bourne または Korn シェルの場合

$ . ./.profile

� C シェルの場合

% source ./.login

11. ソフトウェアをローカル・システムにインストールしない場合は、次のコマンドを入力し、
X アプリケーションをローカル・システム上に表示するように指示します。

� Bourne、Bash または Korn シェルの場合

$ DISPLAY=local_host:0.0 ; export DISPLAY

� C シェルの場合

% setenv DISPLAY local_host:0.0

この例で、local_hostは、Oracle Universal Installer の表示に使用するシステム（ワー
クステーションまたは PC）のホスト名または IP アドレスです。

12. /tmpディレクトリの空きディスク領域が 400MB 未満であることが判明した場合は、
400MB 以上の空き領域を持つファイル・システムを識別し、TMP および TMPDIR 環境変
数を設定して、このファイル・システム上の一時ディレクトリを指定します。

a. bdfコマンドを使用して、十分な空き領域がある適切なファイル・システムを識別し
ます。

b. 必要な場合は、次のようなコマンドを入力して、識別したファイル・システム上に一
時ディレクトリを作成し、そのディレクトリに適切な権限を設定します。

$ su - root
# mkdir /mount_point/tmp
# chmod a+wr /mount_point/tmp
# exit

c. 次のようなコマンドを入力して、TMP および TMPDIR 環境変数を設定します。

* Bourne、Bash または Korn シェルの場合

$ TMP=/mount_point/tmp
$ TMPDIR=/mount_point/tmp
$ export TMP TMPDIR

* C シェルの場合

% setenv TMP /mount_point/tmp
% setenv TMPDIR /mount_point/tmp
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13. 次のようなコマンドを入力して、ORACLE_BASE および ORACLE_SID 環境変数を設定し
ます。

� Bourne、Bash または Korn シェルの場合

$ ORACLE_BASE=/u01/app/oracle
$ ORACLE_SID=sales
$ export ORACLE_BASE ORACLE_SID

� C シェルの場合

% setenv ORACLE_BASE /u01/app/oracle
% setenv ORACLE_SID sales

これらの例で、/u01/app/oracleは前に作成または識別した Oracle ベース・ディレクト
リ、salesはデータベースの名前（通常は 5 文字以内）です。

14. データベース記憶域に RAW デバイスを使用する場合、DBCA_RAW_CONFIG 環境変数を
設定し、RAW デバイス・マッピング・ファイルへのフルパスを指定します。

� Bourne、Bash または Korn シェルの場合

$ DBCA_RAW_CONFIG=$ORACLE_BASE/oradata/dbname/dbname_raw.conf
$ export DBCA_RAW_CONFIG

� C シェルの場合

% setenv DBCA_RAW_CONFIG=$ORACLE_BASE/oradata/dbname/dbname_raw.conf

15. 次のコマンドを入力して、ORACLE_HOME および TNS_ADMIN 環境変数が設定されてい
ないことを確認します。

� Bourne、Bash または Korn シェルの場合

$ unset ORACLE_HOME
$ unset TNS_ADMIN

� C シェルの場合

% unsetenv ORACLE_HOME
% unsetenv TNS_ADMIN

16. 環境が適切に設定されたかどうかを確認するには、次のコマンドを入力します。

$ umask
$ env | more

umaskコマンドで値 22、022または 0022が表示され、この項で設定した環境変数が正し
い値になっていることを確認します。

注意注意注意注意 : ORACLE_HOME 環境変数が設定されている場合、Oracle 
Universal Installer は、その環境変数で Oracle ホーム・ディレクトリのデ
フォルト・パスとして指定されている値を使用します。ただし、
ORACLE_BASE 環境変数をユーザーが設定する場合は、ORACLE_HOME
環境変数を設定せずに、Oracle Universal Installer から提示されるデフォ
ルト・パスを選択してください。
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インストール作業インストール作業インストール作業インストール作業

Oracle Database ソフトウェアはディスク（DVD）で配布されますが、Oracle Technology 
Network（OTN）の Web サイトからもダウンロードできます。ほとんどの場合は、Oracle 
Universal Installer のグラフィカル・ユーザー・インタフェース（GUI）を使用してソフトウェ
アをインストールします。ただし、この GUI を使用せずに Oracle Universal Installer を使用し
てサイレント・モードでインストールを完了することもできます。

この章の内容は、次のとおりです。

� インストール前の考慮事項

� コンポーネント固有のインストール・ガイドラインの参照

� インストール・ソフトウェアへのアクセス

� Oracle Database ソフトウェアのインストール

� 自動ストレージ管理のインストール

関連項目関連項目関連項目関連項目 : サイレント・モードでのインストールの詳細は、付録 A を参照
してください。
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インストール前の考慮事項
インストール前の考慮事項インストール前の考慮事項インストール前の考慮事項インストール前の考慮事項
第 1 章「インストールの概要」の情報を確認し、第 2 章「インストール前の作業」に示す作業
を完了した後、次のことを考慮してください。

非対話型モードによる複数の非対話型モードによる複数の非対話型モードによる複数の非対話型モードによる複数の Oracle Database インストールの実行インストールの実行インストールの実行インストールの実行
Oracle Database の複数のインストールを実行する必要がある場合は、非対話型モードを使用で
きます。非対話型モードでは、各ノードでレスポンス・ファイルを使用して、Oracle Universal 
Installer をコマンドラインから実行します。レスポンス・ファイルは、通常は Oracle Universal 
Installer GUI ダイアログ・ボックスに入力する設定が含まれたテキスト・ファイルです。 

コンポーネント固有のインストール・ガイドラインの参照コンポーネント固有のインストール・ガイドラインの参照コンポーネント固有のインストール・ガイドラインの参照コンポーネント固有のインストール・ガイドラインの参照
Oracle Universal Installer を起動する前に、次のガイドラインを参照してください。

� Oracle Universal Installer

以前の Oracle リリースでこのリリースのコンポーネントをインストールする場合は、
Oracle Universal Installer を使用しないでください。

� クラスタでのインストール

Oracle Clusterware および Oracle Real Application Clusters がシステムにインストール済
の場合は、Oracle Universal Installer によって「ハードウェアのクラスタ・インストール・
モードの指定」画面が表示されます。Oracle Real Application Clusters をインストールし
ない場合は、この画面で「ローカル・インストール」「ローカル・インストール」「ローカル・インストール」「ローカル・インストール」を選択する必要があります。

� デフォルトでインストールされない製品 : 「拡張インストール」「拡張インストール」「拡張インストール」「拡張インストール」を選択し、「カスタム」「カスタム」「カスタム」「カスタム」イ
ンストール・タイプを選択します。デフォルトでは、次の製品はインストールされません。

– Oracle Connection Manager

– Oracle Label Security

Oracle Internet Directory を使用できるように Oracle Label Security を構成するには、
データベース・コンフィギュレーション・アシスタントの実行時に Oracle Internet 
Directory オプションを選択します。Oracle Label Security を既存の Oracle ホームにイ
ンストールする場合は、Oracle ホーム内の各データベースを停止します。

– Data Mining Scoring Engine

� Oracle ソフトウェアの再インストール

Oracle Database がすでにインストールされている Oracle ホーム・ディレクトリに Oracle
ソフトウェアを再インストールする場合は、開始する前に、すでにインストールされてい
た Oracle Partitioning などのコンポーネントもすべて再インストールする必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : サイレント・モードでのインストールの詳細は、付録 A を参
照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Real Application Clusters のインストールの詳細は、
『Oracle Database Oracle Clusterware および Oracle Real Application Clusters
インストレーション・ガイド for HP-UX』を参照してください。
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インストール・ソフトウェアへのアクセス
インストール・ソフトウェアへのアクセスインストール・ソフトウェアへのアクセスインストール・ソフトウェアへのアクセスインストール・ソフトウェアへのアクセス
Oracle Database ソフトウェアはコンパクト・ディスク（DVD）で配布されますが、Oracle 
Technology Network（OTN）の Web サイトからもダウンロードできます。ソフトウェアを
ハード・ディスクからインストールするには、Oracle Technology Network からダウンロード
して解凍するか、ディスクを入手している場合はディスクからコピーする必要があります。

Oracle Database のインストールとアクセスには、次のいずれかの方法を使用できます。

� ソフトウェアをハード・ディスクにコピーする方法は、次の項を参照してください。

3-4 ページ「ハード・ディスクへのソフトウェアのコピー」

� ソフトウェアをディスクまたは既存のハード・ディスクのディレクトリからインストール
する方法は、3-6 ページの「Oracle Database ソフトウェアのインストール」を参照してく
ださい。

� ソフトウェアを Oracle Technology Network からダウンロードする方法は、次の項を参照
してください。

OTN Web サイトからのサイトからのサイトからのサイトからの Oracle ソフトウェアのダウンロードソフトウェアのダウンロードソフトウェアのダウンロードソフトウェアのダウンロード
この項では、インストール・アーカイブ・ファイルをダウンロードしてハード・ディスク上で
抽出する方法について説明します。この項の内容は、次のとおりです。

� インストール・アーカイブ・ファイルのダウンロード

� インストール・ファイルの抽出

インストール・アーカイブ・ファイルのダウンロードインストール・アーカイブ・ファイルのダウンロードインストール・アーカイブ・ファイルのダウンロードインストール・アーカイブ・ファイルのダウンロード
Oracle Technology Network からインストール・アーカイブ・ファイルをダウンロードする手
順は、次のとおりです。

1. ブラウザを使用して、次の URL にある Oracle Technology Network のソフトウェア・ダウ
ンロード・ページにアクセスします。

http://www.oracle.com/technology/software/

2. インストールする製品のダウンロード・ページにナビゲートします。

3. ダウンロード・ページで、各必須ファイルのサイズを合計して必要なディスク領域を識別
します。

ファイル・サイズは、ファイル名の隣に表示されます。

4. アーカイブ・ファイルの格納および展開用に、十分な空き領域のあるファイル・システム
を選択します。

ほとんどの場合は、使用可能ディスク領域として、すべてのアーカイブ・ファイルのサイ
ズ合計の 2 倍以上のディスク領域が必要です。

5. 手順 4 で選択したファイル・システム上で、インストール・ディレクトリを保持する
OraDB10gなどの親ディレクトリを製品別に作成します。

6. 手順 5 で作成したディレクトリに、すべてのインストール・アーカイブ・ファイルをダウ
ンロードします。

7. ダウンロードしたファイルのサイズが、Oracle Technology Network 上の対応するファイ
ルと一致することを確認します。

注意注意注意注意 : Oracle Database 10g ソフトウェアが 2 枚のディスクに分かれてい
る場合は、DVD から Oracle Universal Installer を起動するか、またはイン
ストール・ディスクの内容をハード・ディスクにコピーすると、インス
トール中にディスクを交換せずに済みます。 
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インストール・ファイルの抽出インストール・ファイルの抽出インストール・ファイルの抽出インストール・ファイルの抽出
インストール・アーカイブ・ファイルを抽出する手順は、次のとおりです。

1. 必要な場合は、ダウンロードしたインストール・アーカイブ・ファイルを含むディレクト
リに移動します。

2. 各ファイルを解凍するには、次のコマンドを入力します。

$ gunzip filename.cpio.gz

このコマンドにより、次のような名前のファイルが作成されます。

filename.cpio

3. インストール・ファイルを抽出するには、次のコマンドを入力します。

$ cpio -idcmv < filename.cpio

このコマンドでは、ファイルごとにサブディレクトリ Disknが作成されます。nは、1 ま
たはファイル名で識別されるディスク番号です。

必要なインストール・ファイルをすべて抽出した後、次の項を参照してください。

3-6 ページ「Oracle Database ソフトウェアのインストール」

ハード・ディスクへのソフトウェアのコピーハード・ディスクへのソフトウェアのコピーハード・ディスクへのソフトウェアのコピーハード・ディスクへのソフトウェアのコピー
Oracle Database をインストールする前に、ソフトウェアをハード・ディスクにコピーできま
す。これにより、インストール・プロセスが少し高速になります。ディスクの内容をハード・
ディスクにコピーする前に、ディスクをマウントする必要があります。以降の各項では、ディ
スクをマウントして内容をハード・ディスクにコピーする手順について説明します。

ディスクのマウントディスクのマウントディスクのマウントディスクのマウント
ディスクをマウントする手順は、次のとおりです。

1. ユーザーを rootに切り替えます。

$ su - root

2. 必要な場合は、次のコマンドを入力し、現在マウントされているディスクをアンマウント
してドライブから取り出します。

# /usr/sbin/umount /SD_DVD

この例で、/SD_DVDはディスク・ドライブのマウント・ポイント・ディレクトリです。 

3. 適切なディスクをディスク・ドライブに挿入し、次のようなコマンドを入力してマウント
します。

# /usr/sbin/mount -F cdfs -o rr /dev/dsk/cxtydz /SD_DVD

この例で、/SD_DVDはディスク・マウント・ポイント・ディレクトリで、
/dev/dsk/cxtydzはディスク・デバイス名（/dev/dsk/c0t2d0など）です。 

4. 「ディスクの場所」ダイアログ・ボックスが表示された場合は、次のようにディスク・マウ
ント・ポイント・ディレクトリのパスを入力します。

/SD_DVD

注意注意注意注意 : cpioコマンドとともに使用する適切なオプションの詳細は、ダウ
ンロード・ページを参照してください。

一部のブラウザでは、ダウンロード中にファイルが解凍されますが、ファ
イル拡張子 .gzは残ります。この手順で正常に抽出できない場合は、ファ
イルから拡張子 .gzを削除して手順 3 を繰り返してください。
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操作を続けるには、次の該当する項に進んでください。

� ソフトウェアをハード・ディスクにコピーする場合は、次の項を参照してください。

3-5 ページ「ハード・ディスクへの Oracle Database ソフトウェアのコピー」

� ディスクからソフトウェアをインストールする場合は、3-6 ページの「Oracle Database ソ
フトウェアのインストール」を参照してください。

ハード・ディスクへのハード・ディスクへのハード・ディスクへのハード・ディスクへの Oracle Database ソフトウェアのコピーソフトウェアのコピーソフトウェアのコピーソフトウェアのコピー

ディスクの内容をハード・ディスクにコピーする手順は、次のとおりです。

1. ハード・ディスク上で、Oracle ソフトウェアを保持するディレクトリを作成します。

$ mkdir OraDb10g

2. 手順 1 で作成したディレクトリに移動します。

$ cd OraDb10g

3. ディスクがマウントされていない場合は、マウントします。

一部のプラットフォームでは、ディスクをドライブに挿入すると自動的にマウントされま
す。ディスクが自動的にマウントされない場合は、プラットフォーム固有のマウント方法
について、3-4 ページの「ディスクのマウント」を参照してください。

4. 次のように入力して、マウント済ディスクの内容を対応する新規サブディレクトリにコ
ピーします。

$ cp -R /directory_path OraDb10g

この例で、/directory_pathはディスク・マウント・ポイント・ディレクトリ
（/SD_DVDなど）または DVD 上の databaseディレクトリのパスです。マウント・ポイ
ント・ディレクトリは /dvdです。

5. 必要に応じて、次のディスクをマウントして、手順 5 を繰り返します。

必要なディスクをすべてコピーした後、3-6 ページの「Oracle Database ソフトウェアのインス
トール」の項を参照してください。

注意注意注意注意 : システムに DVD ドライブがない場合は、ディスクから別のシス
テム上のファイル・システムにソフトウェアをコピーし、NFS を使用して
そのファイル・システムをマウントするか、または FTP を使用して、ソフ
トウェアをインストールするシステムにファイルをコピーできます。
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Oracle Database ソフトウェアのインストール
Oracle Database ソフトウェアのインストールソフトウェアのインストールソフトウェアのインストールソフトウェアのインストール
この項では、Oracle ソフトウェアのインストール方法について説明します。

� インストール・ガイドラインの参照

� Oracle Universal Installer の実行

インストール・ガイドラインの参照インストール・ガイドラインの参照インストール・ガイドラインの参照インストール・ガイドラインの参照
Oracle Universal Installer を起動する前に、次のガイドラインを参照します。

� Oracle Universal Installer

以前のリリースの Oracle 製品でこのリリースのコンポーネントをインストールする場合
は、Oracle Universal Installer を使用しないでください。

� パスワードに関する推奨事項

パスワードの指定時には、次のガイドラインが適用されます。

– パスワードは、長さ 4 ～ 30 文字で指定する必要があります。

– パスワードにはデータベース・キャラクタ・セットを使用する必要があり、アンダー
スコア（_）、ドル記号（$）およびシャープ記号（＃）を使用できます。

– パスワードの 1 文字目には数字を使用できません。

– ユーザー名と同一のパスワードは使用できません。

– Oracle 予約語はパスワードとして使用できません。

– SYSアカウントのパスワードには、change_on_installを使用できません。

– SYSTEMアカウントのパスワードには、managerを使用できません。

– SYSMANアカウントのパスワードには、sysmanを使用できません。

– DBSNMPアカウントのパスワードには、dbsnmpを使用できません。

– すべてのアカウントに同じパスワードを使用するように選択した場合、そのパスワー
ドに change_on_install、manager、sysmanまたは dbsnmpは使用できません。

– パスワードには、英字、数字および区切り記号をそれぞれ 1 文字以上含める必要があ
ります。

– パスワードには、welcome、account、databaseおよび userなどの単純なワード
や明らかなワードは使用できません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� Oracle Database をインストールして自動ストレージ管理を使用する場合
は、3-10 ページの「自動ストレージ管理のインストール」を参照してく
ださい。

� GUI を使用せずに、非対話型モードのインストール方法を使用して
Oracle Database をインストールする場合は、付録 A「レスポンス・ファ
イルを使用した Oracle Database のインストールおよび構成」を参照し
てください。この方法は、Oracle Database の複数インストールを実行す
る必要がある場合に便利です。付録 A には、その他の拡張インストー
ル・トピックも記載されています。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : アカウントとパスワードの詳細は、5-4 ページの「アカウントと
パスワードの確認」を参照してください。
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� カスタム・インストールを必要とする製品

次の製品をインストールするには、「カスタム」インストール・タイプを選択する必要があ
ります。

– Oracle Label Security

Oracle Internet Directory を使用できるように OLS を構成する場合は、データベース・
コンフィギュレーション・アシスタントの実行時に OID オプションを選択する必要が
あります。

– Oracle Connection Manager

– Data Mining Scoring Engine

� クラスタでのインストール

Oracle Clusterware および Oracle Real Application Clusters（RAC）がシステムにインス
トール済の場合は、Oracle Universal Installer によって「ハードウェアのクラスタ・インス
トール・モードの指定」画面が表示されます。Oracle Real Application Clusters をインス
トールしない場合は、この画面で「ローカル・インストール」「ローカル・インストール」「ローカル・インストール」「ローカル・インストール」を選択する必要があります。

Oracle Real Application Clusters をインストールする場合は、このマニュアルを使用する
かわりに『Oracle Database Oracle Clusterware および Oracle Real Application Clusters イ
ンストレーション・ガイド for HP-UX』を参照してください。

� Oracle ソフトウェアの再インストール

Oracle Database がすでにインストールされている Oracle ホーム・ディレクトリに Oracle
ソフトウェアを再インストールする場合は、開始する前に、すでにインストールされてい
た Oracle Partitioning などのコンポーネントもすべて再インストールする必要があります。

Oracle Universal Installer の実行の実行の実行の実行
この項では、デフォルト設定である「基本インストール」について説明します。どのタイプの
インストール・プロセスの場合も、次のように Oracle Universal Installer を起動してソフト
ウェアをインストールします。

1. ソフトウェアをディスクからインストールする場合、ディスクがマウントされていないと
きは 1 枚目のディスクをマウントします。 

一部のプラットフォームでは、ディスクをドライブに挿入すると自動的にマウントされま
す。

ディスクが自動的にマウントされない場合は、プラットフォーム固有のマウント方法につ
いて、3-4 ページの「ディスクのマウント」を参照してください。

2. Oracle Universal Installer を起動するには、インストール・ファイルの位置に応じて次のい
ずれかの手順を実行します。

注意注意注意注意 : カスタム・インストールを実行する前に、Oracle Label Security を
インストールする Oracle ホーム内で、すべてのデータベースが停止され
ていることを確認してください。

注意注意注意注意 : Oracle Universal Installer は、oracleユーザーとしてログインして
ユーザーの環境を設定した（第 2 章を参照）ターミナル・セッションから起
動してください。
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� インストール・ファイルがディスク上にある場合は、次のようなコマンドを入力しま
す。directory_pathは DVD 上の databaseディレクトリのパスです。

$ cd /tmp
$ /directory_path/runInstaller

� インストール・ファイルがハード・ディスク上にある場合は、clientディレクトリ
に移動して次のコマンドを入力します。

$ ./runInstaller

Oracle Universal Installer が表示されない場合は、G-2 ページの「X Window の表示エ
ラー」のトラブルシューティング情報を参照してください。

3. 次のガイドラインに従ってインストールを完了します。

� Oracle Universal Installer 画面に表示される指示に従って操作します。追加情報が必要
な場合は、「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」をクリックします。

� root権限でスクリプトを実行するように求めるプロンプトが表示された場合は、
rootユーザーとしてログインしている端末で次のようなコマンドを入力し、「続行」「続行」「続行」「続行」
または「「「「OK」」」」をクリックします。

# /script_path/script_name

次の表に、表示される各種画面と、「基本インストール」オプションを選択した場合に
必要な推奨アクションを示します。

画面画面画面画面 推奨アクション推奨アクション推奨アクション推奨アクション

インストール方法の選択 デフォルトで「基本インストール」オプションが選択されます。

Oracle ホームのディレクトリ・パスを指定します。UNIX DBA グ

ループ oinstallが選択されていることを確認します。初期デー

タベースを作成する場合は、その名前とパスワードを指定します。 
「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。 

注意注意注意注意 : この画面は「基本インストール」と「拡張インストール」

オプションで構成されます。 カスタム・インストールをする場合

は、「拡張インストール」を選択します。

インベントリ・ディレクトリと
資格証明の指定

この画面が表示されるのは、システムに Oracle 製品を初めてイン

ストールする場合のみです。

Oracle インベントリ・ディレクトリのフルパスを指定します。オ

ペレーティング・システム・グループ oinstallが選択されてい

ることを確認します。 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

製品固有の前提条件のチェック すべての前提条件チェックに成功したことを確認し、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をク
リックします。 

Oracle Universal Installer によりシステムがチェックされ、Oracle
ソフトウェアを実行するように適切に構成されていることが検証
されます。このマニュアルのインストール前手順をすべて完了し
ていれば、すべてのチェックに合格します。

チェックに失敗した場合は、そのチェックに関して画面に表示さ
れる失敗原因を確認します。可能な場合は問題を解決してチェッ
クを再実行します。また、システムが要件を満たしていて問題が
ない場合は、失敗したチェックに対応するコールバックを選択し
て要件を手動で確認できます。

サマリー この画面に表示される情報を確認し、「インストール」「インストール」「インストール」「インストール」をクリック
します。

インストール この画面には、製品のインストール中にステータス情報が表示さ
れます。
3-8 Oracle Database インストレーション・ガイド



Oracle Database ソフトウェアのインストール
� ソフトウェアのインストール中またはリンク中にエラーが発生した場合は、付録 G の
トラブルシューティング情報を参照してください。

4. 対話型モードでデータベース・コンフィギュレーション・アシスタントおよび Oracle Net 
コンフィギュレーション・アシスタント（NetCA）を実行するインストール・タイプを選
択した場合は、データベースとネットワークの構成に関する詳細情報を提供する必要があ
ります。

対話型モードでデータベース・コンフィギュレーション・アシスタントまたは NetCA を使
用しているときに不明な点がある場合は、画面で「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」をクリックしてください。

5. すべての構成ツールが完了した後、「終了」「終了」「終了」「終了」をクリックし、「はい」「はい」「はい」「はい」をクリックして Oracle 
Universal Installer を終了します。

コンフィギュレーション・
アシスタント

この画面には、ソフトウェアを構成してデータベースを作成する
コンフィギュレーション・アシスタントのステータス情報が表示
されます。DBCA プロセスの終了時にメッセージが表示されてか

ら、「「「「OK」」」」をクリックして続行します。

構成スクリプトの実行 プロンプトの指示を読み、この画面で指示されるスクリプトを実
行します。「「「「OK」」」」をクリックして続行します。

インストールの終了 コンフィギュレーション・アシスタントにより、Oracle 
Enterprise Manager Database Control など、複数の Web ベース・

アプリケーションが構成されます。この画面には、これらのアプ
リケーション用に構成された URL が表示されます。使用する

URL をメモしてください。これらの URL で使用されるポート番

号は、次のファイルにも記録されます。

oracle_home/install/portlist.ini

Oracle Universal Installer を終了するには、「終了」「終了」「終了」「終了」をクリックし

てから「はい」「はい」「はい」「はい」をクリックします。

注意注意注意注意 : デフォルト・インストールを選択した場合、データベース・コン
フィギュレーション・アシスタントと NetCA は非対話型モードで実行さ
れます。 

画面画面画面画面 推奨アクション推奨アクション推奨アクション推奨アクション
インストール作業 3-9



自動ストレージ管理のインストール
自動ストレージ管理のインストール自動ストレージ管理のインストール自動ストレージ管理のインストール自動ストレージ管理のインストール
この項で説明する手順に従って自動ストレージ管理をインストールし、自動ストレージ管理を
使用できるように Oracle Database をインストールします。 自動ストレージ管理を使用しない場
合は、3-6 ページの「Oracle Database ソフトウェアのインストール」に示す手順に従って
Oracle Database をインストールしてください。

この項の内容は、次のとおりです。

� 手順 1: 自動ストレージ管理のインストールに関する考慮事項の確認

� 手順 2: 自動ストレージ管理インスタンスおよびディスク・グループの作成

� 手順 3: 自動ストレージ管理とともに使用する Oracle Database のインストール

� 手順 4: 自動ストレージ管理インストールのテスト

手順手順手順手順 1: 自動ストレージ管理のインストールに関する考慮事項の確認自動ストレージ管理のインストールに関する考慮事項の確認自動ストレージ管理のインストールに関する考慮事項の確認自動ストレージ管理のインストールに関する考慮事項の確認
自動ストレージ管理をインストールする場合は、次のガイドラインが適用されます。

� 2-23 ページの「自動ストレージ管理インストールのためのディスク・グループの準備」で
説明する手順を完了し、自動ストレージ管理ディスク・グループに使用するディスク・
パーティションを準備する必要があります。 

� 使用予定のデータベース・インスタンスが 1 つであるか複数であるかに関係なく、自動ス
トレージ管理を固有の Oracle ホームにインストールすることをお薦めします。自動スト
レージ管理を固有の Oracle ホームにインストールすると、可用性と管理性を向上させる上
で役立ちます。 

個別の Oracle ホームを使用すると、自動ストレージ管理とデータベースを個別にアップグ
レードでき、自動ストレージ管理インスタンスに影響を与えずにデータベース・ソフト
ウェアを削除できます。自動ストレージ管理のバージョンが Oracle Database のバージョ
ンと同一であるか、それ以上であることを確認してください。 

自動ストレージ管理インストールが存在しない場合に、自動ストレージ管理のみをインス
トールして構成するように Oracle Universal Installer オプションを選択すると、自動スト
レージ管理が固有の Oracle ホームにインストールされます。

� 自動ストレージ管理を使用する 1 つ以上の Oracle Database インスタンスを持つ各コン
ピュータは、ASM インスタンスを 1 つ必要とします。たとえば、コンピュータに自動スト
レージ管理を使用する Oracle Database インスタンスが 2 つある場合、そのコンピュータ
用の ASM インスタンスが 1 つあれば、自動ストレージ管理を使用する 2 つのデータベー
ス・インスタンスを管理できます。

� 自動ストレージ管理のインストール時に、Oracle Database Configuration Assistant により、
自動ストレージ管理インスタンス用の個別のサーバー・パラメータ・ファイル（SPFILE）
とパスワード・ファイルが作成されます。
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手順手順手順手順 2: 自動ストレージ管理インスタンスおよびディスク・グループの作成自動ストレージ管理インスタンスおよびディスク・グループの作成自動ストレージ管理インスタンスおよびディスク・グループの作成自動ストレージ管理インスタンスおよびディスク・グループの作成
次の手順では、Oracle Database ファイルの格納に使用する自動ストレージ管理インスタンスお
よびディスク・グループの作成方法について説明します。必要な場合は、自動ストレージ管理
インスタンス用に複数のディスク・グループを作成して管理できます。自動ストレージ管理を
バックアップおよびリカバリ操作に使用する予定の場合は、そのための個別ディスク・グルー
プを作成することをお薦めします。 

自動ストレージ管理インスタンスをインストールしてディスク・グループを構成する手順は、
次のとおりです。

1. ソフトウェアをディスクからインストールする場合、ディスクがマウントされていないと
きは 1 枚目のディスクをマウントします。 

一部のプラットフォームでは、ディスクをドライブに挿入すると自動的にマウントされま
す。

ディスクが自動的にマウントされない場合は、プラットフォーム固有のマウント方法につ
いて、3-4 ページの「ディスクのマウント」を参照してください。

2. Oracle Universal Installer を起動するには、インストール・ファイルの位置に応じて次のい
ずれかの手順を実行します。

� インストール・ファイルがディスク上にある場合は、次のようなコマンドを入力しま
す。directory_pathは DVD 上の databaseディレクトリのパスです。

$ cd /tmp
$ /directory_path/runInstaller

� インストール・ファイルがハード・ディスク上にある場合は、databaseディレクト
リに移動して次のコマンドを入力します。

$ ./runInstaller

Oracle Universal Installer が表示されない場合は、G-2 ページの「X Window の表示エ
ラー」のトラブルシューティング情報を参照してください。

3. 「ようこそ」画面で、「拡張インストール」「拡張インストール」「拡張インストール」「拡張インストール」を選択して「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

4. 「インストール・タイプの選択」画面で、「「「「Enterprise Edition」」」」、「「「「Standard Edition」」」」また
は「カスタム」「カスタム」「カスタム」「カスタム」を選択して「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

5. 「ホームの詳細の指定」画面で、自動ストレージ管理インスタンスについて自動ストレージ
管理固有の名前とディレクトリ位置を入力します。

たとえば、名前を OraDB10g+ASMに変更し、ディレクトリ位置を次のように変更します。

/u01/app/oracle/product/10.2.0/asm

6. 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

7. 「製品固有の前提条件のチェック」画面で、要件が満たされていることを確認して「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」
をクリックします。 

8. 「構成オプションの選択」画面で、自動ストレージ管理（自動ストレージ管理（自動ストレージ管理（自動ストレージ管理（ASM）の構成）の構成）の構成）の構成を選択し、ASM 
SYS のパスワードを指定して確認します。 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。 

注意注意注意注意 : Oracle Universal Installer は、oracleユーザーとしてログインして
ユーザーの環境を設定した（第 2 章を参照）ターミナル・セッションから起
動してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : この手順で使用する画面の詳細は、3-7 ページの「Oracle 
Universal Installer の実行」を参照してください。
インストール作業 3-11



自動ストレージ管理のインストール
9. 「自動ストレージ管理の構成」画面で、次の設定を入力します。

� ディスク・グループ名ディスク・グループ名ディスク・グループ名ディスク・グループ名 : ディスク・グループ名を入力します。

� 冗長性冗長性冗長性冗長性 : 次のオプションを 1 つ選択して、ディスク・グループ内のディスクの冗長性レ
ベルを設定します。冗長性レベルを指定しなければ、ディスク・グループの冗長性レ
ベルはデフォルトで「標準」に設定されます。

– 高高高高 : ディスク・グループの内容は、デフォルトで 3 方向でミラー化されます。高
冗長性ディスク・グループを作成するには、3 つ以上の障害グループ（3 つ以上の
デバイス）を指定する必要があります。

– 標準標準標準標準 : デフォルトでは、ディスク・グループのデータファイルは 2 方向でミラー
化され、制御ファイルは 3 方向でミラー化されます。3 方向でミラー化するかミ
ラー化しない特定のファイルを作成するように選択することもできます。標準冗
長性ディスク・グループを作成するには、2 方向ミラー化のために 2 つ以上の障
害グループ（2 つ以上のデバイス）を指定する必要があります。

– 外部外部外部外部 : 自動ストレージ管理では、ディスク・グループの内容はミラー化されませ
ん。この冗長性レベルを選択するのは、1) RAID デバイスなど、それ自体がデー
タ保護を提供するデバイスがディスク・グループに含まれる場合、または 2) 適切
なバックアップ方法がある開発環境など、データベースの使用において割込みな
しのデータ・アクセスを必要としない場合です。

� ディスクの追加ディスクの追加ディスクの追加ディスクの追加 : ディスク・リカバリ・パスとして /dev/rawと入力します。ディスディスディスディス
ク・リカバリ・パスク・リカバリ・パスク・リカバリ・パスク・リカバリ・パスをクリックし、ダイアログ・ボックスに必要なディスク・リカバ
リ・パスを入力して「「「「OK」」」」をクリックする方法もあります。

10. 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。 

11.「インストール」画面で、インストール済の内容を確認して「インストール」「インストール」「インストール」「インストール」をクリックし
ます。 

12. このインスタンスに使用するディスク・グループをもう 1 つ作成するには、
$ORACLE_HOME/binディレクトリから Oracle Database Control Assistant を手動で実行
し、「自動ストレージ管理の構成」「自動ストレージ管理の構成」「自動ストレージ管理の構成」「自動ストレージ管理の構成」オプションを選択します。 

この段階で、以降に作成するデータベースで自動ストレージ管理を使用できるようになります。
自動ストレージ管理のインストール前に作成したデータベースがある場合は、この時点で
Oracle Enterprise Manager の「データベースの移行ウィザード」を使用して自動ストレージ管
理に移行できます。このウィザードは、Oracle Enterprise Manager Grid Control または
Database Control で使用可能です。あるいは、Oracle Database Recovery Manager（RMAN）
を使用して移行を実行することもできます。

注意注意注意注意 : この画面では、自動ストレージ管理インスタンスで使用するディス
ク・グループを作成できます。ディスク・グループを作成するには、使用可
能なパーティションが存在する必要があります。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 既存の Oracle Database を自動ストレージ管理に移行する方法は、Oracle 
Enterprise Manager の「データベースの移行ウィザード」のオンライ
ン・ヘルプを参照してください。

� Oracle Database Recovery Manager を使用して既存の Oracle Database を
自動ストレージ管理に移行する方法の詳細は、『Oracle Database バック
アップおよびリカバリ・アドバンスト・ユーザーズ・ガイド』を参照し
てください。
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手順手順手順手順 3: 自動ストレージ管理とともに使用する自動ストレージ管理とともに使用する自動ストレージ管理とともに使用する自動ストレージ管理とともに使用する Oracle Database のインストールのインストールのインストールのインストール
自動ストレージ管理インスタンスと自動ストレージ管理ディスク・グループの作成を完了した
後、自動ストレージ管理を使用可能なデータベース・インスタンスを作成できます。 

自動ストレージ管理で使用するデータベース・インスタンスを作成する手順は、次のとおりで
す。

1. Oracle Universal Installer を起動します。

2. 「ようこそ」画面で、「拡張インストール」「拡張インストール」「拡張インストール」「拡張インストール」を選択して「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。 

3. 「インストール・タイプの選択」画面で、インストール・タイプを 1 つ選択して「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」を
クリックします。

4. 「ホームの詳細の指定」画面で、自動ストレージ管理に使用するホームとは異なる Oracle
ホームを選択します。

5. 「カスタム」インストール・タイプを選択した場合は、インストールする製品を選択しま
す。 

6. 「製品固有の前提条件のチェック」画面で、要件が満たされていることを確認して「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」
をクリックします。 

7. 「構成オプションの選択」画面で「データベースの作成」「データベースの作成」「データベースの作成」「データベースの作成」を選択します。 

8. 「データベース構成の選択」画面で、表示されるデータベース・タイプから選択して「次「次「次「次
へ」へ」へ」へ」をクリックします。 

9. 「データベース構成オプションの指定」画面で、次の設定を入力して「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックし
ます。

� データベース名データベース名データベース名データベース名 : データベース名を入力します。

� データベース・キャラクタ・セットデータベース・キャラクタ・セットデータベース・キャラクタ・セットデータベース・キャラクタ・セット : 使用するデータベース・キャラクタ・セットを選
択します。デフォルト値は、オペレーティング・システムで使用しているキャラク
タ・セットに基づいて表示されます。

� データベース・サンプルデータベース・サンプルデータベース・サンプルデータベース・サンプル : このオプションを選択すると、サンプル・スキーマを含む
EXAMPLE表領域が作成されます。これはオプションですが使用されることをお薦めし
ます。

10.「データベース管理オプションの選択」画面で、Oracle Enterprise Manager をインストール
済の場合は「データベース管理に「データベース管理に「データベース管理に「データベース管理に Grid Control を使用する」を使用する」を使用する」を使用する」、インストールされていない
場合は「データベース管理に「データベース管理に「データベース管理に「データベース管理に Database Control を使用する」を使用する」を使用する」を使用する」を選択します。オプション
で、「電子メール通知を有効にする」「電子メール通知を有効にする」「電子メール通知を有効にする」「電子メール通知を有効にする」を選択して、送信 SMTP サーバーと電子メール・ア
ドレスを入力します。 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。 

インストールの完了後は、選択したユーティリティを使用して自動ストレージ管理インス
タンスを管理できます。 

11.「データベース記憶域オプションの指定」画面で、「自動ストレージ管理「自動ストレージ管理「自動ストレージ管理「自動ストレージ管理 (ASM)」」」」を選択し
て「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。 

12.「バックアップ・オプションおよびリカバリ・オプションの指定」画面で、次のアクション
を実行します。

� 自動バックアップを有効にする自動バックアップを有効にする自動バックアップを有効にする自動バックアップを有効にする : このオプションを選択し、「自動ストレージ管理」「自動ストレージ管理」「自動ストレージ管理」「自動ストレージ管理」を
選択します。

� バックアップ・ジョブの資格証明バックアップ・ジョブの資格証明バックアップ・ジョブの資格証明バックアップ・ジョブの資格証明 : バックアップ管理者のユーザー名とパスワードを入
力します。 

13. 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。 
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14.「ASM ディスク・グループの選択」画面で、リカバリおよびバックアップ用に 3-11 ページ
の「手順 2: 自動ストレージ管理インスタンスおよびディスク・グループの作成」で作成し
た自動ストレージ管理ディスク・グループを選択します。 

選択した自動ストレージ管理ディスク・グループに領域が足りない場合は、ストレージ管
理の構成画面が表示され、必要に応じて追加のディスクを選択できます。ディスクを選択
すると、「必要な記憶領域」リージョンに調整後のサイズが表示されます。可能であれば、
「必要な追加領域」「必要な追加領域」「必要な追加領域」「必要な追加領域」の値が負の数になるようにします。 

15. 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。 

16.「データベース・スキーマのパスワードの指定」画面で、権限を持つデータベース・アカウ
ントのパスワードを入力して確認し、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。 

17.「サマリー」画面で、インストールされる内容が適切かどうかを確認して「インストール」「インストール」「インストール」「インストール」
をクリックします。 

手順手順手順手順 4: 自動ストレージ管理インストールのテスト自動ストレージ管理インストールのテスト自動ストレージ管理インストールのテスト自動ストレージ管理インストールのテスト
自動ストレージ管理インストールをテストするには、asmcmdコマンドライン・ユーティリ
ティを使用してログインしてみます。このユーティリティにより、自動ストレージ管理ディス
ク・グループのファイルとディレクトリを管理できます。 手順は、次のとおりです。

1. シェル・ウィンドウを開き、ORACLE_SIDおよび ORACLE_HOME環境変数を一時的に設定
して、使用する自動ストレージ管理インスタンスに適切な値を指定します。

たとえば、自動ストレージ管理の SID が +ASMで、ORACLE_BASEディレクトリの asmサ
ブディレクトリにある場合は、次のコマンドを入力して必須設定を作成します。

� Bourne、Bash または Korn シェルの場合

$ ORACLE_SID=+ASM
$ export ORACLE_SID
$ ORACLE_HOME=/u01/app/oracle/product/10.2.0/asm
$ export ORACLE_HOME

� C シェルの場合

% setenv ORACLE_SID +ASM
% setenv ORACLE_HOME /u01/app/oracle/product/10.2.0/asm

2. 必要に応じて、SQL*Plus で SYSDBA 権限を使用して SYS ユーザーとして自動ストレージ
管理インスタンスに接続し、インスタンスを開始します。

# $ORACLE_HOME/bin/sqlplus "SYS/SYS_password as SYSDBA"
SQL> STARTUP

3. 次のコマンドを入力して、既存のディスク・グループ、そのディスク・グループの冗長性
レベルおよび各グループの空きディスク領域を表示します。

SQL> SELECT NAME,TYPE,TOTAL_MB,FREE_MB FROM V$ASM_DISKGROUP;

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� asmcmdの詳細は、『Oracle Database ユーティリティ』を参照してくださ
い。

� 自動ストレージ管理の管理に使用できる他のツールの詳細は、5-3 ページ
の「自動ストレージ管理の管理」を参照してください。

� 自動ストレージ管理の詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照
してください。
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インストール後の作業インストール後の作業インストール後の作業インストール後の作業

この章では、ソフトウェアのインストール後にインストール後の作業を完了する方法について
説明します。この章の内容は、次のとおりです。

� インストール後の必須作業

� インストール後の推奨作業

� インストール後の製品固有の必須作業

� Companion CD からの Oracle Database 10g 製品のインストール

「インストール後の必須作業」で説明する作業は、必ず実行してください。どのインストール・
タイプの場合も、「インストール後の推奨作業」で説明する作業を実行することをお薦めしま
す。

「インストール後の製品固有の必須作業」で説明する製品のいずれかをインストールしており、
使用する予定の場合は、製品固有の項で説明する作業を実行する必要があります。

注意注意注意注意 : この章では、基本構成についてのみ説明します。構成および
チューニングの詳細は、『Oracle Database 管理者リファレンス for UNIX 
Systems』および製品固有の管理およびチューニング・ガイドを参照して
ください。
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インストール後の必須作業インストール後の必須作業インストール後の必須作業インストール後の必須作業
インストールの完了後は、ここで説明する各作業を実行する必要があります。

� パッチのダウンロードとインストール

� Oracle 製品の構成

� extjob 実行可能ファイルに対する権限の変更

パッチのダウンロードとインストールパッチのダウンロードとインストールパッチのダウンロードとインストールパッチのダウンロードとインストール
OracleMetaLink の Web サイトで、インストールに必要なパッチを確認します。

必要なパッチをダウンロードする手順は、次のとおりです。

1. Web ブラウザを使用して、OracleMetaLink の Web サイトにアクセスします。

http://metalink.oracle.com

2. OracleMetaLink にログインします。

3. OracleMetaLink のメイン・ページで「「「「Patches」」」」をクリックします。

4. 「「「「Simple Search」」」」を選択します。

5. 次の情報を指定して「「「「Go」」」」をクリックします。

� 「「「「Search By」」」」フィールドで「Product」または「Family」を選択し、次に RDBMS サー
バーを指定します。

� 「「「「Release」」」」フィールドで現行のリリース番号を指定します。

� 「「「「Patch Type」」」」フィールドで「Patchset/Minipack」を指定します。

� 「「「「Platform or Language」」」」でプラットフォームを選択します。

Oracle 製品の構成製品の構成製品の構成製品の構成
多くの Oracle 製品およびオプションは、使用を開始する前に構成する必要があります。個々の
Oracle 製品またはオプションを使用する前に、製品のドキュメント・ライブラリに格納されて
いる適切なマニュアルを参照してください。

extjob 実行可能ファイルに対する権限の変更実行可能ファイルに対する権限の変更実行可能ファイルに対する権限の変更実行可能ファイルに対する権限の変更
インストール中に root.shスクリプトを実行した後、rootとして次のコマンドを入力しま
す。

# cd oracle_home/bin
# mv extjob.nobody extjob
# chown extjob extjob
# chmod 6555 extjob

この例で、oracle_homeはソフトウェアをインストールした Oracle ホーム・ディレクトリ
で、extjobは 2-13 ページの「権限のないユーザーの作成」で作成した権限のないユーザーで
す。

注意注意注意注意 : OracleMetaLink に登録していない場合は、「「「「Register for 
MetaLink!」」」」をクリックし、表示される指示に従って登録してください。
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インストール後の推奨作業
インストール後の推奨作業インストール後の推奨作業インストール後の推奨作業インストール後の推奨作業
インストールの完了後は、ここで説明する各作業を実行することをお薦めします。

� root.sh スクリプトのバックアップ作成

� 新規またはアップグレードしたデータベースの構成

� ユーザー・アカウントの設定

� NLS_LANG 環境変数の設定

� クライアントの静的ライブラリの生成

root.sh スクリプトのバックアップ作成スクリプトのバックアップ作成スクリプトのバックアップ作成スクリプトのバックアップ作成
インストールの完了後に、root.shスクリプトのバックアップを作成することをお薦めしま
す。他の製品を同じ Oracle ホーム・ディレクトリにインストールすると、Oracle Universal 
Installer によりインストール中に既存の root.shスクリプトの内容が更新されます。オリジナ
ルの root.shスクリプトに含まれていた情報が必要な場合は、バックアップの root.shファ
イルからリカバリできます。

新規またはアップグレードしたデータベースの構成新規またはアップグレードしたデータベースの構成新規またはアップグレードしたデータベースの構成新規またはアップグレードしたデータベースの構成
データベースを新規作成またはアップグレードした後は、utlrp.sqlスクリプトを実行するこ
とをお薦めします。このスクリプトは、パッケージ、プロシージャおよび型も含めて、無効な
状態となっている可能性があるすべての PL/SQL モジュールを再コンパイルします。このスク
リプトはオプションの手順ですが、インストール時に（後日ではなく）実行することをお薦め
します。

utlrp.sqlスクリプトを実行する手順は、次のとおりです。

1. ユーザーを oracleに切り替えます。

2. oraenvまたは coraenvスクリプトを使用して、utlrp.sqlスクリプトを実行するデー
タベースの環境を設定します。

� Bourne、Bash または Korn シェルの場合

$ . /usr/local/bin/oraenv

� C シェルの場合

% source /usr/local/bin/coraenv

プロンプトに対して、データベースの SID を指定します。

3. 次のように、SQL*Plus を起動します。

$ sqlplus "/ AS SYSDBA"

4. 必要な場合は、データベースを起動します。

SQL> STARTUP

5. utlrp.sqlスクリプトを実行します。

SQL> @?/rdbms/admin/utlrp.sql
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ユーザー・アカウントの設定ユーザー・アカウントの設定ユーザー・アカウントの設定ユーザー・アカウントの設定
ユーザー・アカウントの追加設定の詳細は、『Oracle Database 管理者リファレンス for UNIX 
Systems』を参照してください。

NLS_LANG 環境変数の設定環境変数の設定環境変数の設定環境変数の設定
NLS_LANGは、Oracle ソフトウェアのロケール動作を指定する環境変数です。この変数では、
クライアント・アプリケーションとデータベース・サーバーに使用する言語と地域を設定しま
す。 また、クライアント用のキャラクタ・セットも設定します。これは、SQL*Plus など、
Oracle クライアント・プログラムにより入力または表示されるデータのキャラクタ・セットで
す。

クライアントの静的ライブラリの生成クライアントの静的ライブラリの生成クライアントの静的ライブラリの生成クライアントの静的ライブラリの生成
クライアントの静的ライブラリ（libclntst10.a）は、インストール時に生成されません。
クライアントの静的ライブラリにアプリケーションをリンクする場合は、次の手順に従って最
初に静的ライブラリを生成する必要があります。

1. ユーザーを oracleに切り替えます。

2. ORACLE_HOME 環境変数を設定して、Oracle Database のインストールに使用した Oracle
ホーム・ディレクトリを指定します。次に例を示します。

� Bourne、Bash または Korn シェルの場合

$ ORACLE_HOME=/u01/app/oracle/product/10.2.0/db_1 
$ export ORACLE_HOME

� C シェルの場合

% setenv ORACLE_HOME /u01/app/oracle/product/10.2.0/db_1

3. 次のコマンドを入力します。

$ $ORACLE_HOME/bin/genclntst

関連項目関連項目関連項目関連項目 : NLS_LANG環境変数の詳細は、付録 F「Oracle Database グ
ローバリゼーション・サポートの構成」を参照してください。
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インストール後の製品固有の必須作業
インストール後の製品固有の必須作業インストール後の製品固有の必須作業インストール後の製品固有の必須作業インストール後の製品固有の必須作業
ここでは、該当する製品をインストールして使用する場合に実行する必要のある、プラット
フォーム固有のインストール後の作業について説明します。

� Oracle Net Services の構成

� Oracle Label Security の構成

� Oracle JVM および Oracle interMedia にネイティブにコンパイルされた Java ライブラリの
インストール

� Oracle Text が提供するナレッジ・ベースのインストール

� Oracle Messaging Gateway の構成

� Oracle プリコンパイラの構成

� 64 ビット Oracle JDBC/OCI Driver for JDK 1.4 の構成

� プライマリ・コンパイラとしての GCC の構成

Oracle Net Services の構成の構成の構成の構成
システムに以前のリリースの Oracle ソフトウェアがインストールされている場合は、Oracle 
Net の tnsnames.oraおよび listener.ora構成ファイルの情報を、以前のリリースから新
しいリリースの対応するファイルにコピーできます。

listener.ora ファイルの変更ファイルの変更ファイルの変更ファイルの変更

以前のリリースの Oracle Database からアップグレードする場合は、以前のリリースではなく
現行リリースの Oracle Net リスナーを使用することをお薦めします。

現行リリースのリスナーを使用するには、静的なサービス情報を、以前のリリースの
listener.oraファイルから新しいリリースで使用するファイルのバージョンにコピーする必
要があります。

リリース 8.0.3 より前のデータベース・インスタンスについては、listener.oraファイルに
静的サービス情報を追加します。リリース 8.0.3 以降の Oracle Database は、静的サービス情報
を必要としません。

tnsnames.ora ファイルの変更ファイルの変更ファイルの変更ファイルの変更

中央の tnsnames.oraファイルを使用していない場合は、Oracle Net のサービス名と接続記
述子を、以前のリリースの tnsnames.oraファイルから新しいリリースで使用するファイル
のバージョンにコピーします。 

必要な場合は、追加のデータベース・インスタンスの接続情報を新しいファイルに追加するこ
ともできます。

注意注意注意注意 : 使用する予定の製品についてのみ、インストール後の作業を実行
する必要があります。

注意注意注意注意 : tnsnames.oraおよび listener.oraファイルのデフォルト位
置は、$ORACLE_HOME/network/admin/ディレクトリです。ただし、
これらのファイルには中央の位置を使用することもできます（/etcな
ど）。
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Oracle Label Security の構成の構成の構成の構成
Oracle Label Security をインストールした場合は、使用する前にデータベース内で構成する必
要があります。Oracle Label Security を構成するには、Oracle Internet Directory の統合を使用
する方法と使用しない方法があります。Oracle Internet Directory の統合を使用せずに Oracle 
Label Security を構成した場合、後で Oracle Internet Directory を使用するように構成すること
はできません。

Oracle JVM およびおよびおよびおよび Oracle interMedia にネイティブにコンパイルされたにネイティブにコンパイルされたにネイティブにコンパイルされたにネイティブにコンパイルされた Java
ライブラリのインストールライブラリのインストールライブラリのインストールライブラリのインストール

Oracle JVM または Oracle interMedia の使用を計画している場合、Oracle では Oracle Database 
10g Companion CD からそれらの製品により使用されるネイティブにコンパイルされた Java ラ
イブラリ（NCOMP）のインストールをお薦めします。これらのライブラリでは、プラット
フォーム上の製品のパフォーマンスを改善するよう要求されます。

Companion CD から製品をインストールする方法については、4-10 ページの「Companion CD
からの Oracle Database 10g 製品のインストール」を参照してください。

Oracle Text が提供するナレッジ・ベースのインストールが提供するナレッジ・ベースのインストールが提供するナレッジ・ベースのインストールが提供するナレッジ・ベースのインストール
Oracle Text のナレッジ・ベースは、テーマの索引付け、ABOUT 問合せ、およびドキュメン
ト・サービスでのテーマの抽出ツリー階層に使用される概念の階層ツリーです。Oracle Text の
機能のいずれかの使用を計画する場合、提供する 2 つのナレッジ・ベース（英語とフランス語）
を Oracle Database 10g Companion CD からインストールできます。

注意注意注意注意 : Oracle Internet Directory の統合を使用して Oracle Label Security
を構成するには、環境に Oracle Internet Directory をインストールし、
ディレクトリに Oracle データベースを登録する必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Internet Directory で使用可能な Oracle Label Security
の詳細は、『Oracle Label Security 管理者ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : 提供されるナレッジ・ベースは、要件に応じて拡張できます。あ
るいは、英語とフランス語以外の言語で自分自身のナレッジ・ベースを作
成できます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ナレッジ・ベースの作成および拡張の詳細は、『Oracle Text リ
ファレンス』を参照してください。

Companion CD から製品をインストールする方法については、4-10 ページの
「Companion CD からの Oracle Database 10g 製品のインストール」を参照し
てください。
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Oracle Messaging Gateway の構成の構成の構成の構成

Oracle Messaging Gateway の構成については、『Oracle Streams アドバンスト・キューイング・
ユーザーズ・ガイドおよびリファレンス』のメッセージ・ゲートウェイに関する項を参照して
ください。このマニュアルに記載されている指示に従う場合、listener.ora、
tnsnames.oraおよび mgw.oraファイルの構成手順の詳細は、本項を参照してください。

外部プロシージャ用の外部プロシージャ用の外部プロシージャ用の外部プロシージャ用の listener.ora ファイルの変更ファイルの変更ファイルの変更ファイルの変更
外部プロシージャ用に /$ORACLE_HOME/network/admin/listener.oraファイルを変更す
る手順は、次のとおりです。

1. listener.oraファイルのバックアップを作成します。

2. 外部プロシージャ用のデフォルトの IPC プロトコル・アドレスが次のように設定されてい
ることを確認します。

(ADDRESS = (PROTOCOL=IPC)(KEY=EXTPROC))

3. listener.oraファイル内でリスナーの SID_LIST パラメータに次のような各行を追加し
て、mgwextprocと呼ばれるサービスに関する静的サービス情報を追加します。

  (SID_DESC =
    (SID_NAME = mgwextproc)
    (ENVS = EXTPROC_DLLS=/oracle_home/lib32/libmgwagent.sl,
LD_PRELOAD=/oracle_home/jdk/jre/lib/PA-RISC/server/libjvm.sl,
SHLIB_PATH=/oracle_home/jdk/jre/lib/PA_RISC:/oracle_home/jdk/jre/lib/
PA_RISC/server:/oracle_home/lib32)
    (ORACLE_HOME = oracle_home)
    (PROGRAM = extproc32)
  )

各項目の意味は次のとおりです。

� ENVS パラメータは、共有ライブラリ・パス環境変数およびその他の必要な環境変数
を定義します。

共有ライブラリ・パス環境変数の設定では、WebSphere MQ や TIBCO Rendezvous な
ど、Oracle 以外のメッセージ・システムに必要な追加ライブラリ・パスも追加してく
ださい。

� oracle_homeは、Oracle ホーム・ディレクトリのパスです。

� extproc32は、外部プロシージャ・エージェントの実行可能ファイルです。

次の例に、listener.oraファイルのサンプルを示します。

SID_LIST_LISTENER =
  (SID_LIST =
    (SID_DESC =
      (SID_NAME = PLSExtProc)
      (ORACLE_HOME = /u01/app/oracle/product/10.2.0/db_1)
      (PROGRAM = extproc)
    )
    (SID_DESC =
      (SID_NAME = mgwextproc)

注意注意注意注意 : Oracle Messaging Gateway は、HP-UX Itanium ではサポートされま
せん。

注意注意注意注意 : 次の例では、PLSExtProcサービスは PL/SQL 外部プロシージャ
用のデフォルト・サービスです。
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      (ENVS =  EXTPROC_DLLS=/u01/app/oracle/product/10.2.0/db_1/lib32/
libmgwagent.sl,LD_PRELOAD=/u01/app/oracle/product/10.2.0/db_1/jdk/jre/
lib/PA-RISC/server/libjvm.sl,SHLIB_PATH=/u01/app/oracle/product/10.2.0/db_1/jdk
/jre/lib/PA_RISC:/u01/app/oracle/product/10.2.0/db_1/jdk/jre/lib/PA_RISC/server
:/u01/app/oracle/product/10.2.0/db_1/lib32)
        (ORACLE_HOME = /u01/app/oracle/product/10.2.0/db_1)
        (PROGRAM = extproc32)
    )
  )

外部プロシージャのための外部プロシージャのための外部プロシージャのための外部プロシージャのための tnsnames.ora ファイルの変更ファイルの変更ファイルの変更ファイルの変更
外部プロシージャ用に $ORACLE_HOME/network/admin/tnsnames.oraファイルを変更す
る手順は、次のとおりです。

1. tnsnames.oraファイルのバックアップを作成します。

2. tnsnames.oraファイル内で、次のようにネット・サービス名 MGW_AGENTを指定して接
続記述子を追加します。

MGW_AGENT = 
(DESCRIPTION= 
   (ADDRESS_LIST= (ADDRESS= (PROTOCOL=IPC)(KEY=EXTPROC))) 
   (CONNECT_DATA= (SID=mgwextproc) (PRESENTATION=RO)))

各項目の意味は次のとおりです。

� KEY パラメータに指定する値は、listener.oraファイル内の IPC プロトコル・アド
レス内でそのパラメータに指定した値と一致する必要があります。

� SIDパラメータの値は、listener.oraファイル内のサービス名と一致する必要があ
ります。このサービス名は、前項で Oracle Messaging Gateway の外部プロシージャ・
エージェントに指定した名前（mgwextproc）です。

mgw.ora 初期化ファイルの設定初期化ファイルの設定初期化ファイルの設定初期化ファイルの設定
外部プロシージャ用に $ORACLE_HOME/mgw/admin/mgw.oraファイルを変更するには、
CLASSPATH 環境変数を設定して、次の表にあるクラス、および Oracle 以外のメッセージ・シ
ステム（WebSphere MQ または TIBCO Rendezvous クラスなど）にアクセスする Oracle 
Messaging Gateway に必要なすべての追加クラスを含めます。

クラスクラスクラスクラス パスパスパスパス

Oracle Messaging Gateway ORACLE_HOME/mgw/classes/mgw.jar

JRE 国際化 ORACLE_HOME/jdk/JRE/lib/i18n.jar

JRE ランタイム ORACLE_HOME/jdk/JRE/lib/rt.jar

Oracle JDBC ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc14.jar

Oracle 国際化 ORACLE_HOME/jdbc/lib/orai18n.jar

SQLJ ORACLE_HOME/oc4j/sqlj/lib/translator.jar

ORACLE_HOME/sqlj/lib/runtime12.tar

JMS インタフェース ORACLE_HOME/rdbms/jlib/jmscommon.jar

Oracle JMS 実装 ORACLE_HOME/rdbms/jlib/aqapil3.jar

Java Transaction API ORACLE_HOME/jlib/jta.jar

注意注意注意注意 : mgw.oraファイルの各行は、すべて 1024 文字未満にする必要が
あります。
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Oracle プリコンパイラの構成プリコンパイラの構成プリコンパイラの構成プリコンパイラの構成
この項では、Oracle プリコンパイラに関するインストール後の作業について説明します。

Pro*C/C++ の構成の構成の構成の構成
PATH 環境変数の設定に、C コンパイラの実行可能ファイルを含むディレクトリが指定されて
いることを確認します。

表 4-1 に、コンパイラのデフォルト・ディレクトリおよびパス設定確認コマンドを示します。

64 ビットビットビットビット Oracle JDBC/OCI Driver for JDK 1.4 の構成の構成の構成の構成
64 ビット Oracle JDBC/OCI Driver for JDK 1.4 を構成するには、プラットフォームの共有ライ
ブラリ・パス環境変数で指定されている値に $ORACLE_HOME/libディレクトリを含めます。
次のコマンドを使用して、LD_LIBRARY_PATH変数に必須パスを設定する必要があります。

$ LD_LIBRARY_PATH=$ORACLE_HOME/lib:$LD_LIBRARY_PATH

プライマリ・コンパイラとしてのプライマリ・コンパイラとしてのプライマリ・コンパイラとしてのプライマリ・コンパイラとしての GCC の構成の構成の構成の構成
サポートされているプライマリ・コンパイラが使用できない場合は、GCC をプライマリ・コン
パイラとして構成できます。これにより、共有ライブラリに常駐するネイティブ・コードにコ
ンパイルして、パッケージなどの PL/SQL モジュールのパフォーマンスを高速化できます。こ
の方法では、モジュールを C コードに変換し、C コンパイラでコンパイルしてから、Oracle プ
ロセスにリンクします。すべての Oracle モジュールのコンパイルに 1 つのコンパイラを使用す
る必要があることに注意してください。一部のモジュールをプライマリ・コンパイラでコンパ
イルし、他のモジュールを別のコンパイラでコンパイルすることはできません。

オペレーティング・システムでサポートされているプライマリ・コンパイラと GNU Compiler 
Collection（GCC）の両方が使用可能な場合は、サポートされているプライマリ・コンパイラ
を使用します。ただし、サポートされているプライマリ・コンパイラが使用できない場合は、
GCC を使用してください。 

GCC をプライマリ・コンパイラとして構成する手順は、次のとおりです。

1. テキスト・エディタで spnc_commands構成ファイルを開きます。デフォルト・インス
トールでは、spnc_commandsファイルは $ORACLE_HOME/plsqlディレクトリにありま
す。

2. HP ANSI C コンパイラに対応する行を検索してコメント化します。次のようなテキスト行
です。

/opt/ansic/bin/cc %(src) +DA2.0W +DS2.0 -z +Z +O1 -I$(ORACLE_HOME)/plsql/include
-I$(ORACLE_HOME)/plsql/public -s -b -o %(so)

3. GCC に関する次の行を検索してコメント解除します。

# /usr/local/bin/gcc -B/usr/ccs/bin %(src) -c -O1 -fPIC 
-I$(ORACLE_HOME)/plsql/include -I$(ORACLE_HOME)/plsql/public -o %(obj)

注意注意注意注意 : プリコンパイラ構成ファイルは、すべて
$ORACLE_HOME/precomp/adminディレクトリにあります。

表表表表 4-1 C/C++ コンパイラのディレクトリコンパイラのディレクトリコンパイラのディレクトリコンパイラのディレクトリ

パスパスパスパス コマンドコマンドコマンドコマンド

/usr/bin $ which cc
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4. spnc_commands構成ファイルを保存して閉じます。

PL/SQL のネイティブ・コンパイルへののネイティブ・コンパイルへののネイティブ・コンパイルへののネイティブ・コンパイルへの HP ANSI C コンパイラの使用コンパイラの使用コンパイラの使用コンパイラの使用

デフォルトでは、PL/SQL のネイティブ・コンパイルは HP ANSI C コンパイラを使用するよう
に構成されます。

Companion CD からのからのからのからの Oracle Database 10g 製品のインストール製品のインストール製品のインストール製品のインストール
Oracle Database 10g Companion CD には、インストール可能な製品が追加されています。これ
らの製品は、使用する Oracle Database の製品または機能に応じてインストールしてください。
次の製品または機能の使用を予定している場合は、Companion CD から Oracle Database 10g 製
品をインストールする必要があります。

� JPublisher

� Oracle JVM

� Oracle interMedia

� Oracle JDBC 開発ドライバ

� Oracle SQLJ

� Oracle Database の例

� Oracle Text が提供するナレッジ・ベース

� Oracle Ultra Search

� Oracle HTML DB

� Oracle Workflow サーバーおよび中間層コンポーネント

Companion CD からソフトウェアをインストールする方法については、『Oracle Database 
Companion CD クイック・インストレーション・ガイド for HP-UX PA-RISC（64-bit）』を参照
してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : PL/SQL のネイティブ・コンパイルと spnc_commands構成
ファイルの詳細は、『Oracle Database PL/SQL ユーザーズ・ガイドおよびリ
ファレンス』を参照してください。
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Oracle Database スタート・ガイドスタート・ガイドスタート・ガイドスタート・ガイド

この章では、Oracle データベース・アカウント、パスワードおよびファイル位置に関する情報
など、デフォルトの事前構成済データベースについて説明します。 この章の内容は、次のとお
りです。

� インストール済 Oracle Database の内容とディレクトリ位置の確認

� Oracle Enterprise Manager Database Control へのログイン

� 自動ストレージ管理の管理

� アカウントとパスワードの確認

� ユーザー・パスワードのロック解除およびリセット

� データベースの識別

� サーバー・パラメータ・ファイルの検索

� 表領域、データファイル、REDO ログ・ファイルおよび制御ファイルの確認
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インストール済 Oracle Database の内容とディレクトリ位置の確認
インストール済インストール済インストール済インストール済 Oracle Database の内容とディレクトリ位置の確認の内容とディレクトリ位置の確認の内容とディレクトリ位置の確認の内容とディレクトリ位置の確認
Oracle Universal Installer を使用して、Oracle Database インストールの内容とディレクトリ位
置を確認できます。 手順は、次のとおりです。

1. 3-7 ページの「Oracle Universal Installer の実行」の手順に従って Oracle Universal Installer
を起動します。

2. 「ようこそ」画面で、「インストールされた製品」「インストールされた製品」「インストールされた製品」「インストールされた製品」をクリックして「インベントリ」ダイア
ログ・ボックスを表示します。

3. インストールされた内容を確認する Oracle Database 製品をリストから選択します。

4. 「詳細」「詳細」「詳細」「詳細」をクリックして、インストールされた製品の詳細情報を確認します。

5. 「環境」「環境」「環境」「環境」タブをクリックして、インストールされた内容のディレクトリ位置を確認します。

6. 「閉じる」「閉じる」「閉じる」「閉じる」をクリックして「インベントリ」ダイアログ・ボックスを閉じます。

7. 「取消」「取消」「取消」「取消」をクリックして Oracle Universal Installer を終了し、「はい」「はい」「はい」「はい」をクリックして確認
します。

Oracle Enterprise Manager Database Control へのログインへのログインへのログインへのログイン
Oracle Enterprise Manager Database Control をインストール時に構成すると、それを使用して
データベースを管理できます。または、Oracle Enterprise Manager Grid Control を使用して
データベースを管理することもできます。Database Control を表示する手順は、次のとおりで
す。

1. Web ブラウザを使用して Database Control の URL にアクセスします。

http://host:port/em

各項目の意味は次のとおりです。

� hostは、Oracle Database をインストールしたコンピュータの名前です。

� portは、インストール中に Database Control 用に予約されたポート番号です。

適切な使用ポート番号が不明な場合は、$ORACLE_HOME/install/portlist.iniファ
イルの次の行を調べます。

Enterprise Manager Console HTTP Port (db_name) = 1158

インストールにより、5500 ～ 5519 の範囲内で使用可能な最初のポート番号が予約されま
す。たとえば、Oracle Database をホスト mgmt42にインストールしており、Database 
Control でポート 1158 が使用される場合は、次の URL を使用します。

http://mgmt42:1158/em

Oracle Enterprise Manager に Database Control のログイン・ページが表示されます。

2. ユーザー名 SYS を使用してデータベースにログインし、SYSDBA で接続します。

インストール時に SYS アカウントに対して指定したパスワードを使用してください。

注意注意注意注意 : SYSTEM または SYSMAN アカウントを使用して Database 
Control にログインしたり、他のデータベース・ユーザーにログイン権限
を付与することもできます。
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自動ストレージ管理の管理
Database Control のログイン権限の理解のログイン権限の理解のログイン権限の理解のログイン権限の理解

SYSMAN ユーザー・アカウントを使用して Oracle Enterprise Manager Database Control にロ
グインすると、Oracle Enterprise Manager スーパーユーザーとしてログインすることになりま
す。SYSMAN アカウントには、Database Control のすべての管理機能にアクセスするために必
要なロールと権限が自動的に付与されます。

Database Control へのログインには、SYS および SYSTEM アカウントを使用することもできま
す。また、ログイン権限を他のデータベース・ユーザーに付与することもできます。この操作
の手順は、次のとおりです。

1. Database Control にログインします。

2. Database Control ホーム・ページの最上部にある「設定」「設定」「設定」「設定」をクリックします。

3. 左ナビゲーション・バーの「管理者」「管理者」「管理者」「管理者」をクリックします。

4. 「作成」「作成」「作成」「作成」をクリックして Enterprise Manager ユーザーを作成します。

5. 「名前」「名前」「名前」「名前」フィールドに既存のデータベース・ユーザー名を入力するか、フラッシュライト・
アイコンをクリックしてポップアップ・ウィンドウからユーザーを選択します。

6. このユーザー用のパスワードを入力して「終了」「終了」「終了」「終了」をクリックします。

Enterprise Manager により指定したユーザーにログイン権限が割り当てられ、このユー
ザーが管理者の設定ページの Enterprise Manager ユーザー・リストに組み込まれます。

自動ストレージ管理の管理自動ストレージ管理の管理自動ストレージ管理の管理自動ストレージ管理の管理
この項では、自動ストレージ管理インストールの管理について説明します。この項の内容は、
次のとおりです。

� 自動ストレージ管理の起動および停止

� 自動ストレージ管理ユーティリティ

自動ストレージ管理の起動および停止自動ストレージ管理の起動および停止自動ストレージ管理の起動および停止自動ストレージ管理の起動および停止
自動ストレージ管理の起動および停止については、『Oracle Database 管理者リファレンス for 
UNIX Systems』を参照してください。 

自動ストレージ管理ユーティリティ自動ストレージ管理ユーティリティ自動ストレージ管理ユーティリティ自動ストレージ管理ユーティリティ
自動ストレージ管理の管理には、次のツールを使用できます。

� asmcmd: このコマンドライン・ツールを使用すると、自動ストレージ管理ディスク・グ
ループのファイルとディレクトリを管理できます。

� Oracle Enterprise Manager Grid Control: Oracle Enterprise Manager がインストールされ
ている場合は、Grid Control を使用して自動ストレージ管理機能を管理できます。たとえ
ば、自動ストレージ管理への既存データベースの移行、自動ストレージ管理インスタンス
のステータス・チェック、自動ストレージ管理ディスク・グループのパフォーマンス・
チェック、自動ストレージ管理ディスク・グループの作成または削除などです。

� Oracle Enterprise Manager Database Control: このユーティリティでは、Grid Control と
同様の機能を実行できます。

� SQL*Plus およびおよびおよびおよび iSQL*Plus: この 2 つのツールから、自動ストレージ管理固有のコマンド
を実行できます。自動ストレージ管理インスタンスに接続するには、Oracle データベー
ス・インスタンスへの接続時と同じ方法を使用します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Database Control へのログインについては、5-2 ページの
「Oracle Enterprise Manager Database Control へのログイン」を参照して
ください。
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アカウントとパスワードの確認
アカウントとパスワードの確認アカウントとパスワードの確認アカウントとパスワードの確認アカウントとパスワードの確認
データベース・コンフィギュレーション・アシスタント（DBCA）により作成されたデータ
ベースすべてに、SYS、SYSTEM、SYSMAN および DBSNMP データベース・アカウントが含
まれています。また、他の複数の管理アカウントも用意されています。他のアカウントを使用
する前に、そのロックを解除してパスワードをリセットする必要があります。表 5-1 に、これ
らのアカウントとそのユーザー名およびデフォルト・パスワードを示します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 5-2 ページ「Oracle Enterprise Manager Database Control へのログイン」

� 自動ストレージ管理の管理の詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』
を参照してください。

� asmcmdの詳細は、『Oracle Database ユーティリティ』を参照してくださ
い。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : パスワードのロック解除とリセットの詳細は、5-7 ページの
「ユーザー・パスワードのロック解除およびリセット」を参照してくださ
い。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Manager Database Control を使用すると、全
データベース・アカウントのリストを表示できます。詳細は、5-7 ページ
の「ユーザー・パスワードのロック解除およびリセット」を参照してくだ
さい。

表表表表 5-1 データベース・アカウントデータベース・アカウントデータベース・アカウントデータベース・アカウント

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
デフォルトのデフォルトのデフォルトのデフォルトの
パスワードパスワードパスワードパスワード 説明説明説明説明 関連項目関連項目関連項目関連項目

ANONYMOUS ANONYMOUS HTTP による Oracle XML DB へのアクセス

を許可。

なし

BI BI Oracle Sample Schemas に含まれる Business 
Intelligence スキーマを所有するアカウント。

このアカウントを使用できるのは、Sample 
Schemas をロードした場合のみです。

『Oracle Database サンプ

ル・スキーマ』

CTXSYS CTXSYS Oracle Text アカウント。 『Oracle Text リファレン

ス』

DBSNMP インストール時に、
またはデータベース・
コンフィギュレー
ション・アシスタン
トで設定したパス
ワード

Oracle Enterprise Manager の Management 
Agent コンポーネントでデータベースの監視

および管理に使用されるアカウント。このア
カウントが作成されるのは、Database 
Control を使用するようにデータベースを構

成している場合のみです。

『Oracle Enterprise 
Manager Grid Control イ
ンストレーションおよび
基本構成』

DIP DIP Directory Integration Platform（DIP）によ

り Oracle Internet Directory での変更をデー

タベース内のアプリケーションと同期化する
ために使用されるアカウント。 

『Oracle Internet Directory
管理者ガイド』

DMSYS DMSYS データ・マイニング・アカウント。DMSYS
によって、データ・マイニング操作が実行さ
れます。

『Oracle Data Mining 管理

者ガイド』

EXFSYS EXFSYS Expression Filter スキーマを所有するアカウ

ント。 
なし
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アカウントとパスワードの確認
HR HR Oracle Sample Schemas に含まれる Human 
Resources スキーマを所有するアカウント。

このアカウントを使用できるのは、Sample 
Schemas をロードした場合のみです。

『Oracle Database サンプ

ル・スキーマ』

IX IX Oracle Sample Schemas に含まれる

Information Transport スキーマを所有するア

カウント。このアカウントを使用できるの
は、Sample Schemas をロードした場合のみ

です。 

『Oracle Database サンプ

ル・スキーマ』

LBACSYS LBACSYS Oracle Label Security の管理者アカウント。 『Oracle Label Security 管
理者ガイド』

MDDATA MDDATA Oracle Spatial で Geocoder およびルーター・

データの格納に使用されるスキーマ。 
『Oracle Spatial ユーザー

ズ・ガイドおよびリファ
レンス』

MDSYS MDSYS Oracle Spatial および Oracle interMedia 
Locator の管理者アカウント。

『Oracle Spatial ユーザー

ズ・ガイドおよびリファ
レンス』

MGMT_VIEW ランダムに生成 Oracle Enterprise Manager Database Control
で使用されるアカウント。

なし

OE OE Oracle Sample Schemas に含まれる Order 
Entry スキーマを所有するアカウント。この

アカウントを使用できるのは、Sample 
Schemas をロードした場合のみです。 

『Oracle Database サンプ

ル・スキーマ』

OLAPSYS MANAGER OLAP カタログを所有するアカウント。 『Oracle OLAP アプリケー

ション開発者ガイド』

ORDPLUGINS ORDPLUGINS Oracle interMedia ユーザー。オラクル社が

提供するプラグインとサード・パーティのプ
ラグインは、このスキーマにインストールさ
れます。

『Oracle interMedia リファ

レンス』

ORDSYS ORDSYS Oracle interMedia の管理者アカウント。 『Oracle interMedia リファ

レンス』

OUTLN OUTLN プラン・スタビリティをサポートするアカウ
ント。プラン・スタビリティにより、同じ
SQL 文に対する同じ実行計画を管理できま

す。OUTLN は、ストアド・アウトラインに

関連したメタデータを一元管理するための
ロールとして機能します。

『Oracle Database 概要』

PM PM Oracle Sample Schemas に含まれる Product 
Media スキーマを所有するアカウント。この

アカウントを使用できるのは、Sample 
Schemas をロードした場合のみです。

『Oracle Database サンプ

ル・スキーマ』

SCOTT TIGER Oracle サンプル・プログラムおよび例で使

用されるアカウント。

『Oracle Database 管理者

ガイド』

SH SH Oracle Sample Schemas に含まれる Sales 
History スキーマを所有するアカウント。こ

のアカウントを使用できるのは、Enterprise 
Edition のインストール時に Sample 
Schemas をロードした場合のみです。

『Oracle Database 管理者

ガイド』

SI_INFORMTN_
SCHEMA

SI_INFORMTN_
SCHEMA

SQL/MM Still Image Standard の情報ビュー

が格納されるアカウント。

『Oracle interMedia リファ

レンス』

表表表表 5-1 データベース・アカウント（続き）データベース・アカウント（続き）データベース・アカウント（続き）データベース・アカウント（続き）

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
デフォルトのデフォルトのデフォルトのデフォルトの
パスワードパスワードパスワードパスワード 説明説明説明説明 関連項目関連項目関連項目関連項目
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アカウントとパスワードの確認
SYS インストール時に、
またはデータベース・
コンフィギュレー
ション・アシスタン
トで設定したパス
ワード

データベース管理タスクの実行に使用される
アカウント。

『Oracle Database 管理者

ガイド』

SYSMAN インストール時に、
またはデータベース・
コンフィギュレー
ション・アシスタン
トで設定したパス
ワード

Oracle Enterprise Manager のデータベース

管理タスクの実行に使用されるアカウント。
このアカウントが作成されるのは、Database 
Control を使用するようにデータベースを構

成している場合のみです。

『Oracle Enterprise 
Manager Grid Control イ
ンストレーションおよび
基本構成』

SYSTEM インストール時に、
またはデータベース・
コンフィギュレー
ション・アシスタン
トで設定したパス
ワード

データベース管理タスクの実行に使用される
もう 1 つのアカウント。

『Oracle Database 管理者

ガイド』

WMSYS WMSYS Oracle Workspace Manager 用のメタデータ

情報の格納に使用されるアカウント。

『Oracle Database アプリ

ケーション開発者ガイド - 
Workspace Manager』

WKPROXY WKSYS Ultra Search プロキシ・ユーザー。 『Oracle Ultra Search 管理

者ガイド』

WK_TEST WK_TEST Ultra Search のデフォルトのインスタンス・

スキーマ。

『Oracle Ultra Search 管理

者ガイド』

WKSYS WKSYS Ultra Search システム・ディクショナリと

PL/SQL パッケージの格納に使用されるアカ

ウント。

『Oracle Ultra Search 管理

者ガイド』

XDB XDB Oracle XML DB のデータおよびメタデータ

の格納に使用されるアカウント。

『Oracle XML DB 開発者

ガイド』

表表表表 5-1 データベース・アカウント（続き）データベース・アカウント（続き）データベース・アカウント（続き）データベース・アカウント（続き）

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
デフォルトのデフォルトのデフォルトのデフォルトの
パスワードパスワードパスワードパスワード 説明説明説明説明 関連項目関連項目関連項目関連項目
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ユーザー・パスワードのロック解除およびリセット
ユーザー・パスワードのロック解除およびリセットユーザー・パスワードのロック解除およびリセットユーザー・パスワードのロック解除およびリセットユーザー・パスワードのロック解除およびリセット
SYS、SYSTEM、SYSMAN および DBSMP を除く、すべての Oracle システム管理アカウントの
パスワードは、インストール後に取り消されます。ロックされているアカウントを使用する前
に、ロックを解除してパスワードをリセットする必要があります。インストール時に事前構成
済データベースを作成しても、必要なアカウントのロックを解除していない場合は、この時点
で次のいずれかの方法を使用して解除する必要があります。

� Database Control を使用したアカウントのロック解除とパスワードのリセット

� SQL*Plus を使用したアカウントのロック解除とパスワードのリセット

Database Control を使用したアカウントのロック解除とパスワードのリセットを使用したアカウントのロック解除とパスワードのリセットを使用したアカウントのロック解除とパスワードのリセットを使用したアカウントのロック解除とパスワードのリセット
Oracle Enterprise Manager Database Control を使用してユーザー・アカウントのパスワードを
ロック解除およびリセットする手順は、次のとおりです。

1. Database Control にログインします。

2. 「管理」「管理」「管理」「管理」をクリックします。

3. 管理ページの「セキュリティ」セクションで「ユーザー」「ユーザー」「ユーザー」「ユーザー」をクリックします。

すべてのデータベース・アカウントを示す表が表示されます。「アカウント・ステータス」
列は、そのアカウントがロックされているかどうかと、パスワードが期限切れかどうかを
示します。

4. 変更するユーザー・アカウントを選択して「編集」「編集」「編集」「編集」をクリックします。

5. 「ユーザー」プロパティ・シートの一般ページを使用してアカウントのロックを解除し、必
要に応じてパスワードを変更します。

注意注意注意注意 : データベース・コンフィギュレーション・アシスタントを使用し
てデータベースを作成する場合は、データベースを作成した後でデータ
ベース・コンフィギュレーション・アシスタントを終了する前に、「パス「パス「パス「パス
ワード管理」ワード管理」ワード管理」ワード管理」をクリックしてアカウントのロックを解除できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Database Control へのログインについては、5-2 ページの
「Oracle Enterprise Manager Database Control へのログイン」を参照して
ください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Database Control の使用方法の詳細は、Database Control
ウィンドウで「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」をクリックして確認してください。
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データベースの識別
SQL*Plus を使用したアカウントのロック解除とパスワードのリセットを使用したアカウントのロック解除とパスワードのリセットを使用したアカウントのロック解除とパスワードのリセットを使用したアカウントのロック解除とパスワードのリセット
ユーザー・アカウントのパスワードのロック解除とリセットを SQL*Plus を使用して行う手順
は、次のとおりです。

1. SQL*Plus を起動し、SYS ユーザーとしてログインして SYSDBA で接続します。

$ sqlplus /nolog
SQL> CONNECT SYS/SYS_password AS SYSDBA

2. 次のコマンドを入力します。accountはロックを解除するユーザー・アカウント、
passwordは新規パスワードです。

SQL> ALTER USER account [ IDENTIFIED BY password ] ACCOUNT UNLOCK;

各項目の意味は次のとおりです。

� ACCOUNT UNLOCK句によりアカウントのロックを解除します。

� IDENTIFIED BY password句を使用してパスワードをリセットします。

データベースの識別データベースの識別データベースの識別データベースの識別
Oracle Database 10g ソフトウェアで、データベースをグローバル・データベース名により識別
します。グローバル・データベース名は、データベース名とデータベース・ドメインで構成さ
れます。通常、データベース・ドメインはネットワーク・ドメインと同じですが、異なる場合
もあります。グローバル・データベース名では、あるデータベースが同じネットワーク内の他
のデータベースと一意に区別されます。グローバル・データベース名は、インストール時に
データベースを作成するときに指定するか、またはデータベース・コンフィギュレーション・
アシスタントを使用して指定します。次に例を示します。

sales.us.oracle.com

各項目の意味は次のとおりです。

� salesは、データベース名です。データベース名は 30 文字以内の文字列で、英数字、アン
ダースコア（_）、ドル記号（$）およびシャープ記号（#）を含めることができます。デー
タベース名は DB_NAME 初期化パラメータで指定します。

� us.oracle.comは、データベースが位置するデータベース・ドメインです。この例では、
データベース・ドメインはネットワーク・ドメインと同じです。データベース名とデータ
ベース・ドメインの組合せにより、グローバル・データベース名が一意になります。ドメ
イン部分は 128 文字以内の文字列で、英数字、アンダースコア（_）およびシャープ記号

（#）を含めることができます。データベース・ドメイン名は DB_DOMAIN 初期化パラ
メータで指定します。

DB_NAME パラメータと DB_DOMAIN 名パラメータを組み合せて、初期化パラメータ・ファ
イルの SERVICE_NAMES パラメータに割り当てるグローバル・データベース名の値を作成し
ます。

注意注意注意注意 : アカウントのロックを解除してもパスワードをリセットしないと、
パスワードは期限切れのままです。そのユーザーとして初めて接続する
ユーザーは、そのパスワードを変更する必要があります。

HTTP を介したデータへの無認証アクセスを許可するには、
ANONYMOUS ユーザー・アカウントのロックを解除します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 次の詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してく
ださい。

� インストール後のパスワードのロック解除および変更

� Oracle のセキュリティ手順

� 最適なセキュリティ
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サーバー・パラメータ・ファイルの検索
システム識別子（SID）は、特定のデータベース・インスタンスを識別します。SID により、あ
るインスタンスが同じコンピュータ上の他のインスタンスから一意に区別されます。各データ
ベース・インスタンスには一意の SID とデータベース名が必要です。ほとんどの場合、SID は
グローバル・データベース名のデータベース名部分と同じです。

サーバー・パラメータ・ファイルの検索サーバー・パラメータ・ファイルの検索サーバー・パラメータ・ファイルの検索サーバー・パラメータ・ファイルの検索
デフォルトでは、事前構成済データベースではサーバー・パラメータ・ファイル
spfilesid.oraが使用されます。このファイルは、$ORACLE_HOME/dbsディレクトリに格
納されています。ただし、データベースに自動ストレージ管理または RAW デバイス記憶域を
選択した場合、データベース・コンフィギュレーション・アシスタントでは通常、サーバー・
パラメータ・ファイルに対して同じ記憶域メカニズムが使用されます。

サーバー・パラメータ・ファイルが $ORACLE_HOME/dbsディレクトリにない場合、データ
ベースでは、初期化パラメータ・ファイルの SPFILE パラメータを使用して、サーバー・パラ
メータ・ファイルを検索します。デフォルトの初期化パラメータ・ファイルは
$ORACLE_HOME/dbs/initsid.oraです。

Oracle Enterprise Manager Database Control を使用すると、サーバー・パラメータ・ファイル
の位置とすべての初期化パラメータのリストを表示できます。この操作の手順は次のとおりで
す。

1. Database Control にログインします。

2. 「管理」「管理」「管理」「管理」をクリックします。

3. 管理ページの「インスタンス」セクションで「すべての初期化パラメータ」「すべての初期化パラメータ」「すべての初期化パラメータ」「すべての初期化パラメータ」をクリックし
ます。

各初期化パラメータの現行の値を示す表が表示されます。

4. 「「「「SPFile」」」」をクリックします。

サーバー・パラメータ・ファイルに指定されている各初期化パラメータの値を示す表が表
示されます。この表の上に、サーバー・パラメータ・ファイルの位置が表示されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Database Control へのログインについては、5-2 ページの
「Oracle Enterprise Manager Database Control へのログイン」を参照して
ください。
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表領域、データファイル、REDO ログ・ファイルおよび制御ファイルの確認
表領域、データファイル、表領域、データファイル、表領域、データファイル、表領域、データファイル、REDO ログ・ファイルおよび制御ログ・ファイルおよび制御ログ・ファイルおよび制御ログ・ファイルおよび制御
ファイルの確認ファイルの確認ファイルの確認ファイルの確認

次の各項では、表領域、データファイル、REDO ログ・ファイルおよび制御ファイルについて
説明します。

� 表領域とデータファイルの識別

� REDO ログ・ファイルの位置

� 制御ファイルの位置

表領域とデータファイルの識別表領域とデータファイルの識別表領域とデータファイルの識別表領域とデータファイルの識別
Oracle データベースは、表領域と呼ばれる小さい論理領域に分割されています。各表領域は、1
つ以上の物理データファイルに対応しています。データファイルには、表や索引など、論理
データベース構造の内容が含まれています。各データファイルを関連付けられる表領域および
データベースは 1 つのみです。

表 5-2 に、デフォルトの事前構成済データベースの表領域を示します。

Oracle Enterprise Manager Database Control を使用して、データベースで使用されるデータ
ファイルおよび関連する表領域のリストを表示する手順は、次のとおりです。

1. Database Control にログインします。

2. 「管理」「管理」「管理」「管理」をクリックします。

3. 管理ページの「記憶域」セクションで「データファイル」「データファイル」「データファイル」「データファイル」をクリックします。

各データファイルを示す表および各データファイルに関連付けられている表領域が表示さ
れます。

注意注意注意注意 : SYSAUX 表領域および SYSTEM 表領域は、すべての Oracle 
Database 10g データベースに存在する必要があります。

表表表表 5-2 表領域と説明表領域と説明表領域と説明表領域と説明

表領域表領域表領域表領域 説明説明説明説明

EXAMPLE サンプル・スキーマを組み込んだ場合は、それが格納されます。

SYSAUX SYSTEM 表領域の補助表領域として機能します。これまで SYSTEM 表領

域を使用していた一部の製品およびオプションでは、SYSAUX 表領域が

使用されるようになり、SYSTEM 表領域の負荷が低減しています。

SYSTEM Oracle データベースに必要な表、ビューおよびストアド・プロシージャの

定義を含むデータ・ディクショナリが格納されます。

TEMP SQL 文の処理時に一時表および索引が格納されます。

UNDOTBS1 UNDO 情報が格納されます。

USERS データベース・ユーザーにより作成されたデータベース・オブジェクトが
格納されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 表領域とデータファイルの詳細は、『Oracle Database 概要』
および『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Database Control へのログインについては、5-2 ページの
「Oracle Enterprise Manager Database Control へのログイン」を参照して
ください。
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表領域、データファイル、REDO ログ・ファイルおよび制御ファイルの確認
REDO ログ・ファイルの位置ログ・ファイルの位置ログ・ファイルの位置ログ・ファイルの位置
事前構成済データベースでは、3 つの REDO ログ・ファイルが使用されます。REDO ログ・
ファイルには、データベース・バッファ・キャッシュ内のデータに対する変更がすべて記録さ
れます。インスタンスに障害が発生すると、Oracle Database 10g では REDO ログ・ファイルを
使用して、メモリー内で変更のあったデータがリカバリされます。

Oracle Database では、REDO ログ・ファイルが循環方式で使用されます。たとえば、オンライ
ン REDO ログが 3 つのファイルで構成されている場合、Oracle Database では最初のファイル、
次に 2 番目、最後に 3 番目のファイルが順に埋められていきます。次のサイクルでは、この 3
つのファイルが最初のファイルから順番に再利用されて埋められていきます。

Oracle Enterprise Manager Database Control を使用して事前構成済データベースの REDO ロ
グ・ファイルを表示または変更する手順は、次のとおりです。

1. Database Control にログインします。

2. 「管理」「管理」「管理」「管理」をクリックします。

3. 「管理」ページの「記憶域」セクションで「「「「REDO ログ・グループ」ログ・グループ」ログ・グループ」ログ・グループ」をクリックします。

データベースで使用される REDO ログ・グループを示す表が表示されます。

4. 特定のグループに関連付けられた REDO ログ・ファイルの名前と位置を表示するには、そ
のグループを選択して「表示」「表示」「表示」「表示」をクリックします。

制御ファイルの位置制御ファイルの位置制御ファイルの位置制御ファイルの位置
事前構成済データベースでは、3 つの制御ファイルが使用されます。データベースごとに 3 つ
以上の制御ファイルを保持し、CONTROL_FILES 初期化パラメータを設定して各ファイルの位
置を指定することをお薦めします。

制御ファイルは管理ファイルです。Oracle Database 10g では、データベースを起動して実行す
るには制御ファイルが必要です。制御ファイルでは、データベースの物理構造が定義されます。
たとえば、データベース名と、データベースのデータファイルおよび REDO ログ・ファイルの
名前と位置が定義されます。

Oracle Enterprise Manager Database Control を使用して、事前構成済データベースの制御ファ
イル情報を表示する手順は、次のとおりです。

1. Database Control にログインします。

2. 「管理」「管理」「管理」「管理」をクリックします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Database Control を使用して表領域を表示、変更および作成
する方法の詳細は、Database Control ウィンドウの「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」をクリック
して確認してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : REDO ログ・ファイルの詳細は、『Oracle Database バック
アップおよびリカバリ基礎』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Database Control へのログインについては、5-2 ページの
「Oracle Enterprise Manager Database Control へのログイン」を参照して
ください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Database Control を使用して REDO ログ・ファイルを表示、
変更および作成する方法の詳細は、Database Control ウィンドウの「ヘル「ヘル「ヘル「ヘル
プ」プ」プ」プ」をクリックして確認してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Database Control へのログインについては、5-2 ページの
「Oracle Enterprise Manager Database Control へのログイン」を参照して
ください。
Oracle Database スタート・ガイド 5-11



表領域、データファイル、REDO ログ・ファイルおよび制御ファイルの確認
3. 管理ページの「記憶域」セクションで「制御ファイル」「制御ファイル」「制御ファイル」「制御ファイル」をクリックします。

データベースで使用される制御ファイルを示す表が表示されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Database Control を使用して制御ファイル情報を表示し、そ
のバックアップを作成して追跡する方法の詳細は、Database Control ウィ
ンドウの「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」をクリックして確認してください。

CONTROL_FILES 初期化パラメータ値の設定の詳細は、『Oracle Database 
管理者ガイド』を参照してください。
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Oracle ソフトウェアの
6

Oracle ソフトウェアの削除ソフトウェアの削除ソフトウェアの削除ソフトウェアの削除

この章では、Oracle ホーム・ディレクトリからすべての Oracle データベース、インスタンスお
よびソフトウェアを完全に削除する方法について説明します。この章の内容は、次のとおりで
す。

� 概要

� すべてのインスタンスの識別

� Oracle Database の削除

� 自動ストレージ管理インスタンスの削除

� Oracle Cluster Synchronization Services の再構成

� Oracle ソフトウェアの削除

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Real Application Clusters インストールを削除する場合の
詳細は、『Oracle Real Application Clusters インストレーションおよび構成』
を参照してください。

製品を個別に削除する場合は、その製品固有のマニュアルを参照して要件と
制限事項を確認してください。
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概要
概要概要概要概要
すべての Oracle データベース、インスタンスおよびソフトウェアを Oracle ホーム・ディレク
トリから完全に削除するには、次のタスクを実行する必要があります。

� Oracle ホームに関連付けられているすべてのインスタンスの識別

� データベースおよび自動ストレージ管理インスタンスの削除

� プロセスの停止

� Oracle Cluster Synchronization Services デーモンの再構成（必要な場合）

� Oracle ソフトウェアの削除

すべてのインスタンスの識別すべてのインスタンスの識別すべてのインスタンスの識別すべてのインスタンスの識別
削除する Oracle ホームに関連付けられているインスタンスをすべて識別するには、次のコマン
ドを入力します。

$ more /etc/oratab

このコマンドの出力には、次のようなエントリが含まれます。

+ASM:/u01/app/oracle/product/10.2.0/db_1:N
CUST:/u01/app/oracle/product/10.2.0/db_1:N

これらのエントリは、+ASM Automatic Storage Manager インスタンスと CUST Oracle データ
ベース・インスタンスが、/u01/app/oracle/product/10.2.0/db_1 Oracle ホーム・ディ
レクトリに関連付けられていることを示します。

Oracle Database の削除の削除の削除の削除
Oracle Database ソフトウェアを完全に削除するには、インストール済のデータベースをすべて
削除する必要があります。Oracle データベースを削除する手順は、次のとおりです。

1. oracleユーザーとしてログインします。

$ su - oracle

2. 次のように oraenvまたは coraenvスクリプトを実行して、削除するデータベースの環
境を設定します。

� Bourne、Bash または Korn シェルの場合

$ . /usr/local/bin/oraenv

� C シェルの場合

% source /usr/local/bin/coraenv

3. プロンプトに対して、削除するデータベースの SID を指定します。

4. 次のように入力してデータベース・コンフィギュレーション・アシスタントを起動します。

$ dbca

「ようこそ」ウィンドウが表示されます。

注意注意注意注意 : Oracle データベースを削除すると、データベース内のデータもす
べて削除されます。このデータを保存する必要がある場合は、削除前に
データベースのバックアップを作成してください。
6-2 Oracle Database インストレーション・ガイド



自動ストレージ管理インスタンスの削除
5. 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

「操作」ウィンドウが表示されます。

6. 「データベースの削除」「データベースの削除」「データベースの削除」「データベースの削除」を選択して「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

7. 削除するデータベースを選択して「終了」「終了」「終了」「終了」をクリックします。

8. 表示されるウィンドウで、そのデータベースを削除することを確認します。

9. データベース・コンフィギュレーション・アシスタントでデータベースを削除すると、別
の操作を実行するかどうかを選択するプロンプトが表示されます「はい」「はい」「はい」「はい」をクリックして

「操作」画面に戻るか、または「いいえ」「いいえ」「いいえ」「いいえ」をクリックしてデータベース・コンフィギュレー
ション・アシスタントを終了します。他のデータベースを削除する場合は、「はい」「はい」「はい」「はい」をク
リックして手順 6 ～ 8 を繰り返します。

自動ストレージ管理インスタンスの削除自動ストレージ管理インスタンスの削除自動ストレージ管理インスタンスの削除自動ストレージ管理インスタンスの削除
Oracle データベース・ソフトウェアを完全に削除するには、Oracle ホームで実行しているすべ
ての自動ストレージ管理インスタンスも削除する必要があります。自動ストレージ管理インス
タンスを削除する手順は、次のとおりです。

1. 必要な場合は、oracleユーザーとしてログインします。

$ su - oracle

2. 次のように oraenvまたは coraenvスクリプトを実行して、削除する自動ストレージ管
理インスタンスの環境を設定します。

� Bourne、Bash または Korn シェルの場合

$ . /usr/local/bin/oraenv

� C シェルの場合

$ source /usr/local/bin/coraenv

3. プロンプトに対して、削除する自動ストレージ管理インスタンスの SID を指定します。

4. 自動ストレージ管理インスタンスに SYS ユーザーとして接続します。

$ sqlplus "SYS/SYS_PASSWORD AS SYSDBA"

5. 次のコマンドを入力して、自動ストレージ管理インスタンスを使用中の Oracle データベー
スがあるかどうかを判断します。

SQL> SELECT INSTANCE_NAME FROM V$ASM_CLIENT;

このコマンドを実行すると、この自動ストレージ管理インスタンスを使用中のデータベー
ス・インスタンスがすべて表示されます。

注意注意注意注意 : このコマンドで表示されるのは、実行中のデータベース・インス
タンスのみです。この自動ストレージ管理インスタンスには、実行中でな
い他のインスタンスが関連付けられている可能性があります。

この Oracle ホームからデータベースを削除しても、このコマンドの出力
にこの自動ストレージ管理インスタンスが他の Oracle ホームにあるデー
タベース・インスタンスをサポートしていることが示される場合は、自動
ストレージ管理インスタンスまたは Oracle ホームを削除しないでくださ
い。
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6. この自動ストレージ管理インスタンスにデータベース・インスタンスが関連付けられてい
ない場合は、次のようにこのインスタンスに関連付けられているディスク・グループを削
除します。

a. 自動ストレージ管理インスタンスに関連付けられているディスク・グループを識別し
ます。

SQL> SELECT NAME FROM V$ASM_DISKGROUP;

b. 削除するディスク・グループごとに、次のようなコマンドを入力します。

SQL> DROP DISKGROUP name INCLUDING CONTENTS;

7. 次のコマンドを入力して自動ストレージ管理インスタンスを停止します。

SQL> SHUTDOWN

8. /etc/oratabファイルから自動ストレージ管理インスタンスのエントリを削除します。

Oracle Cluster Synchronization Services の再構成の再構成の再構成の再構成
Oracle Cluster Synchronization Services（CSS）は、自動ストレージ管理インスタンスの構成時
に、root.shスクリプトによって構成されるデーモン・プロセスです。このプロセスは、シス
テム・ブートのたびに起動するように構成されています。このデーモン・プロセスは、Oracle 
Automatic Storage Management とデータベース・インスタンス間の同期をとるために必要で
す。Oracle データベースがデータベース・ファイルの記憶域に自動ストレージ管理を使用して
いる場合は、このプロセスの実行が必要です。

Oracle Database 10g の Oracle ホームを削除する前に、その Oracle ホームから CSS デーモンが
実行されているかどうか、および他の Oracle Database 10g の Oracle ホームがシステムに存在
しているかどうかを判断する必要があります。

� 削除する Oracle Database 10g Oracle ホームがシステムにインストールされている唯一の
Oracle Database 10g である場合は、CSS デーモンの構成を削除できます。

� 削除する Oracle Database 10g の Oracle ホームから CSS デーモンが実行されており、システ
ム上に他の Oracle Database 10g がインストールされている場合は、別の Oracle Database 
10g の Oracle ホームから CSS デーモンを実行するように再構成する必要があります。

次の各項では、各タスクの実行方法について説明します。

� Oracle Database 10g Oracle ホームの識別

� Oracle CSS デーモンの再構成

� Oracle CSS デーモン構成の削除

注意注意注意注意 : 自動ストレージ管理ディスク・グループを削除すると、ディスク・
デバイスが必要に応じて他の自動ストレージ管理インスタンスで使用可能
になります。ただし、そのディスク・グループのデータはすべて失われま
す。ディスク・グループを削除する前に、そのデータを必要とする他の
データベース・インスタンスが存在しないことを確認してください。

注意注意注意注意 : Oracle Real Application Clusters（RAC）がインストールされてい
るクラスタ・システムの場合、CSS デーモンは Oracle Clusterware のイン
ストール時に構成されます。Oracle CRS が実行されているシステムで
RAC または Oracle Clusterware を削除する方法については、『Oracle 
Database Oracle Clusterware および Oracle Real Application Clusters イン
ストレーション・ガイド for HP-UX』を参照してください。
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Oracle Database 10g Oracle ホームの識別ホームの識別ホームの識別ホームの識別
Oracle Database 10g のすべての Oracle ホーム・ディレクトリを識別するには、次のコマンドを
入力します。

$ more /etc/oratab

出力から、Oracle Database 10g がインストールされている Oracle ホーム・ディレクトリを識別
します。通常、Oracle Database 10g が含まれている Oracle ホームは、次のようなパスになりま
す。ただし、異なるパスが使用されることもあります。

/mount_point/app/oracle/product/10.2.0/db_n

Oracle Database 10g が含まれている Oracle ホーム・ディレクトリが 1 つのみ存在している場合
に、Oracle CSS デーモン構成を削除する方法は、6-6 ページの「Oracle CSS デーモン構成の削
除」を参照してください。 

複数の Oracle Database 10g Oracle ホーム・ディレクトリが識別された場合は、次の Oracle 
CSS デーモンの再構成の項を参照してください。

Oracle CSS デーモンの再構成デーモンの再構成デーモンの再構成デーモンの再構成
削除しない Oracle ホームから Oracle CSS デーモンが実行されるように、Oracle CSS デーモン
を再構成する手順は、次のとおりです。

1. システム上のすべての Oracle ホーム・ディレクトリで、Oracle Automatic Storage 
Management インスタンスと、自動ストレージ管理をデータベース・ファイル記憶域に使
用している Oracle Database インスタンスをすべて停止します。

2. ユーザーを rootに切り替えます。

3. 次のコマンドを入力して、CSS デーモンの実行に使用している Oracle ホーム・ディレクト
リを識別します。

# more /var/opt/oracle/ocr.loc

このコマンドの出力は、次のようになります。

ocrconfig_loc=/u01/app/oracle/product/10.2.0/db_1/cdata/localhost/local.ocr
local_only=TRUE

ocrconfig_locパラメータには、CSS デーモンが使用する Oracle Cluster Registry
（OCR）の位置を指定します。cdataディレクトリへのパスは、CSS デーモンが実行され
ている Oracle ホーム・ディレクトリ（この例では、
/u01/app/oracle/product/10.2.0/db_1）です。

この Oracle ホーム・ディレクトリが削除対象の Oracle ホームでない場合は、6-7 ページの
「Oracle ソフトウェアの削除」に進んでください。

4. ディレクトリを、削除しない Oracle Database 10g インストール用の Oracle ホーム・ディ
レクトリに変更します。

注意注意注意注意 : local_onlyパラメータの値が FALSE の場合、このシステムには
Oracle Clusterware がインストールされています。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Real Application Clusters または Oracle Clusterware を削
除する方法については、『Oracle Database Oracle Clusterware および Oracle 
Real Application Clusters インストレーション・ガイド for HP-UX』を参照し
てください。
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5. ORACLE_HOME 環境変数を設定して、この Oracle ホーム・ディレクトリへのパスを指定
します。

� Bourne、Bash または Korn シェルの場合

# ORACLE_HOME=/u01/app/oracle/product/10.2.0/db_2;
# export ORACLE_HOME

� C シェルの場合

# setenv ORACLE_HOME /u01/app/oracle/product/10.2.0/db_2

6. 次のコマンドを入力し、この Oracle ホームから実行されるように CSS デーモンを再構成し
ます。

# $ORACLE_HOME/bin/localconfig reset $ORACLE_HOME

このコマンドによって Oracle CSS デーモンが停止し、新しい Oracle ホームで再構成され
た後、システムを再起動します。システムを起動すると、CSS デーモンは新しい Oracle
ホームから自動的に起動します。

7. オリジナルの Oracle ホーム・ディレクトリを削除するには、6-7 ページの「Oracle ソフト
ウェアの削除」を参照してください。

Oracle CSS デーモン構成の削除デーモン構成の削除デーモン構成の削除デーモン構成の削除
Oracle CSS デーモン構成を削除する手順は、次のとおりです。

1. この Oracle ホームに関連付けられているデータベースまたは自動ストレージ管理インスタ
ンスを削除します。これらのタスクの実行方法については、前述の各項を参照してくださ
い。

2. ユーザーを rootに切り替えます。

3. ディレクトリを削除する Oracle ホーム・ディレクトリに移動します。

4. ORACLE_HOME 環境変数を設定して、この Oracle ホーム・ディレクトリへのパスを指定
します。

� Bourne、Bash または Korn シェルの場合

# ORACLE_HOME=/u01/app/oracle/product/10.2.0/db_1
# export ORACLE_HOME

� C シェルの場合

# setenv ORACLE_HOME /u01/app/oracle/product/10.2.0/db_1

5. 次のコマンドを入力し、この Oracle ホームから CSS デーモン構成を削除します。

# $ORACLE_HOME/bin/localconfig delete

このスクリプトによって Oracle CSS デーモンが停止し、CSS デーモン構成が削除されま
す。システムを起動しても、CSS デーモンは起動されません。

注意注意注意注意 : CSS デーモン構成は、他の Oracle Database 10g インストールで
CSS デーモンを必要としないことが明確な場合のみ削除します。
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Oracle ソフトウェアの削除ソフトウェアの削除ソフトウェアの削除ソフトウェアの削除
Oracle Universal Installer を使用して Oracle ホームから Oracle ソフトウェアを削除する手順
は、次のとおりです。

1. 必要な場合は、oracleユーザーとしてログインします。

$ su - oracle

2. ORACLE_HOME 環境変数を設定し、削除する Oracle ホーム・ディレクトリのパスを指定
します。

� Bourne、Bash または Korn シェルの場合

$ ORACLE_HOME=/u01/app/oracle/product/10.2.0/db_1 
$ export ORACLE_HOME

� C シェルの場合

$ setenv ORACLE_HOME /u01/app/oracle/product/10.2.0/db_1

3. この Oracle ホームに関連付けられているデータベース・インスタンスまたは自動ストレー
ジ管理インスタンスを削除して、Oracle CSS デーモンを削除または再構成します。 

 これらのタスクの実行方法については、前述の各項を参照してください。

4. この Oracle ホームで実行中のプロセスを停止します。

5. 次のように入力して Oracle Universal Installer を起動します。

$ $ORACLE_HOME/oui/bin/runInstaller

6. 「ようこそ」ウィンドウで「製品の削除」「製品の削除」「製品の削除」「製品の削除」をクリックします。

「インベントリ」画面が表示され、システム上の Oracle ホームがすべて表示されます。

7. 「インベントリ」画面で、削除する Oracle ホームと製品を選択して「削除」「削除」「削除」「削除」をクリックし
ます。

製品および依存コンポーネントの削除を確認する確認ウィンドウが表示されます。

8. 「はい」「はい」「はい」「はい」をクリックします。

ソフトウェアの削除中には処理の進捗を示すインジケータが表示されます。

注意注意注意注意 : Oracle ソフトウェアの削除には、必ず Oracle Universal Installer
を使用します。Oracle Universal Installer を使用して先にソフトウェアを
削除してから、Oracle ホーム・ディレクトリを削除してください。

プロセス名プロセス名プロセス名プロセス名 コマンドコマンドコマンドコマンド

Database Control $ORACLE_HOME/bin/emctl stop dbconsole

Oracle Net Listener $ORACLE_HOME/bin/lsnrctl stop

iSQL*Plus $ORACLE_HOME/bin/isqlplusctl stop

Ultra Search $ORACLE_HOME/bin/searchctl stop

注意注意注意注意 : Oracle JVM を削除対象として選択すると、Oracle Universal 
Installer では、Oracle JVM に依存するインストール済製品が Oracle 
Database 10g を含めてすべて削除されます。 
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9. 「インベントリ」画面で「閉じる」「閉じる」「閉じる」「閉じる」をクリックします。

10. 製品が削除された後、「取消」「取消」「取消」「取消」をクリックして Oracle Universal Installer を終了してから
「はい」「はい」「はい」「はい」をクリックします。
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レスポンス・ファイルを使用した O
A

レスポンス・ファイルを使用したレスポンス・ファイルを使用したレスポンス・ファイルを使用したレスポンス・ファイルを使用した
Oracle Database のインストールのインストールのインストールのインストール

および構成および構成および構成および構成

この付録では、レスポンス・ファイルを使用して Oracle 製品をインストールおよび構成する方
法について説明します。 この付録の内容は、次のとおりです。

� レスポンス・ファイルの機能

� oraInst.loc ファイルの作成

� レスポンス・ファイルの準備

� レスポンス・ファイルを使用した Oracle Universal Installer の実行

� レスポンス・ファイルを使用した NetCA の実行

� レスポンス・ファイルを使用したデータベース・コンフィギュレーション・アシスタント
の実行
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レスポンス・ファイルの機能レスポンス・ファイルの機能レスポンス・ファイルの機能レスポンス・ファイルの機能
Oracle Universal Installer の起動時にレスポンス・ファイルを指定することで、Oracle ソフト
ウェアのインストールおよび構成を完全または部分的に自動化できます。Oracle Universal 
Installer では、一部またはすべてのプロンプトに対する応答にレスポンス・ファイル内の値が
使用されます。

通常、Oracle Universal Installer は対話型モードで実行されます。つまり、Graphical User 
Interface（GUI）画面に情報の入力を求めるプロンプトが表示されます。レスポンス・ファイ
ルを使用してこの情報を提供する場合は、Oracle Universal Installer をコマンド・プロンプトか
ら次のいずれかのモードで実行します。

� サイレント・モード

すべてのプロンプトに対する応答をレスポンス・ファイルに組み込み、Oracle Universal 
Installer の起動時に -silentオプションを指定すると、Oracle Universal Installer はサイ
レント・モードで実行されます。サイレント・モードによるインストールでは、画面は一
切表示されません。かわりに、インストーラの起動に使用した端末に進捗情報が表示され
ます。 

� 非対話型（抑制）モード

一部またはすべてのプロンプトに対する応答をレスポンス・ファイルに組み込み、
-silentオプションを指定しない場合、Oracle Universal Installer は抑制モードで実行さ
れます。抑制モードによるインストールでは、必要な情報をすべて指定していない画面の
みが表示されます。また、レスポンス・ファイルまたはコマンドライン・オプション内の
変数を使用して、情報の入力を求めないその他のインストーラ画面（「ようこそ」画面や

「サマリー」画面など）を非表示にすることもできます。

サイレント・インストールまたは非対話型インストールの設定を定義するには、レスポンス・
ファイルにリストされる変数の値を入力します。たとえば、Oracle ホーム名を指定するには、
次の例に示すように、ORACLE_HOME_NAME変数に適切な値を指定します。 

ORACLE_HOME_NAME="OraDBHome1"

レスポンス・ファイルの変数設定を指定するには、Oracle Universal Installer の実行時にコマン
ドライン引数として渡す方法もあります。次に例を示します。

$ /directory_path/runInstaller -silent "ORACLE_HOME_NAME=OraDBHome1" ...

このコマンドで、directory_pathは DVD 上の databaseディレクトリのパスまたはハー
ド・ドライブ上の Disk1ディレクトリのパスです。

この方法は、パスワードなどの機密情報をレスポンス・ファイルに埋め込まないようにする場
合に特に便利です。次に例を示します。

$ /directory_path/runInstaller -silent "s_dlgRBOPassword=binks342" ...

変数と設定は引用符で囲んでください。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レスポンス・ファイルの書式の詳細は、『Oracle Univesal 
Installer および Opatch ユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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サイレント・モードまたは非対話型モードを使用する理由サイレント・モードまたは非対話型モードを使用する理由サイレント・モードまたは非対話型モードを使用する理由サイレント・モードまたは非対話型モードを使用する理由
次の表に、Oracle Universal Installer をサイレント・モードまたは抑制モードで実行する理由を
いくつか示します。

データベース・ファイルの記憶域オプションとして自動ストレージ管理をデータベース・ファイルの記憶域オプションとして自動ストレージ管理をデータベース・ファイルの記憶域オプションとして自動ストレージ管理をデータベース・ファイルの記憶域オプションとして自動ストレージ管理を
使用したデータベースの作成使用したデータベースの作成使用したデータベースの作成使用したデータベースの作成

自動ストレージ管理を使用したデータベースを作成する前に、root.shスクリプトを実行する
必要があります。このため、サイレント・モードによるインストールでは、データベース・
ファイルの記憶域オプションとして自動ストレージ管理を使用したデータベースは作成できま
せん。かわりに、サイレント・モードを使用してソフトウェアのみのインストールを実行して
から、root.shスクリプトを実行した後に、Oracle Net コンフィギュレーション・アシスタン
ト（NetCA）およびデータベース・コンフィギュレーション・アシスタントをサイレント・
モードで実行できます。

レスポンス・ファイルの一般的な使用手順レスポンス・ファイルの一般的な使用手順レスポンス・ファイルの一般的な使用手順レスポンス・ファイルの一般的な使用手順
Oracle Universal Installer をサイレント・モードまたは抑制モードで使用し、Oracle 製品をイ
ンストールして構成するための一般的な手順は、次のとおりです。

1. oraInst.locファイルを作成します。

2. レスポンス・ファイルを準備します。

3. Oracle Universal Installer をサイレント・モードまたは抑制モードで実行します。

4. ソフトウェアのみのインストールを完了した場合、必要に応じて、NetCA およびデータ
ベース・コンフィギュレーション・アシスタントをサイレント・モードまたは非対話型
モードで実行します。

ここでは、各手順について説明します。

モードモードモードモード 使用方法使用方法使用方法使用方法

サイレント 次の場合にサイレント・モードを使用します。

� アンアテンド・インストールを実行する場合（atなどのオペレーティン

グ・システム・ユーティリティを使用してスケジュール）

� ユーザーとの対話なしで複数のシステムに同様のインストールを複数実行
する場合

� X Window System ソフトウェアがインストールされていないシステムにソ

フトウェアをインストールする場合

Oracle Universal Installer には、起動に使用した端末に進捗情報が表示されます

が、Oracle Universal Installer 画面は表示されません。

抑制（非対話型） 複数のシステムに類似する Oracle ソフトウェアをインストールし、すべての

Oracle Universal Installer プロンプトではなく一部にのみデフォルトの応答を指

定する場合、抑制モードを使用します。

特定のインストーラ画面に必要な情報をレスポンス・ファイルに指定しない場
合、Oracle Universal Installer でその画面が表示されます。必要な情報をすべて

指定した画面は表示されません。

注意注意注意注意 : この制限は、データベース・ファイルの記憶域オプションとして自動
ストレージ管理を使用するデータベースにのみ適用されます。サイレント・
モードによるインストールでは、ファイル・システムまたは RAW デバイス
記憶域オプションを使用するデータベースを作成できます。

注意注意注意注意 : Oracle Universal Installer をサイレント・モードまたは抑制モードで
実行する前に、システム上で必要なインストール前の作業をすべて完了して
おく必要があります。
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oraInst.loc ファイルの作成
oraInst.loc ファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成
Oracle Universal Installer を使用してサイレント・モードまたは抑制モードで Oracle 製品をイ
ンストールする場合に、oraInst.locファイルが存在しなければ手動で作成する必要があり
ます。このファイルでは Oracle インベントリ・ディレクトリの位置を指定します。このディレ
クトリには、Oracle Universal Installer によりシステムにインストールされた Oracle 製品のイ
ンベントリが作成されます。

oraInst.locファイルを作成する手順は、次のとおりです。

1. ユーザーを rootに切り替えます。

$ su - root

2. /var/opt/oracleディレクトリが存在しない場合は作成します。

# mkdir -p /var/opt/oracle

3. 次のようにディレクトリを変更します。

# cd /var/opt/oracle

4. テキスト・エディタを使用して、次の行を含む oraInst.locファイルを作成します。

inventory_loc=ORACLE_BASE/oraInventory
inst_group=

この例で、ORACLE_BASEは Oracle ベース・ディレクトリのパス（/01/app/oracleな
ど）です。

5. 次のコマンドを入力して、oraInst.locファイルの適切な所有者、グループおよび権限
を設定します。

# chown oracle:oinstall oraInst.loc
# chmod 664 oraInst.loc

注意注意注意注意 : Oracle ソフトウェアがシステムにすでにインストールされている
場合は、oraInst.locファイルが存在することがあります。このファイ
ルが存在する場合、作成する必要はありません。
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レスポンス・ファイルの準備
レスポンス・ファイルの準備レスポンス・ファイルの準備レスポンス・ファイルの準備レスポンス・ファイルの準備
この項では、サイレント・モードまたは抑制モードのインストール時に使用するレスポンス・
ファイルを準備する方法について説明します。

� レスポンス・ファイル・テンプレートの編集

� レスポンス・ファイルの記録

レスポンス・ファイル・テンプレートの編集レスポンス・ファイル・テンプレートの編集レスポンス・ファイル・テンプレートの編集レスポンス・ファイル・テンプレートの編集
この方法は、Enterprise Edition または Standard Edition インストール・タイプの場合に使用す
ると便利です。

Oracle には、製品、インストール・タイプおよび構成ツールごとに、レスポンス・ファイルの
テンプレートが用意されています。 これらのファイルは、インストール・メディアの
database/responseディレクトリにあります。

表 A-1 に、Oracle Database で提供されるレスポンス・ファイルを示します。

レスポンス・ファイルをコピーして変更する手順は、次のとおりです。

1. レスポンス・ファイル・ディレクトリからシステム上のディレクトリに、レスポンス・
ファイルをコピーします。

$ cp /directory_path/response/response_file.rsp local_directory

この例で、directory_pathはインストール・メディア上の databaseディレクトリへ
のパスです。ソフトウェアをハード・ドライブにコピーしている場合、そのファイルは、
responseディレクトリで必要に応じて編集できます。

2. テキスト・エディタでレスポンス・ファイルを開きます。

$ vi /local_dir/response_file.rsp

Oracle Database インストール固有の設定を編集するのみでなく、FROM_LOCATIONのパス
が適切で、インストール・メディア上の stageディレクトリにある products.xmlファ
イルを指していることを確認します。この変数は、絶対パスを指すように設定できます。
次に例を示します。

FROM_LOCATION="/directory_path/stage/products.xml"

パスワードなどの機密情報は、レスポンス・ファイル内ではなくコマンドラインで指定で
きることに注意してください。この方法については、A-2 ページの「レスポンス・ファイ
ルの機能」を参照してください。

注意注意注意注意 : ソフトウェアをハード・ディスクにコピーした場合、レスポンス・
ファイルは Disk1/responseディレクトリにあります。

表表表表 A-1 レスポンス・ファイルレスポンス・ファイルレスポンス・ファイルレスポンス・ファイル

レスポンス・ファイルレスポンス・ファイルレスポンス・ファイルレスポンス・ファイル 説明説明説明説明

enterprise.rsp Oracle Database 10g Enterprise Edition のインストール

standard.rsp Oracle Database 10g Standard Edition のインストール

custom.rsp Oracle Database 10g のカスタム・インストール

dbca.rsp データベース・コンフィギュレーション・アシスタント

netca.rsp Oracle Net Configuration Assistant

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レスポンス・ファイルの作成方法の詳細は、『Oracle Universal 
Installer および Opatch ユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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レスポンス・ファイルの準備
3. ファイルに記述されている指示に従ってファイルを編集します。

4. ファイルに対する権限を 700 に変更します。

$ chmod 700 /local_dir/response_file.rsp

レスポンス・ファイルの記録レスポンス・ファイルの記録レスポンス・ファイルの記録レスポンス・ファイルの記録
Oracle Universal Installer を対話型モードで使用してレスポンス・ファイルを記録し、このファ
イルを編集してからサイレント・モードまたは抑制モードのインストールに使用できます。こ
の方法は、カスタム・インストールまたはソフトウェアのみのインストールの場合に使用する
と便利です。

レスポンス・ファイルを記録するときに、インストールを完了するか、または Oracle 
Universal Installer がシステムへのソフトウェアのコピーを開始する前に、「サマリー」ページ
で Oracle Universal Installer を終了できます。

非対話型モードによるインストール中に記録モードを使用すると、Oracle Universal Installer で
は、オリジナルのソース・レスポンス・ファイルに指定されていた変数値が新規のレスポン
ス・ファイルに記録されます。 

レスポンス・ファイルを記録する手順は、次のとおりです。

1. 第 2 章に示したインストール前の作業を完了します。

レスポンス・ファイルを記録するために Oracle Universal Installer を起動すると、システ
ムをチェックして、ソフトウェアをインストールするための要件を満たしているかどうか
が検証されます。このため、必要なインストール前の作業をすべて完了してから、インス
トールの実行中にレスポンス・ファイルを記録することをお薦めします。

2. システムに初めて Oracle ソフトウェアをインストールする場合は、前の項の説明に従っ
て、oraInst.locファイルを作成します。

3. Oracle ソフトウェア所有者ユーザー（通常は oracle）に、Oracle Universal Installer の実
行時に指定する Oracle ホーム・パスの作成または書込み権限があることを確認します。

注意注意注意注意 : レスポンス・ファイルを適切に構成しないと、Oracle Universal 
Installer またはコンフィギュレーション・アシスタントは失敗します。失
敗したサイレント・モード・インストールのトラブルシューティングの詳
細は、G-5 ページの「サイレント・モードでのレスポンス・ファイルのエ
ラー処理」を参照してください。

注意注意注意注意 : 完全に指定した Oracle Database インストールのレスポンス・ファ
イルには、データベース管理アカウントのパスワードと、OSDBA グルー
プのメンバーであるユーザーのパスワード（自動バックアップに必要）が
含まれています。したがって、レスポンス・ファイルを表示または変更で
き、インストール完了後にそれらのファイルの削除を検討できるのは、
Oracle ソフトウェアを所有しているユーザーのみに限定する必要がありま
す。

注意注意注意注意 : 基本インストール方法を使用したインストールでは、レスポンス・
ファイルの作成にレコード・モードを使用できません。
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レスポンス・ファイルの準備
4. レスポンス・ファイルを記録するには、次のようなコマンドを入力して Oracle Universal 
Installer を起動します。

$ /directory_path/runInstaller -record -destinationFile response_filename

各項目の意味は次のとおりです。

� directory_pathは、DVD 上の databaseディレクトリのパスまたはハード・ドラ
イブ上の Disk1ディレクトリのパスです。

� -recordパラメータは、入力する応答をレスポンス・ファイルに記録するように指定
します。

� response_filenameは、記録するレスポンス・ファイルのフルパスとファイル名で
す。

5. Oracle Universal Installer の各画面で、必要な情報を指定します。

6. Oracle Universal Installer で「サマリー」画面が表示された時点で、次のいずれかのアク
ションを実行します。

� 「インストール」「インストール」「インストール」「インストール」をクリックしてレスポンス・ファイルを作成してから、インストール
を続行します。

� 「取消」「取消」「取消」「取消」、「はい」「はい」「はい」「はい」の順にクリックしてレスポンス・ファイルを作成し、ソフトウェアを
インストールせずに Oracle Universal Installer を終了します。

レスポンス・ファイルは、-destinationFileオプションで指定した場所に保存されま
す。

7. インストールを完了していない場合は、「ファイルの場所の指定」画面で指定したパスを使
用して Oracle Universal Installer が作成した Oracle ホーム・ディレクトリを削除します。

8. 記録したレスポンス・ファイルを別のシステムで使用するには、ファイルを編集して必要
な変更を加えます。

レスポンス・ファイルの編集時には、参考としてファイル内の指示を使用します。

注意注意注意注意 : レスポンス・ファイルへの相対パスを指定しないでください。相
対パスを指定すると、Oracle Universal Installer は正常に動作しません。
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レスポンス・ファイルを使用した Oracle Universal Installer の実行
レスポンス・ファイルを使用したレスポンス・ファイルを使用したレスポンス・ファイルを使用したレスポンス・ファイルを使用した Oracle Universal Installer の実行の実行の実行の実行
これで、作成したレスポンス・ファイルを指定してコマンドラインから Oracle Universal 
Installer を実行し、インストールを実行する準備ができました。Oracle Universal Installer の実
行可能ファイル runInstallerには、複数のオプションが用意されています。これらのオプ
ション・セット全体のヘルプ情報を見るには、次のように -helpオプションを指定して
setup.exeを実行します。

$ directory_path/runInstaller -help

少し後にウィンドウにヘルプ情報が表示されます。 

レスポンス・ファイルを使用して Oracle Universal Installer を実行する手順は、次のとおりで
す。

1. 第 2 章に示したインストール前の作業を完了します。

2. Oracle ソフトウェア所有者ユーザー（通常は oracle）としてログインします。

3. 抑制モードでインストールを実行する場合、DISPLAY環境変数を設定します。

4. サイレント・モードまたは抑制モードで Oracle Universal Installer を起動するには、次の
ようなコマンドを入力します。

$ /directory_path/runInstaller [-silent] [-noconfig] -responseFile 
responsefilename

各項目の意味は次のとおりです。

� directory_pathは、DVD 上の databaseディレクトリのパスまたはハード・ドラ
イブ上の Disk1ディレクトリのパスです。

� -silentは、Oracle Universal Installer をサイレント・モードで実行することを示し
ます。

� -noconfigを指定すると、インストール時にコンフィギュレーション・アシスタント
の実行が抑制され、かわりにソフトウェアのみのインストールが実行されます。

� responsefilenameは、構成したインストール・レスポンス・ファイルのフルパス
とファイル名です。

5. インストールが完了したら、rootユーザーとしてログインし、root.shスクリプトを実
行します。

$ su
# /oracle_home_path/root.sh

注意注意注意注意 : サイレント・モードでインストールを実行する場合は、DISPLAY環
境変数を設定する必要はありません。

注意注意注意注意 : レスポンス・ファイルへの相対パスを指定しないでください。相
対パスを指定すると、Oracle Universal Installer は正常に動作しません。

注意注意注意注意 : runInstallerコマンドのその他のオプションの詳細は、次のコマ
ンドを入力してください。

$ /directory_path/runInstaller -help
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レスポンス・ファイルを使用した NetCA の実行
レスポンス・ファイルを使用したレスポンス・ファイルを使用したレスポンス・ファイルを使用したレスポンス・ファイルを使用した NetCA の実行の実行の実行の実行
NetCA をサイレント・モードで実行すると、システムにおける Oracle Net Listener の構成およ
び起動、ネーミング方法の構成、および Oracle Net サービス名の構成が可能です。NetCA をサ
イレント・モードで実行するには、レスポンス・ファイル・テンプレートをコピーおよび編集
する必要があります。 Oracle では、DVD の database/responseディレクトリの response
ディレクトリに、netca.respというレスポンス・ファイル・テンプレートを提供していま
す。

レスポンス・ファイルを使用して NetCA を実行する手順は、次のとおりです。

1. レスポンス・ファイルのディレクトリからシステム上のディレクトリに、レスポンス・
ファイル・テンプレート netca.rspをコピーします。

$ cp /directory_path/response/netca.rsp local_directory

この例で、directory_pathは DVD 上の databaseディレクトリのパスです。ソフト
ウェアをハード・ドライブにコピーしている場合、そのファイルは、responseディレク
トリで必要に応じて編集できます。

2. テキスト・エディタでレスポンス・ファイルを開きます。

$ vi /local_dir/netca.rsp

3. ファイルに記述されている指示に従ってファイルを編集します。

4. Oracle ソフトウェア所有者ユーザーとしてログインし、ORACLE_HOME環境変数を設定し
て適切な Oracle ホーム・ディレクトリを指定します。

5. 次のようなコマンドを入力して NetCA をサイレント・モードで実行します。

$ $ORACLE_HOME/bin/netca /silent /responsefile /local_dir/netca.rsp

各項目の意味は次のとおりです。

� /silentオプションは、NetCA をサイレント・モードで実行することを示します。

� local_dirは、レスポンス・ファイル・テンプレート netca.rspをコピーしたディ
レクトリのフルパスです。

注意注意注意注意 : ソフトウェアをハード・ディスクにコピーした場合、レスポンス・
ファイル・テンプレートは Disk1/responseディレクトリにあります。

注意注意注意注意 : レスポンス・ファイルを適切に構成しないと、NetCA に障害が発
生します。 
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レスポンス・ファイルを使用したデータベース・コンフィギュレーション・アシスタントの実行
レスポンス・ファイルを使用したデータベース・コンフィギュレスポンス・ファイルを使用したデータベース・コンフィギュレスポンス・ファイルを使用したデータベース・コンフィギュレスポンス・ファイルを使用したデータベース・コンフィギュ
レーション・アシスタントの実行レーション・アシスタントの実行レーション・アシスタントの実行レーション・アシスタントの実行

データベース・コンフィギュレーション・アシスタントを非対話型モードまたはサイレント・
モードで実行し、システムで Oracle Database を構成および起動できます。データベース・コ
ンフィギュレーション・アシスタントを非対話型モードまたはサイレント・モードで実行する
には、レスポンス・ファイル・テンプレートをコピーおよび編集する必要があります。 Oracle
では、DVD の database/responseディレクトリに dbca.respというレスポンス・ファイ
ル・テンプレートを提供しています。

この項の内容は、次のとおりです。

� 非対話型モードでのデータベース・コンフィギュレーション・アシスタントの使用

� サイレント・モードでのデータベース・コンフィギュレーション・アシスタントの使用

� 非対話型モードまたはサイレント・モードでのデータベース・コンフィギュレーション・
アシスタントの実行

非対話型モードでのデータベース・コンフィギュレーション・アシスタント非対話型モードでのデータベース・コンフィギュレーション・アシスタント非対話型モードでのデータベース・コンフィギュレーション・アシスタント非対話型モードでのデータベース・コンフィギュレーション・アシスタント
の使用の使用の使用の使用

非対話型モードでは、レスポンス・ファイルで、またはコマンドライン・オプションとして指
定した値がデータベース・コンフィギュレーション・アシスタントで使用され、データベース
が作成されます。DBCA でデータベースを構成して起動すると、ステータス・メッセージおよ
びプログレス・バーを含むウィンドウが表示されます。表示されるウィンドウは、Enterprise 
Edition インストールまたは Standard Edition インストールで事前構成済データベースの作成を
選択した場合に表示されるウィンドウと同じです。 

データベース・コンフィギュレーション・アシスタントを非対話型モードで実行するには、グ
ラフィック表示を使用し、DISPLAY 環境変数を設定する必要があります。

サイレント・モードでのデータベース・コンフィギュレーション・アシスタサイレント・モードでのデータベース・コンフィギュレーション・アシスタサイレント・モードでのデータベース・コンフィギュレーション・アシスタサイレント・モードでのデータベース・コンフィギュレーション・アシスタ
ントの使用ントの使用ントの使用ントの使用

サイレント・モードでは、レスポンス・ファイルで、またはコマンドライン・オプションとし
て指定した値がデータベース・コンフィギュレーション・アシスタントで使用され、データ
ベースが作成されます。データベース・コンフィギュレーション・アシスタントでは、データ
ベースの作成中に画面または情報は表示されません。

注意注意注意注意 : ソフトウェアをハード・ディスクにコピーした場合、レスポンス・
ファイル・テンプレートは Disk1/responseディレクトリにあります。
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レスポンス・ファイルを使用したデータベース・コンフィギュレーション・アシスタントの実行
非対話型モードまたはサイレント・モードでのデータベース・コンフィギュ非対話型モードまたはサイレント・モードでのデータベース・コンフィギュ非対話型モードまたはサイレント・モードでのデータベース・コンフィギュ非対話型モードまたはサイレント・モードでのデータベース・コンフィギュ
レーション・アシスタントの実行レーション・アシスタントの実行レーション・アシスタントの実行レーション・アシスタントの実行

データベース・コンフィギュレーション・アシスタントを非対話型モードまたはサイレント・
モードで実行する手順は、次のとおりです。

1. レスポンス・ファイル・ディレクトリからシステム上のディレクトリに、レスポンス・
ファイル・テンプレート dbca.rspをコピーします。

$ cp /directory_path/response/dbca.rsp local_directory

この例で、directory_pathは DVD 上の databaseディレクトリのパスです。ソフト
ウェアをハード・ドライブにコピーしている場合、そのファイルは、responseディレク
トリで必要に応じて編集できます。

2. テキスト・エディタでレスポンス・ファイルを開きます。

$ vi /local_dir/dbca.rsp

3. ファイルに記述されている指示に従ってファイルを編集します。

4. Oracle ソフトウェア所有者ユーザーとしてログインし、ORACLE_HOME環境変数を設定し
て適切な Oracle ホーム・ディレクトリを指定します。

5. データベース・コンフィギュレーション・アシスタントを非対話型モードで実行する場合
は、DISPLAY 環境変数を設定します。

6. 次のようなコマンドを入力し、レスポンス・ファイルを使用して、データベース・コン
フィギュレーション・アシスタントを非対話型モードまたはサイレント・モードで実行し
ます。

$ $ORACLE_HOME/bin/dbca {-progressOnly | -silent} [-cloneTemplate] \
 [-datafileDestination /datafilepath] -responseFile /local_dir/dbca.rsp

各項目の意味は次のとおりです。

� -silentオプションは、データベース・コンフィギュレーション・アシスタントをサ
イレント・モードで実行することを示します。

� -progressOnlyオプションは、データベース・コンフィギュレーション・アシスタ
ントを非対話型モードで実行することを示します。

� -cloneTemplateオプションは、次のいずれかの事前構成済データベースを作成する
場合に必要です。

– 汎用目的

– トランザクション処理

– データ・ウェアハウス

注意注意注意注意 : レスポンス・ファイル・テンプレートを編集するかわりに、データ
ベース・コンフィギュレーション・アシスタントを実行したときにコマンド
ライン・オプションとして必要な情報をすべて指定することで、データベー
スを作成できます。サポートされるオプションのリストについては、次のコ
マンドを入力します。

$ $ORACLE_HOME/bin/dbca -help

注意注意注意注意 : レスポンス・ファイルを適切に構成しないと、データベース・コ
ンフィギュレーション・アシスタントは正常に動作しません。 
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レスポンス・ファイルを使用したデータベース・コンフィギュレーション・アシスタントの実行
� -datafileDestinationは、データベース・ファイルを作成する親ディレクトリを
指定します。このオプションを指定しない場合、データベース・ファイルの親ディレ
クトリは、ORACLE_BASE 環境変数が設定されている場合は
$ORACLE_BASE/oradataディレクトリ、ORACLE_BASE が設定されていない場合は
$ORACLE_HOME/oradataディレクトリです。

� local_dirは、レスポンス・ファイル・テンプレート dbca.rspをコピーしたディレ
クトリのフルパスです。
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Oracle ホームのクローニ
B

Oracle ホームのクローニングホームのクローニングホームのクローニングホームのクローニング

Oracle ホームをクローニングするには、Oracle ホームのコピーを作成してから新しい環境向け
に構成する必要があります。Oracle Database の複数インストールを実行する場合は、既存の
Oracle Database インストールからファイルをコピーする方が新バージョンを作成するよりも短
時間ですむため、この方法で Oracle ホームを個別に作成できます。また、この方法はクローニ
ングする Oracle ホームがパッチ適用済の場合にも便利です。この Oracle ホームをクローニン
グすると、新規の Oracle ホームにもパッチ更新がコピーされます。

Oracle ホームをクローニングする手順は、次のとおりです。

1. クローニングする Oracle Database のインストールが正常に完了していることを確認しま
す。 

そのためには、インストール・セッションの installActionsdate_time.logファイ
ルを確認します。通常、このファイルは /orainventory_location/logsディレクト
リにあります。 

パッチをインストール済の場合は、次のコマンドを実行してパッチのステータスをチェッ
クできます。

$ $ORACLE_HOME/OPatch ORACLE_HOME=ORACLE_HOME_using_patch
$ $ORACLE_HOME/OPatch opatch lsinventory

2. Oracle ホーム関連のプロセスをすべて停止します。Oracle ホームに対するプロセスの停止
方法の詳細は、6-7 ページの「Oracle ソフトウェアの削除」を参照してください。

3. Oracle ベース・ディレクトリではなく Oracle ホーム・ディレクトリを指定して ZIP ファイ
ルを作成します。 

たとえば、ソース Oracle インストールが /u01/app/oracle/product/10.2.0/db_1
にある場合は、次のコマンドを使用して db_1ディレクトリを ZIP で圧縮します。

# zip -r db_1.zip /u01/app/oracle/product/10.2.0/db_1

10.2.0ディレクトリにある admin、flash_recovery_areaおよび oradataディレク
トリは残しておきます。これらのディレクトリは、後で新規データベースの作成時にター
ゲット・インストールに作成されます。 

4. ZIP ファイルをターゲット・コンピュータのルート・ディレクトリにコピーします。 

5. 次のコマンドを使用して ZIP ファイルの内容を抽出します。

# unzip -d / db_1.zip

注意注意注意注意 : Oracle ホームをクローニングするのみでなく、Enterprise Manager 
Database Control を使用して Oracle Database インストールを個別にクローニ
ングすることもできます。Oracle Database インストールと Oracle ホームの
クローニングの詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してくださ
い。
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6. Oracle ホームが共有ストレージ・デバイスにある場合を除き、Oracle ホームをクローニン
グするコンピュータごとに手順 4 および 5 を繰り返します。

7. ターゲット・コンピュータ上で、ディレクトリを解凍後の Oracle ホーム・ディレクトリに
変更し、解凍後の $ORACLE_HOME/network/adminディレクトリに存在する .ora（*.ora）
ファイルをすべて削除します。

8. $ORACLE_HOME/oui/binディレクトリから、解凍後の Oracle ホームに対して Oracle 
Universal Installer をクローン・モードで実行します。次の構文を使用します。

$ORACLE_HOME/oui/bin/runInstaller -silent -clone ORACLE_HOME="target location" 
ORACLE_HOME_NAME="unique_name_on node" [-responseFile full_directory_path]

次に例を示します。

$ORACLE_HOME/oui/bin/runInstaller -silent -clone 
ORACLE_HOME="/u01/app/oracle/product/10.2.0/db_1" ORACLE_HOME_NAME="db_1"

-responseFileパラメータはオプションです。クローン時パラメータは、コマンドライ
ンで指定する方法と、レスポンス・ファイルで指定し、そのレスポンス・ファイルをコマ
ンドラインで指定する方法があります。 

Oracle Universal Installer が起動し、クローニング・アクションが
cloneActionstimestamp.logファイルに記録されます。通常、このログ・ファイルは
/orainventory_location/logsディレクトリにあります。 

9. 新規にクローニングした Oracle ホーム用に新規データベースを作成するには、次のように
データベース・コンフィギュレーション・アシスタントを実行します。

$ cd $ORACLE_HOME/bin
$ ./dbca

10. 新規データベースの接続情報を構成するには、Net コンフィギュレーション・アシスタン
トを実行します。

$ cd $ORACLE_HOME/bin
$ ./netca

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  

� Oracle Universal Installer を使用して Oracle Database ホームをクローニ
ングする方法の詳細は、『Oracle Universal Installer および Opatch ユー
ザーズ・ガイド』を参照してください。

� Oracle Database ホームと Oracle データベースのクローニングの詳細は、
『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してください。
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NAS デバイスの
C

NAS デバイスの使用デバイスの使用デバイスの使用デバイスの使用

Oracle Storage Compatibility Program（OSCP）を介して認定されたネットワーク接続ストレー
ジ（NAS）デバイスがある場合は、それを使用して、Oracle ソフトウェアまたは Oracle データ
ベース・ファイル、あるいはその両方を格納できます。この付録では、Oracle のソフトウェア
とデータベース・ファイルに NAS 記憶デバイスを使用するためのガイドラインを提供します。
この付録の内容は、次のとおりです。

� NAS デバイスに関する一般的な構成ガイドライン

� マウント・ポイントの選択

� 自動ストレージ管理で使用する NAS デバイスでのファイルの作成

� NFS マウント・オプション
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NAS デバイスに関する一般的な構成ガイドライン
NAS デバイスに関する一般的な構成ガイドラインデバイスに関する一般的な構成ガイドラインデバイスに関する一般的な構成ガイドラインデバイスに関する一般的な構成ガイドライン
NAS デバイスの構成方法に関する固有の情報については、NAS デバイスに付属のドキュメン
トを参照してください。さらに、次のガイドラインを使用して、Oracle ソフトウェアのパ
フォーマンスがユーザーの要件を満たしていることを確認してください。

� NAS デバイスをインストールで使用する前に、そのデバイスが認定済であることを確認し
ます。認定済のデバイスを識別するには、次の Web サイトで Oracle Storage Compatibility 
Program のリストを確認します。

http://www.oracle.com/technology/deploy/availability/htdocs/oscp.html

� NAS デバイスに格納されている Oracle のソフトウェアとデータベースのパフォーマンス
は、Oracle サーバーと NAS デバイス間のネットワーク接続のパフォーマンスに依存しま
す。 

したがって、サーバーの NAS デバイスへの接続には、ギガビット・イーサネット以上のプ
ライベート専用ネットワーク接続を使用することをお薦めします。

� シングル・インスタンスのインストールでは、（RAC インストールとは異なり）各インス
トールごとに個別の Oracle ホーム・ディレクトリを作成する必要があります。この Oracle
ホーム・ディレクトリのソフトウェアは、必ずそのソフトウェアのインストールに使用し
たシステムから実行してください。

Oracle Real Application Clusters（RAC）のインストールでは、クラスタ内の各ノードから
マウントした単一の Oracle ホーム・ディレクトリを使用できます。すべてのノードが同じ
ディレクトリ・パスとなるように、この Oracle ホーム・ディレクトリを各ノードにマウン
トする必要があります。

注意注意注意注意 : OSCP では、シングル・インスタンス・データベースに対しての
み NAS デバイスを認定します。Oracle Real Application Clusters のイン
ストールの場合、認定された記憶域ソリューション（NAS も含む）に関
する詳細は、OracleMetaLink の Web サイトの Certify ページを参照してく
ださい。

http://metalink.oracle.com
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マウント・ポイントの選択
マウント・ポイントの選択マウント・ポイントの選択マウント・ポイントの選択マウント・ポイントの選択
この項では、Oracle のソフトウェアとデータベース・ファイルに使用するファイル・システム
に対してマウント・ポイントを選択する方法のガイドラインを提供します。ここに記載されて
いるガイドラインは、Optimal Flexible Architecture の推奨事項に準拠しています。

Oracle のソフトウェア・ファイルに対するマウント・ポイントの選択のソフトウェア・ファイルに対するマウント・ポイントの選択のソフトウェア・ファイルに対するマウント・ポイントの選択のソフトウェア・ファイルに対するマウント・ポイントの選択
Oracle のソフトウェア・ファイルは、3 つの異なるディレクトリに格納されています。

� Oracle ベース・ディレクトリ

� Oracle インベントリ・ディレクトリ

� Oracle ホーム・ディレクトリ

システムに対する Oracle ソフトウェアの最初のインストールでは、通常、ORACLE_BASE 環
境変数で識別される Oracle ベース・ディレクトリが、Oracle インベントリ・ディレクトリと
Oracle ホーム・ディレクトリの両方に対する親ディレクトリとなります。たとえば、最初のイ
ンストールの場合、Oracle ベース・ディレクトリ、Oracle インベントリ・ディレクトリおよび
Oracle ホーム・ディレクトリには、それぞれ次のようなパスがあります。

後続のインストールでは、同じ Oracle ベース・ディレクトリを使用するか、または異なるディ
レクトリを使用するかを選択できますが、オリジナルの Oracle インベントリ・ディレクトリ
は、後続のすべてのインストールで使用されます。たとえば、新しいインストールで Oracle
ベース・ディレクトリに /u02/app/oracleディレクトリを使用する場合も、Oracle インベン
トリ・ディレクトリは引き続き /u01/app/oracle/oraInventoryになります。 

Oracle インベントリ・ディレクトリは、特定のシステムの Oracle ソフトウェアを効率的に保守
できるように、ローカル・ファイル・システムのみに配置することをお薦めします。Oracle イ
ンベントリ・ディレクトリを NAS デバイスに配置する必要がある場合は、複数のシステムによ
る同じインベントリへの書込みを避けるために、各システムに固有のディレクトリを作成して
ください。 

ディレクトリ固有のガイドラインディレクトリ固有のガイドラインディレクトリ固有のガイドラインディレクトリ固有のガイドライン

Oracle ソフトウェアの格納に使用する NFS ファイル・システムのマウント・ポイントには、次
のいずれかのディレクトリを使用できます。

� Oracle ベース・ディレクトリまたはその親（/u01/app/oracleなど）

Oracle ベース・ディレクトリの親の 1 つをマウント・ポイントとして使用すると、Oracle
のすべてのソフトウェアとデータベース・ファイルのデフォルト位置は、そのファイル・
システム上になります。インストール時には、次のディレクトリのデフォルト位置の変更
を検討できます。

– Oracle インベントリ・ディレクトリ（oracle_base/oraInventory）

たとえば、ローカル・ファイル・システム、または NFS ファイル・システム上のホス
ト固有のディレクトリを指定します。

oracle_base/hostname/oraInventory

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ パスパスパスパス

Oracle ベース（$ORACLE_BASE） /u01/app/oracle

Oracle インベントリ $ORACLE_BASE/oraInventory

Oracle ホーム $ORACLE_BASE/product/10.2.0/db_1

注意注意注意注意 : 次の例に記載されているパスは、Oracle Universal Installer の起動
前に ORACLE_BASE 環境変数が設定されている場合のデフォルトです。 
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マウント・ポイントの選択
– Oracle データベース・ファイル・ディレクトリ（oracle_base/oradata）

たとえば、異なるマウント・オプションを指定したり、I/O を分配できるように、
データベース・ファイルに異なるファイル・システムを使用できます。

– Oracle データベース・リカバリ・ファイル・ディレクトリ
（oracle_base/flash_recovery_area）

データベース・ファイルとリカバリ・ファイルには、異なるファイル・システムを使
用することをお薦めします。

このマウント・ポイントを使用すると、この Oracle ベース・ディレクトリを使用するすべ
ての Oracle インストールでは、NFS ファイル・システムが使用されることになります。

� 製品ディレクトリ（oracle_base/product）

デフォルトでは、NFS ファイル・システムに配置されるのは、ソフトウェア・ファイルの
みとなります。このマウント・ポイントを使用すると、たとえば、異なる複数のリリース
からソフトウェアをインストールできます。

/u01/app/oracle/product/9.2.0
/u01/app/oracle/product/10.2.0/db_1

� リリース・ディレクトリ（oracle_base/product/10.2.0）

デフォルトでは、NFS ファイル・システムに配置されるのは、ソフトウェア・ファイルの
みとなります。このマウント・ポイントを使用すると、たとえば、同じリリースから複数
の異なる製品をインストールできます。

/u01/app/oracle/product/10.2.0/crs
/u01/app/oracle/product/10.2.0/db_1
/u01/app/oracle/product/10.2.0/companion_1

� Oracle ホーム・ディレクトリ（oracle_base/product/10.2.0/db_1）

デフォルトでは、NFS ファイル・システムに配置されるのは、ソフトウェア・ファイルの
みとなります。これは最も制限されたマウント・ポイントです。このマウント・ポイント
は、1 つの製品の単一のリリースをインストールする場合にのみ使用できます。

/u01/app/oracle/product/10.2.0/db_1

Oracle のデータベース・ファイルとリカバリ・ファイルに対するマウント・のデータベース・ファイルとリカバリ・ファイルに対するマウント・のデータベース・ファイルとリカバリ・ファイルに対するマウント・のデータベース・ファイルとリカバリ・ファイルに対するマウント・
ポイントの選択ポイントの選択ポイントの選択ポイントの選択

NAS デバイスに Oracle のデータベース・ファイルまたはリカバリ・ファイルを格納するには、
1 つのデータベースからのみファイルを格納するか、あるいは複数のデータベースからファイ
ルを格納するかによって異なるパスを使用できます。

� 複数のデータベースからのファイルに対する NFS ファイル・システムの使用

同じ NFS ファイル・システムで、複数のデータベースからデータベース・ファイルまたは
リカバリ・ファイルを格納する場合は、次のようなパスまたはマウント・ポイントを使用
します。

ファイル・タイプファイル・タイプファイル・タイプファイル・タイプ パスまたはマウント・ポイントパスまたはマウント・ポイントパスまたはマウント・ポイントパスまたはマウント・ポイント

データベース・ファイル /u02/oradata

リカバリ・ファイル /u03/flash_recovery_area
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自動ストレージ管理で使用する NAS デバイスでのファイルの作成
データファイルとリカバリ・ファイルのディレクトリ指定を求めるプロンプトが表示され
た場合は、これらのパスを指定します。データベース・コンフィギュレーション・アシス
タントおよび Enterprise Manager は、データベース名（DB_NAME）に指定した値をディ
レクトリ名として使用し、これらのディレクトリにサブディレクトリを作成します。たと
えば、次のようになります。

/u02/oradata/db_name1
/u03/flash_recovery_area/db_name1

� 単一のデータベースからのファイルに対する NFS ファイル・システムの使用

NFS ファイル・システムで、単一のデータベースのみに対してデータベース・ファイルま
たはリカバリ・ファイルを格納する場合は、次のようなマウント・ポイントを作成できま
す。orclには、データベースに使用する名前を指定します。 

/u02/oradata/orcl
/u03/flash_recovery_area/orcl

データファイルのディレクトリ指定を求めるプロンプトが表示された場合は、ディレクト
リ /u02/oradataを指定し、リカバリ・ファイルの位置の指定を求めるプロンプトが表
示された場合は、ディレクトリ /u03/flash_recovery_areaを指定します。この orcl
ディレクトリは、データベース・コンフィギュレーション・アシスタントまたは
Enterprise Manager によって自動的に使用されます。

自動ストレージ管理で使用する自動ストレージ管理で使用する自動ストレージ管理で使用する自動ストレージ管理で使用する NAS デバイスでのファイルの作成デバイスでのファイルの作成デバイスでのファイルの作成デバイスでのファイルの作成
認定済の NAS 記憶デバイスがある場合は、NFS マウント・ディレクトリにゼロ埋込みファイ
ルを作成し、そのファイルを自動ストレージ管理ディスク・グループのディスク・デバイスと
して使用できます。これらのファイルを作成する手順は、次のとおりです。

1. 必要に応じて、NAS デバイスのディスク・グループ・ファイル用にエクスポート・ディレ
クトリを作成します。

この手順の実行方法の詳細は、NAS デバイスのドキュメントを参照してください。

2. ユーザーを rootに切り替えます。

$ su -

3. マウント・ポイント・ディレクトリをローカル・システムに作成します。

# mkdir -p /mnt/oracleasm

4. システムの再起動時に NFS ファイル・システムが確実にマウントされるように、
/etc/fstabマウント・ファイルにファイル・システムのエントリを追加します。

使用しているオペレーティング・システムに対応したマウント・ファイルの編集の詳細は、
man ページを参照してください。推奨されるマウント・オプションの詳細は、C-6 ページ
の「NFS マウント・オプション」を参照してください。

5. 次のようなコマンドを入力し、ローカル・システムに NFS ファイル・システムをマウント
します。

# mount /mnt/oracleasm

6. 作成するディスク・グループの名前を選択します（nfsdgなど）。

注意注意注意注意 : 自動ストレージ管理ディスク・グループのファイルをディスク・
デバイスとして使用するには、そのファイルが NFS マウント・ファイル・
システムにある必要があります。ローカル・ファイル・システムのファイ
ルは使用できません。 
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7. ディスク・グループ名をディレクトリ名として使用して、NFS ファイル・システムにファ
イルのディレクトリを作成します。

# mkdir /mnt/oracleasm/nfsdg

8. 次のようなコマンドを使用して、このディレクトリに必要な数のゼロ埋込みファイルを作
成します。

# dd if=/dev/zero of=/mnt/oracleasm/nfsdg/disk1 bs=1024k count=1000

この例では、NFS ファイル・システムに 1 GB のファイルを作成します。外部冗長性、標
準冗長性または高冗長性のディスク・グループを作成するには、1 つ、2 つまたは 3 つの
ファイルをそれぞれ作成する必要があります。

9. 作成したディレクトリとファイルの所有者、グループおよび権限を変更するには、次のコ
マンドを入力します。

# chown -R oracle:dba /mnt/oracleasm
# chmod -R 660 /mnt/oracleasm

10. データベースを作成している場合は、作成したファイル名と一致する正規表現を指定する
ために自動ストレージ管理ディスク検出文字列を編集します。たとえば、次のようなディ
スク検出文字列を指定できます。

/mnt/oracleasm/nfsdg/*

NFS マウント・オプションマウント・オプションマウント・オプションマウント・オプション
データベース・ファイルの格納に使用する NFS ボリュームは、特別なマウント・オプションを
使用してデータベース・サーバーが稼働中のホストにマウントする必要があります。NFS ファ
イル・システムをマウントする場合は、NAS ベンダーがデバイスの認定時に使用したオプショ
ンと同じマウント・ポイント・オプションを使用することをお薦めします。適切なマウント・
ポイント・オプションの詳細は、使用しているデバイスのドキュメントを参照するか、または
ベンダーに問い合せてください。

一般に大半のベンダーは、次の表に示す NFS マウント・オプションの使用を推奨しています。

オプションオプションオプションオプション 要件要件要件要件 説明説明説明説明

hard 必須 NFS ファイル・システムのハード・マウントを生成します。

サーバーへの接続に失敗するか、または一時的に失われた場
合、NAS デバイスが応答するまで引き続き接続を試みます。

bg オプション 接続に失敗した場合にバックグラウンドで接続を試みます。

proto=tcp オプション UDP ではなく TCP プロトコルを使用します。TCP の方が

UDP よりも信頼性が高くなります。

vers=3 オプション NFS バージョン 3 を使用します。バージョン 2 のパフォーマ

ンスがそれほど高くないかぎり、使用可能な場合は NFS
バージョン 3 を使用することをお薦めします。

suid オプション クライアントは、SUID が使用可能になっている実行可能

ファイルを実行できます。このオプションは、Oracle ソフト

ウェアのマウント・ポイントのために必要です。

rsize 必須 NAS デバイスからの読取りに使用するバイト数です。この

値は、このプラットフォームでサポートされている最大デー
タベース・ブロック・サイズに設定する必要があります。一
般的な推奨値は、NFS バージョン 2 では 8192、NFS バー

ジョン 3 では 32768 です。
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必須マウント・オプションは、NFS ボリュームのマウント時に使用する必要のある最小限のマ
ウント・オプション・セットを構成します。これらのマウント・オプションは、データの整合
性を保護し、データベースの破損を防ぐ上で不可欠です。これらのマウント・オプションを使
用しないと、ファイル・アクセス・エラーが生成される場合があります。使用しているプラッ
トフォームでサポートされる固有のオプションの詳細は、使用しているオペレーティング・シ
ステムまたは NAS デバイスのドキュメントを参照してください。

wsize 必須 NAS デバイスへの書込みに使用するバイト数です。この値

は、このプラットフォームでサポートされている最大データ
ベース・ブロック・サイズに設定する必要があります。一般
的な推奨値は、NFS バージョン 2 では 8192、NFS バージョ

ン 3 では 32768 です。

nointr（または

intr）
オプション ハード・マウントされたファイル・システムで応答を待機し

ている間に、停止中のプロセスが削除されないように、キー
ボードの割込みを禁止します（あるいは許可します）。

注意注意注意注意 : このオプションは、ベンダーによって推奨内容が異な

ります。詳細は、ベンダーに問い合せてください。

noac 必須 属性のキャッシュを使用不可にします。

データベースを RAC モードで実行する場合は、このオプ

ションを設定する必要があります。GRID などの環境で様々

な時点で異なるノード（ホスト・システム）から起動される
データベース・インスタンスについても、設定することをお
薦めします。

注意注意注意注意 : ソフトウェアをインストールする NFS ファイル・シス

テムには、このオプションを指定する必要があります。この
オプションを使用しないと、指定したディレクトリにソフト
ウェアがインストールされません。

forcedirectio オプション データ転送に直接 I/O（バッファリングなし）を使用しま

す。

注意注意注意注意 : このオプションは、Oracle データベース・ファイルの

みを含むファイル・システムに使用できます。Oracle ソフト

ウェアを含むファイル・システムには使用しないでくださ
い。

オプションオプションオプションオプション 要件要件要件要件 説明説明説明説明
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Optimal Flexible Architecture

この付録では、Optimal Flexible Architecture 標準について説明します。この標準は、ほとんど
メンテナンスを必要としない信頼性の高い Oracle インストールを保証するために作成された一
連の構成ガイドラインです。 この付録の内容は、次のとおりです。

� Optimal Flexible Architecture 標準の概要

� Oracle Database 10g の Optimal Flexible Architecture の変更

� Optimal Flexible Architecture の実装

� 信頼性とパフォーマンスの向上
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Optimal Flexible Architecture 標準の概要標準の概要標準の概要標準の概要
Optimal Flexible Architecture 標準は、次の目的で設計されています。

� デバイスのボトルネックとパフォーマンスの低下を防止するために、複雑な大型ソフト
ウェアおよびデータをディスク上で編成します。

� ソフトウェアとデータのバックアップなど、データを破損しがちな日常の管理作業を容易
にします。

� 複数の Oracle データベース間での切替えを容易にします。

� データベースの規模の拡大を詳細に管理します。

� データ・ディクショナリの空き領域の断片化を排除し、他の断片化部分を分離して、リ
ソースの競合を最小限に抑えます。

Optimal Flexible Architecture は、コンピュータ上で Oracle ディレクトリおよびファイルを編
成する際に従う必要のある一連のガイドラインです。インストール・メディアに収録されてい
る Oracle コンポーネントは、すべて Optimal Flexible Architecture に準拠しています。つまり、
Oracle Universal Installer では、Oracle Database コンポーネントが Optimal Flexible 
Architecture ガイドラインに準拠したディレクトリ位置にインストールされます。

Optimal Flexible Architecture の使用は要件ではありませんが、データベースのサイズが大きく
なると思われる場合や、複数のデータベースを使用する予定がある場合は、使用することをお
薦めします。

Optimal Flexible Architecture 準拠インストールの特性準拠インストールの特性準拠インストールの特性準拠インストールの特性
Optimal Flexible Architecture 標準に準拠した Oracle 製品インストールには、次の特性があり
ます。

� ファイル・システムの編成

このファイル・システムは、次のような操作を容易に管理できるように編成されています。

– 既存データベースへのデータの追加

– ユーザーの追加

– データベースの作成

– ハードウェアの追加

� I/O 負荷の分散

I/O 負荷は十分な数のディスク・ドライブ間で分散され、パフォーマンス・ボトルネック
が防止されます。

� ハードウェアのサポート

ほとんどの場合、Optimal Flexible Architecture 標準を実装するために新規ハードウェアを
用意する必要はありません。

� ドライブ障害に対する防護策

アプリケーションを複数のドライブ間で分散することで、ドライブ障害の影響を受けるア
プリケーションを最小限に抑えます。

� Oracle ホーム・ディレクトリの分散

次の項目を複数のディスク・ドライブ間で分散できます。

– ホーム・ディレクトリの集合

– 個々のホーム・ディレクトリの内容

� ログイン用ホーム・ディレクトリの整合性

ログイン用ホーム・ディレクトリを追加、移動または削除でき、それを参照するプログラ
ムを改訂する必要はありません。
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� UNIX のディレクトリ・サブツリーの独立性

ファイルのカテゴリが、独立した UNIX ディレクトリ・サブツリーに分けられているため、
あるカテゴリのファイルに対する操作が他のカテゴリのファイルに及ぼす影響は最小限に
抑えられます。

� アプリケーション・ソフトウェアの同時実行のサポート

複数バージョンの Oracle ソフトウェアを同時に実行できます。これにより、旧リリースを
使用中止にする前に、新リリースをテストしてから使用できます。アップグレード後に新
リリースに転送する操作は管理者が容易に実行でき、ユーザーに対して透過的です。

� データベースごとに個別の管理情報

管理情報をデータベースごとに分離することにより、管理データが適切な構造で編成およ
び格納されます。

� 一貫性のあるデータベース・ファイル・ネーミングの使用

データベース・ファイルは、次のように名前が付けられます。

– データベース・ファイルを他のファイルから簡単に区別できること。

– あるデータベースに属するファイルを他のデータベースに属しているファイルから簡
単に区別できること。

– 制御ファイル、REDO ログ・ファイルおよびデータファイルを識別できること。

– データファイルと表領域の関連付けを明確に示すこと。

� 表領域の内容の分離

表領域の内容は次の目的で分離されます。

� 表領域の空き領域の断片化を最小限に抑えます。

� I/O 要求の競合を最小限に抑えます。

� 管理の柔軟性を最大限まで高めます。

� 全ドライブ間の I/O 負荷のチューニング

I/O 負荷は、自動ストレージ管理ディスク・グループ内または RAW デバイス内で Oracle
データを格納するドライブを含め、すべてのドライブ間でチューニングされます。

Oracle Database 10g のののの Optimal Flexible Architecture の変更の変更の変更の変更
以前のリリースの Oracle Database では、Optimal Flexible Architecture 標準推奨の Oracle ホー
ム・パスは次のようになっていました。

/u01/app/oracle/product/9.2.0

Oracle Database 10g では、Optimal Flexible Architecture 推奨の Oracle ホームのパスが変更さ
れています。Optimal Flexible Architecture 推奨のパスは次のようになりました。

/u01/app/oracle/product/10.2.0/type[_n]

この例で、typeは、Oracle Database（db）や Oracle Client（client）などの Oracle ホーム
のタイプです。また、nはオプションのカウンタです。この構文には、次の利点があります。

� たとえば、同じ Oracle ベース・ディレクトリに同じリリース番号の異なる製品をインス
トールできます。

/u01/app/oracle/product/10.2.0/db_1
/u01/app/oracle/product/10.2.0/client_1

� たとえば、同じ Oracle ベース・ディレクトリに同じ製品を複数回インストールできます。

/u01/app/oracle/product/10.2.0/db_1
/u01/app/oracle/product/10.2.0/db_2
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Optimal Flexible Architecture の実装の実装の実装の実装
この項では、Optimal Flexible Architecture 標準で推奨されるネーミング方法について説明しま
す。この項の内容は、次のとおりです。

� ファイル・システム

� ディレクトリのネーミング

� データベース・ファイルのネーミング

� 異なる要件を持つセグメントの分離

� 表領域のネーミング

� Oracle ファイルへの Optimal Flexible Architecture 構造の利用

� Optimal Flexible Architecture のファイル・マッピング

ファイル・システムファイル・システムファイル・システムファイル・システム
この項では、マウント・ポイントの規則について説明します。

ファイル・システム数ファイル・システム数ファイル・システム数ファイル・システム数
ストライプ化もミラー化もされていないファイル・システムに格納されたデータベースについ
て Optimal Flexible Architecture 推奨事項に完全に準拠するには、個別の物理デバイスに 3 つ以
上のファイル・システムが必要です。

ネーミング規則ネーミング規則ネーミング規則ネーミング規則
すべてのファイル・システムのマウント・ポイント名には、構文 /pmを使用します。pはリテ
ラル、mは各マウント・ポイントを区別するための一意の固定長キー（通常は 2 桁の番号）で
す。たとえば、/u01と /u02、または /disk01と /disk02となります。

大規模データベース（大規模データベース（大規模データベース（大規模データベース（VLDB）のマウント・ポイントのネーミング）のマウント・ポイントのネーミング）のマウント・ポイントのネーミング）のマウント・ポイントのネーミング
各ディスク・ドライブに 1 つのアプリケーションからのデータベース・ファイルが格納され、
各データベースに I/O ボトルネックを防止できる十分な数のドライブがある場合は、マウン
ト・ポイントのネーミングに構文 /pm/q/dmを使用します。表 D-1 に、この構文で使用してい
る変数を示します。

たとえば、testデータベース専用に 2 つのドライブを割り当てるには、マウント・ポイント名
として /u01/oradata/testおよび /u02/oradata/testを指定します。

表表表表 D-1 大規模データベースのマウント・ポイントのネーミング構文大規模データベースのマウント・ポイントのネーミング構文大規模データベースのマウント・ポイントのネーミング構文大規模データベースのマウント・ポイントのネーミング構文

変数変数変数変数 説明説明説明説明

pm マウント・ポイント名

q oradataなど、このディレクトリに Oracle データが格納されることを示す文字列

dm 初期化パラメータ DB_NAME の値（通常は、シングル・インスタンス・データ

ベースのインスタンス SID と同じ）
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ディレクトリのネーミングディレクトリのネーミングディレクトリのネーミングディレクトリのネーミング
この項では、Optimal Flexible Architecture 標準に準拠したディレクトリのネーミング規則につ
いて説明します。

Oracle ベース・ディレクトリのネーミング規則ベース・ディレクトリのネーミング規則ベース・ディレクトリのネーミング規則ベース・ディレクトリのネーミング規則
Oracle ベース・ディレクトリは、同じユーザーによりインストールされた Oracle 製品のトップ
レベル・ディレクトリです。Oracle ベース・ディレクトリ名には、構文 /pm/h/uを使用しま
す。表 D-2 に、この構文で使用している変数を示します。

たとえば、/u01/app/oracleは oracleユーザーにより作成された Oracle ベース・ディレ
クトリで、/u01/app/applmgrは applmgrユーザーにより作成された Oracle ベース・ディ
レクトリです。

Oracle ベース・ディレクトリを UNIX ファイル・システムと同じレベルに置くと、様々なマウ
ント・ポイントにある Oracle ベース・ディレクトリの集合を、1 つのパターン一致文字列
/*/app/*を使用して参照できるという利点があります。

パス名の参照パス名の参照パス名の参照パス名の参照
明示的なパス名は、パスワード・ファイル、/etc/passwdおよび Oracle oratabファイルな
ど、格納用に特別に設計されたファイル内でのみ参照します。グループ・メンバーシップは、
/etc/groupファイル内でのみ参照します。

Oracle ホーム・ディレクトリのネーミング規則ホーム・ディレクトリのネーミング規則ホーム・ディレクトリのネーミング規則ホーム・ディレクトリのネーミング規則
複数バージョンの Oracle ソフトウェアを同時に実行するという Optimal Flexible Architecture
の要件を満たすように、ソフトウェアをパターン /pm/h/u/product/v/type_[n]と一致す
るディレクトリにインストールします。

表 D-3 に、この構文で使用している変数を示します。

表表表表 D-2 Oracle ベース・ディレクトリのネーミング構文ベース・ディレクトリのネーミング構文ベース・ディレクトリのネーミング構文ベース・ディレクトリのネーミング構文

変数変数変数変数 説明説明説明説明

pm マウント・ポイント名

h 標準ディレクトリ名

u ディレクトリの所有者名（Oracle Universal Installer を実行中のユーザー）

表表表表 D-3 Oracle ホーム・ディレクトリのネーミング構文ホーム・ディレクトリのネーミング構文ホーム・ディレクトリのネーミング構文ホーム・ディレクトリのネーミング構文

変数変数変数変数 説明説明説明説明

pm マウント・ポイント名

h 標準ディレクトリ名

u ディレクトリ所有者名

v ソフトウェアのバージョン

type データベース（db）、クライアント（client）、コンパニオン（companion）、
CRS（crs）などのインストールのタイプ

n オプションのカウンタ。このカウンタによって、同じ Oracle ベース・ディレクトリ

に同じ製品を複数回インストールできます。
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次に例を示します。

� /u01/app/oracle/product/10.2.0/db_1は、このシステムに初めてインストールさ
れる Oracle Database の Oracle ホーム・ディレクトリを示します。

� /u01/app/oracle/product/10.2.0/crsは、Oracle Clusterware の Oracle ホーム・
ディレクトリを示します（Clusterware は RAC のインストールに必要です）。 

システムでは Oracle Clusterware を 1 回のみインストールできます。したがって、オプ
ションのカウンタは不要です。

インストール後に ORACLE_HOME 環境変数を設定して、Oracle ホーム・ディレクトリを指定
します。

サブディレクトリのネーミングサブディレクトリのネーミングサブディレクトリのネーミングサブディレクトリのネーミング
管理データの編成を容易にするために、データベース固有の管理ファイルはパターン
/h/admin/d/a/と一致するサブディレクトリに格納することをお薦めします。hは Oracle
ベース・ディレクトリ、dはデータベース名（DB_NAME）、aは特定のタイプのデータベース
管理ファイル用のサブディレクトリです。表 D-4 に、データベース管理ファイル用のサブディ
レクトリを示します。

たとえば、/u01/app/oracle/admin/sab/adhoc/はデータベース sabに関連付けられて
いる adhocサブディレクトリです。

表表表表 D-4 データベース管理ファイル用のサブディレクトリデータベース管理ファイル用のサブディレクトリデータベース管理ファイル用のサブディレクトリデータベース管理ファイル用のサブディレクトリ

サブディレクトリサブディレクトリサブディレクトリサブディレクトリ 説明説明説明説明

adhoc 非定型 SQL スクリプト

arch アーカイブ REDO ログ・ファイル

adump 監査ファイル
（adumpディレクトリを指定するには、AUDIT_FILE_DEST 初期化パラメータ

を設定すること。このサブディレクトリを定期的にクリーンアウトすること。）

bdump バックグラウンド・プロセスのトレース・ファイル

cdump コア・ダンプ・ファイル

create データベース作成に使用されたスクリプト

exp データベース・エクスポート・ファイル

logbook データベースのステータスと履歴が記録されるファイル

pfile インスタンス・パラメータ・ファイル

udump ユーザーの SQL トレース・ファイル
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データベース・ファイルのネーミングデータベース・ファイルのネーミングデータベース・ファイルのネーミングデータベース・ファイルのネーミング
次の表に、データベース・ファイル用の推奨ファイル・ネーミング規則を示します。

次の表に、この構文の変数を示します。

この規則に従うと、/u03/oradata/sab/system01.dbfファイルが属しているデータベース
を容易に判別できます。

注意注意注意注意 : Oracle Managed Files（OMF）と自動ストレージ管理ディスク・
グループに格納されているファイルでは、使用されるネーミング規則が異
なります。これらのネーミング規則の詳細は、『Oracle Database 管理者ガ
イド』を参照してください。

ファイル・タイプファイル・タイプファイル・タイプファイル・タイプ ファイル・ネーミング規則ファイル・ネーミング規則ファイル・ネーミング規則ファイル・ネーミング規則

制御ファイル /pm/q/d/control.ctl

REDO ログ・ファイル /pm/q/d/redon.log

データファイル /pm/q/d/tn.dbf

変数変数変数変数 説明説明説明説明

pm この付録で前述したマウント・ポイント名

q Oracle データを他のすべてのファイルと区別する文字列（通常は oradata）

d DB_NAME 初期化パラメータの値（通常は、シングル・インスタンス・データ

ベースのインスタンス SID と同じ）

t Oracle 表領域名

n 2 桁の文字列

注意注意注意注意 : パス /pm/q/dには、データベース dに関連付けられている制御
ファイル、REDO ログ・ファイルまたはデータファイル以外のファイルを
格納しないでください。
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異なる要件を持つセグメントの分離異なる要件を持つセグメントの分離異なる要件を持つセグメントの分離異なる要件を持つセグメントの分離
持続期間、I/O 要求需要およびバックアップ頻度の異なるセグメントのグループを、異なる表
領域間で分離します。

表 D-5 に、データベース・コンフィギュレーション・アシスタントにより Oracle データベース
ごとに作成される特殊な表領域を示します。データベースを手動で作成する場合は、必要な表
領域も作成する必要があります。これらの表領域は、アプリケーション・セグメントに必要な
表領域とは別のものです。

これらの特殊な表領域を作成すると、データ・ディクショナリ・セグメントは削除されること
がなく、削除できる他のセグメントは SYSTEM 表領域への格納が許可されないため効率的で
す。これにより、表領域の空き領域が断片化されたことが原因で SYSTEM 表領域をリビルドす
る必要がなくなります。

表領域のネーミング表領域のネーミング表領域のネーミング表領域のネーミング
表領域には、8 文字以内で意味のある名前を指定します。Oracle Database の表領域名は長さ 30
文字以内ですが、移植性のある UNIX ファイル名は 14 文字に制限されています。データファイ
ルのベース名に推奨される標準は tn.dbfで、tは意味のある表領域名、nは 2 桁の文字列で
す。拡張子と 2 桁の文字列で合計 6 文字になるため、表領域名に使用できるのは 8 文字のみと
なります。

意味のある名前を使用すると、データファイルとそれを使用する表領域を関連付けることがで
きます。たとえば、Oracle General Ledger のデータと索引を格納する表領域には、それぞれ
GLD および GLX という名前を使用できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : データベースの手動作成の詳細は、『Oracle Database 管理者
ガイド』を参照してください。

表表表表 D-5 特殊な表領域特殊な表領域特殊な表領域特殊な表領域

表領域表領域表領域表領域 必須必須必須必須 説明説明説明説明

EXAMPLE No Sample Schemas の格納に使用する EXAMPLE 表領域

SYSAUX Yes SYSTEM 表領域の補助表領域

SYSTEM Yes データ・ディクショナリ・セグメント

TEMP Yes 一時セグメント

UNDOTBS1 Yes Oracle が UNDO 情報の格納に使用

USERS No その他のユーザー・セグメント

注意注意注意注意 : 表領域名には、tablespace を表す文字を埋め込まないでください。
各表領域名はコンテキストで区別できます。たとえば、Oracle General 
Ledger の表領域には GLD_TBS01.dbfという名前を使用しないでくださ
い。
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Oracle ファイルへのファイルへのファイルへのファイルへの Optimal Flexible Architecture 構造の利用構造の利用構造の利用構造の利用
 表 D-6 に、ファイル・クラスの識別に使用する構文を示します。

Optimal Flexible Architecture のファイル・マッピングのファイル・マッピングのファイル・マッピングのファイル・マッピング
表 D-7 に、2 つの Oracle ホーム・ディレクトリと 2 つのデータベースを含む Optimal Flexible 
Architecture 準拠のサンプル・インストールのファイル・マッピング階層を示します。データ
ベース・ファイルは、3 つのマウント・ポイント /u02、/u03および /u04間で分散されてい
ます。

表表表表 D-6 ファイル・クラスを識別するためのディレクトリ構造の構文ファイル・クラスを識別するためのディレクトリ構造の構文ファイル・クラスを識別するためのディレクトリ構造の構文ファイル・クラスを識別するためのディレクトリ構造の構文

ディレクトリ構造の構文ディレクトリ構造の構文ディレクトリ構造の構文ディレクトリ構造の構文 説明説明説明説明

/u[0-9][0-9] ユーザー・データ・ディレクトリ

/*/home/* ユーザーのホーム・ディレクトリ

/*/app/* ユーザーのアプリケーション・ソフトウェア・ディレ
クトリ

/*/app/applmgr Oracle アプリケーション・ソフトウェアのサブツリー

/*/app/oracle/product Oracle ソフトウェアのサブツリー

/*/app/oracle/product/10.2.0 リリース 10.2.0 製品の Oracle ソフトウェアのサブツ

リー

/*/app/oracle/product/10.2.0/db* Oracle Database 10g の Oracle ホーム・ディレクトリ

/*/app/oracle/admin/sab sabデータベースの管理サブツリー

/*/app/oracle/admin/sab/arch/* sabデータベースのアーカイブ・ログ・ファイル

/*/oradata Oracle データ・ディレクトリ

/*/oradata/sab/* sabデータベースのファイル

/*/oradata/sab/*.log sabデータベースの REDO ログ・ファイル

表表表表 D-7 Optimal Flexible Architecture インストールのファイル・マッピング階層インストールのファイル・マッピング階層インストールのファイル・マッピング階層インストールのファイル・マッピング階層

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ 説明説明説明説明

/ ルート・ディレクトリ

/u01/ ユーザー・データのマウント・ポイント 1

/u01/app/ アプリケーション・ソフトウェア用のサブツリー

/u01/app/oracle/ Oracle ベース・ディレクトリ

/u01/app/oracle/admin/ データベース管理ファイル用のサブツリー

/u01/app/oracle/admin/TAR サポート・ログ・ファイル用のサブツリー

/u01/app/oracle/admin/db_name1/ db_name1 データベース用の adminサブツリー

/u01/app/oracle/admin/db_name2/ db_name2 データベース用の adminサブツリー

/u01/app/oracle/doc/ オンライン・マニュアル

/u01/app/oracle/flash_recovery_area/ リカバリ・ファイル用のサブツリー

/u01/app/oracle/flash_recovery_area/db_name1 db_name1 データベース用のリカバリ・ファイル

/u01/app/oracle/flash_recovery_area/db_name2 db_name2 データベース用のリカバリ・ファイル

/u01/app/oracle/product/ 配布ファイル

/u01/app/oracle/product/9.2.0 Oracle9i リリース 2（9.2）用の Oracle ホーム・ディレ

クトリ
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信頼性とパフォーマンスの向上
信頼性とパフォーマンスの向上信頼性とパフォーマンスの向上信頼性とパフォーマンスの向上信頼性とパフォーマンスの向上
Optimal Flexible Architecture の目標の 1 つは、I/O 負荷を様々な物理ドライブ間に分散させ、
それにより信頼性とパフォーマンスを向上させることです。そのためには、次の方法がありま
す。

� ディスクのミラー化

� ディスクのストライプ化

ディスクのミラー化ディスクのミラー化ディスクのミラー化ディスクのミラー化
Oracle Database のログ・ファイルとデータベース・ファイルを、異なるハードウェア信頼性レ
ベルで分離して処理できます。Oracle Database のログ・ファイルは、冗長的に格納されるため
当初は高度な信頼性を備えています。データベース・ファイルにも同様の信頼性を持たせるに
は、ディスクのミラー化を使用してデータをすべて複製する作業が必要になる場合があります。

通常、ディスクのミラー化には、複数の同一ドライブと 1 つの RAID コントローラが必要です。
あるディスクに障害が発生した場合は、他の方法では消失するようなデータを残りのディスク
がリカバリできます。ディスクの 1 つを使用して消失データをリカバリすると、ミラーが消失
する場合があります。その場合は、新規のミラーを作成する必要があります。

ディスクのミラー化は、ディスク・コントローラが提供する一部のレベルの Redundant Array 
of Independent Disks（RAID）構成に含まれます。RAID レベルにより、冗長量が決まります。
一部の RAID レベルでは、ホット・スワップ機能を使用できます。これは、コンピュータの電
源をオフにしたり機能を失わずに、不良ディスクを交換できることを意味します。

/u01/app/oracle/product/10.2.0/db_1 Oracle Database 10g リリース 2（10.2）用の Oracle
ホーム・ディレクトリ 

/u01/app/kjf/ ユーザー kjf用の Oracle ベース・ディレクトリ

/u01/app/edm/ ユーザー edm用の Oracle ベース・ディレクトリ

/u02 ユーザー・データのマウント・ポイント 2

/u02/oradata/ Oracle データ用のサブツリー

/u02/oradata/db_name1/ db_name1 データベース・ファイル用のサブツリー

/u02/oradata/db_name2/ db_name2 データベース・ファイル用のサブツリー

/u03/ ユーザー・データのマウント・ポイント 3

/u03/oradata/ Oracle データ用のサブツリー

/u03/oradata/db_name1/ db_name1 データベース・ファイル用のサブツリー

/u03/oradata/db_name2/ db_name2 データベース・ファイル用のサブツリー

/u04/ ユーザー・データのマウント・ポイント 4

/u04/oradata/ Oracle データ用のサブツリー

/u04/oradata/db_name1/ db_name1 データベース・ファイル用のサブツリー

/u04/oradata/db_name2/ db_name2 データベース・ファイル用のサブツリー

表表表表 D-7 Optimal Flexible Architecture インストールのファイル・マッピング階層（続き）インストールのファイル・マッピング階層（続き）インストールのファイル・マッピング階層（続き）インストールのファイル・マッピング階層（続き）

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ 説明説明説明説明
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ディスクのストライプ化ディスクのストライプ化ディスクのストライプ化ディスクのストライプ化
データベースで使用するディスクの設定方法は、ディスクの数と使用可能なハード・ディス
ク・コントローラのタイプに応じて異なります。ハード・ディスク・コントローラでストライ
プ化とミラー化の両方がサポートされる場合は、ストライプ化をサポートするようにコント
ローラを構成することをお薦めします。

ストライプ化により、パフォーマンスが大幅に向上します。ストライプ化されたドライブの領
域はすべて、1 つの論理ドライブとして表示されます。また、領域は、ストライプ内のすべて
のディスクにある領域のストライプを走査することで使用されます。これは、大きいファイル
には第 1 ディスクの一部の領域、第 2 ディスクの一部の領域、最後のディスクの一部の領域と
いうように順番に使用された後、再び第 1 ディスクから使用されていくことを意味します。各
ファイルは、ストライプ化された全ディスクにまたがって分散できます。この種のファイル内
のデータには、複数の CPU が競合なしでランダムにアクセスできます。

通常、ストライプ化をサポートするコントローラは、キャッシュ機能も提供します。これは、
データをコントローラに書き込み、キャッシュに入れ、ディスクではなく記憶域にしばらく保
存できることを意味します。読み取られたデータも、同様にコントローラでキャッシュに入れ
ることができます。Oracle Database では、すべてのデータベース読取りがすでにシステム・グ
ローバル領域（SGA）にキャッシュされているため、読取りキャッシュを使用しないでくださ
い。SGA に使用できるバッファ・サイズは、初期化パラメータ・ファイル init.oraの
DB_CACHE_SIZE パラメータの値により決定されます。この値により、起動時に Oracle 
Database も構成されます。

注意注意注意注意 :

� 読取りキャッシュは無効化する必要があります。

� Oracle Database のデータファイルと REDO ログ・ファイルを含むディス
ク上では、ディスク書込みキャッシュを無効化する必要があります。停
電またはオペレーティング・システム障害が発生した場合も、書込み
キャッシュの内容はディスクにフラッシュされません。詳細は、ベン
ダーのマニュアルを参照してください。
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Oracle Database のポート番号の
E

Oracle Database のポート番号の管理のポート番号の管理のポート番号の管理のポート番号の管理

コンポーネントには、インストール時に Oracle Universal Installer により一連のデフォルト・
ポート番号からポート番号が割り当てられます。この付録では、デフォルトのポート番号を示
し、割り当てられたポートをインストール終了後に変更する方法について説明します。 この付
録の内容は、次のとおりです。

� ポートの管理

� ポート番号とアクセス URL の表示

� Oracle コンポーネントのポート番号とプロトコル

� Oracle Enterprise Management Agent ポートの変更

� Oracle Enterprise Manager Database Control ポートの変更

� iSQL*Plus ポートの変更

� Oracle Ultra Search ポートの変更

� Oracle XML DB ポートの変更
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ポートの管理
ポートの管理ポートの管理ポートの管理ポートの管理
コンポーネントには、インストール時に Oracle Universal Installer により一連のデフォルト・
ポート番号からポート番号が割り当てられます。多数の Oracle Database コンポーネントおよ
びサービスがポートを使用します。管理者は、これらのサービスで使用されるポート番号を把
握し、同じポート番号がホスト上の 2 つのサービスに使用されないことを確認する必要があり
ます。

ほとんどのポート番号はインストール時に割り当てられます。各コンポーネントおよびサービ
スには、ポート範囲が割り当てられています。これは、Oracle Database でポートの割当て時に
使用される一連のポート番号です。Oracle Database では、範囲の最小番号から順番に次の
チェックが実行されます。

� ホスト上の他の Oracle Database インストールで使用されているポートかどうか。

インストールがその時点で稼働中または停止されている場合も、Oracle Database ではポー
トが使用されているかどうかを検出できます。

� 現在実行中のプロセスで使用されているポートかどうか。

これには、Oracle Database 以外のプロセスであっても、ホスト上のすべてのプロセスが含
まれます。

� /etc/servicesファイルに指定されているポートかどうか。

前述の設問に 1 つでも該当する場合、Oracle Database は割当済ポート範囲内で次に上位のポー
トに移動して、空きポートが見つかるまでチェックを続行します。

ポート番号とアクセスポート番号とアクセスポート番号とアクセスポート番号とアクセス URL の表示の表示の表示の表示
ほとんどの場合、Oracle Database コンポーネントのポート番号は、ポート構成に使用するツー
ルに表示されます。また、一部の Oracle Database アプリケーションのポートは、
portlist.iniファイルに示されます。このファイルは $ORACLE_HOME/installディレク
トリにあります。

ポート番号を変更しても portlist.iniファイル内では更新されないため、このファイルに
依存できるのはインストール直後のみです。ポート番号を検索または変更するには、この付録
で説明する方法を使用します。

Oracle コンポーネントのポート番号とプロトコルコンポーネントのポート番号とプロトコルコンポーネントのポート番号とプロトコルコンポーネントのポート番号とプロトコル
次の表に、インストール時に構成されるコンポーネントに対して使用されるポート番号とプロ
トコルを示します。デフォルトでは、範囲内で使用可能な先頭のポートがコンポーネントに割
り当てられます。

表表表表 E-1 Oracle コンポーネントで使用されるポートコンポーネントで使用されるポートコンポーネントで使用されるポートコンポーネントで使用されるポート

コンポーネントと説明コンポーネントと説明コンポーネントと説明コンポーネントと説明 デフォルトのポート番号デフォルトのポート番号デフォルトのポート番号デフォルトのポート番号 ポート範囲ポート範囲ポート範囲ポート範囲 プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル

Oracle SQL*Net Listener

Oracle クライアントから Oracle の SQL*Net プロトコルを介して

データベースに接続できるようにします。これはインストール時
に構成できます。このポートを再構成するには、Net コンフィ

ギュレーション・アシスタントを使用します。 

1521 1521 TCP

Data Guard

SQL*Net ポートを共有し、インストール時に構成されます。この

ポートを再構成するには、Net コンフィギュレーション・アシス

タントを使用して Oracle SQL*Net Listener を再構成します。

1521
（リスナーと同じ値）

1521 TCP
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Oracle コンポーネントのポート番号とプロトコル
Connection Manager

Oracle Connection Manager への Oracle クライアント接続をリス

ニングするポート。インストール時には構成されませんが、Net 
コンフィギュレーション・アシスタントを使用して構成できます。 

1630 1630 TCP

Oracle Management Agent

Enterprise Management Agent 用の HTTP ポート。インストール

時に構成されます。 

ポート番号の変更方法は、E-5 ページの「Oracle Enterprise 
Management Agent ポートの変更」を参照してください。

3938 1830 ～ 1849 HTTP

Oracle Enterprise Manager Database Control

Enterprise Manager Database Control 用の HTTP ポート。インス

トール時に構成されます。ポート番号の変更方法は、E-5 ページの

「Oracle Enterprise Manager Database Control ポートの変更」を参

照してください。

1158 5500 ～ 5519 TCP/HTTP

Oracle Enterprise Manager Database Control

Enterprise Manager Database Control 用の RMI ポート。インス

トール時に構成されます。ポート番号の変更方法は、E-5 ページの

「Oracle Enterprise Manager Database Control ポートの変更」を参

照してください。

5520 5520 ～ 5539 TCP

Enterprise Manager Database Control

Enterprise Manager Database Control 用の JMS ポート。インス

トール時に構成されます。ポート番号の変更方法は、E-5 ページの

「Oracle Enterprise Manager Database Control ポートの変更」を参

照してください。

5540 5540 ～ 5559 TCP

iSQL*Plus

iSQL*Plus 用の HTTP ポート。ポート番号はインストール時に自

動的に割り当てられます。ポート番号の変更方法は、E-6 ページの

「iSQL*Plus ポートの変更」を参照してください。 

5560 5560 ～ 5579 TCP/HTTP

iSQL*Plus

iSQL*Plus 用の RMI ポート。ポート番号はインストール時に自動

的に割り当てられます。ポート番号の変更方法は、E-6 ページの

「iSQL*Plus ポートの変更」を参照してください。 

5580 5580 ～ 5599 TCP

iSQL*Plus

iSQL*Plus 用の JMS ポート。 ポート番号はインストール時に自動的

に割り当てられます。ポート番号の変更方法は、E-6 ページの

「iSQL*Plus ポートの変更」を参照してください。 

5600 5600 ～ 5619 TCP

Oracle Ultra Search

Oracle Ultra Search 用の HTTP ポート。 ポート番号は、「カスタム」

インストール・タイプを選択して Oracle Ultra Search をインス

トールすると自動的に割り当てられます。ポート番号の変更方法
は、E-6 ページの「Oracle Ultra Search ポートの変更」を参照して

ください。 

5620 5620 ～ 5639 TCP/HTTP

Oracle Ultra Search

Oracle Ultra Search 用の RMI ポート。 ポート番号は、「カスタム」

インストール・タイプを選択して Oracle Ultra Search をインス

トールすると自動的に割り当てられます。ポート番号の変更方法
は、E-6 ページの「Oracle Ultra Search ポートの変更」を参照して

ください。 

5640 5640 ～ 5659 TCP

表表表表 E-1 Oracle コンポーネントで使用されるポート（続き）コンポーネントで使用されるポート（続き）コンポーネントで使用されるポート（続き）コンポーネントで使用されるポート（続き）

コンポーネントと説明コンポーネントと説明コンポーネントと説明コンポーネントと説明 デフォルトのポート番号デフォルトのポート番号デフォルトのポート番号デフォルトのポート番号 ポート範囲ポート範囲ポート範囲ポート範囲 プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル
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Oracle コンポーネントのポート番号とプロトコル
Oracle Ultra Search

Oracle Ultra Search 用の JMS ポート。 ポート番号は、「カスタム」

インストール・タイプを選択して Oracle Ultra Search をインス

トールすると自動的に割り当てられます。ポート番号の変更方法
は、E-6 ページの「Oracle Ultra Search ポートの変更」を参照して

ください。 

5660 5660 ～ 5679 TCP

Oracle XML DB

Oracle XML DB の HTTP ポートが使用されるのは、Web ベース・

アプリケーションで HTTP リスナーから Oracle データベースにア

クセスする必要がある場合です。このポートはインストール時に
構成されますが、その後は参照できません。ポート番号の変更方
法は、E-7 ページの「Oracle XML DB ポートの変更」を参照して

ください。 

動的 動的 HTTP

Oracle XML DB

Oracle XML DB の FTP が使用されるのは、アプリケーションで

FTP リスナーから Oracle データベースにアクセスする必要がある

場合です。 このポートはインストール時に構成されますが、その後

は参照できません。ポート番号の変更方法は、E-7 ページの

「Oracle XML DB ポートの変更」を参照してください。

動的 動的 FTP

Oracle Real Application Clusters（ローカル・ホスト : Windows の
み）

- RAC ではデフォルトで構成

  - 構成可能

61000 61000 ～
61300

TCP

Oracle Real Application Clusters（クラスタ相互接続 : Windows の
み）

 - RAC ではデフォルトで構成

 - 構成可能

11000 11000 ～
26000

TCP

Oracle Real Application Clusters（UNIX）

ポート番号はインストール時に自動的に割り当てられます。その
後は、参照も変更もできません。

動的 動的 UDP

Oracle Clusterware

CRS デーモン（Oracle Cluster Ready Services Daemon）のノード

間接続。ポート番号はインストール時に自動的に割り当てられま
す。その後は、参照も変更もできません。

49896 49896 TCP

Cluster Synchronization Services（CSS）

GM レイヤー用の CSS デーモンのノード間接続。ポート番号はイ

ンストール時に自動的に割り当てられます。その後は、参照も変
更もできません。 

49895 49895 TCP

Oracle Cluster Registry

ポート番号はインストール時に自動的に割り当てられます。その
後は、参照も変更もできません。 

動的 動的 TCP

Oracle Event Manager

ポート番号はインストール時に自動的に割り当てられます。その
後は、参照も変更もできません。

49897 49897 ～
49898

TCP

Cluster Manager

ポート番号はインストール時に自動的に割り当てられます。その
後は、参照も変更もできません。

動的 動的 TCP

表表表表 E-1 Oracle コンポーネントで使用されるポート（続き）コンポーネントで使用されるポート（続き）コンポーネントで使用されるポート（続き）コンポーネントで使用されるポート（続き）

コンポーネントと説明コンポーネントと説明コンポーネントと説明コンポーネントと説明 デフォルトのポート番号デフォルトのポート番号デフォルトのポート番号デフォルトのポート番号 ポート範囲ポート範囲ポート範囲ポート範囲 プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル
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Oracle Enterprise Manager Database Control ポートの変更
Oracle Enterprise Management Agent ポートの変更ポートの変更ポートの変更ポートの変更
Oracle Management Agent ポートの現行の設定を確認するには、
$ORACLE_HOME/host_sid/sysman/config/emd.propertiesファイル内で EMD_URLを
検索します。

Oracle Management Agent HTTP ポートを変更するには、次のように emca -reconfig 
portsコマンドを使用します。

emca -reconfig ports -AGENT_PORT 1831

Oracle Enterprise Manager Database Control ポートの変更ポートの変更ポートの変更ポートの変更
現行の HTTP、RMI および JMS ポート設定を確認するには、次のファイル内で検索します。

� HTTPポートポートポートポート : $ORACLE_HOME/host_sid/sysman/config/emd.propertiesファイル
内で REPOSITORY_URLを検索します。 

� RMI ポートポートポートポート : 
$ORACLE_HOME/oc4j/j2ee/OC4J_DBConsole_host_sid/config/rmi.xmlファイ
ル内で rmi-serverタグの port属性を検索します。

� JMS ポートポートポートポート : 
$ORACLE_HOME/oc4j/j2ee/OC4J_DBConsole_host_sid/config/jms.xmlファイ
ル内で jms-serverタグの port属性を検索します。

Oracle Enterprise Manager Database Control ポートを変更するには、次のように emca 
-reconfig portsコマンドを使用します。 

$ORACLE_HOME\bin> emca -reconfig ports option setting

optionには次の値を使用できます。

� DBCONTROL_HTTP_PORT: 次のように HTTP ポートを設定します。

emca -reconfig ports -DBCONTROL_HTTP_PORT 1820

� RMI_PORT: 次のように RMI ポートを設定します。

emca -reconfig ports -RMI_PORT 5520

� JMS_PORT: 次のように JMS ポートを設定します。

emca -reconfig ports -JMS_PORT 5521

次のように、1 行に複数の -reconfig ports設定を入力できます。 

emca -reconfig ports -DBCONTROL_HTTP_PORT 1820 -AGENT_PORT 1821 -RMI_PORT 5520
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iSQL*Plus ポートの変更
iSQL*Plus ポートの変更ポートの変更ポートの変更ポートの変更
次の各項では、iSQL*Plus ポートの変更方法について説明します。

HTTP ポートの変更ポートの変更ポートの変更ポートの変更
HTTP ポートを変更するには、次のファイルを編集します。

� $ORACLE_HOME/host_sid/sysman/config/emoms.properties

このファイル内で次の portパラメータ（5560など）を変更します。

oracle.sysman.db.isqlplusUrl=http\://host.domain\:5560/isqlplus/dynamic
oracle.sysman.db.isqlplusWebDBAUrl=http\://host.domain\:5560/isqlplus/dynamic

� $ORACLE_HOME/oc4j/j2ee/isqlplus/config/http-web-site.xml

web-site要素の port属性を変更します。

<web-site port="5560" ...>

RMI ポートの変更ポートの変更ポートの変更ポートの変更
RMI ポートを変更するには、$ORACLE_HOME/oc4j/j2ee/isqlplus/config/rmi.xml
ファイル内の rmi-server要素の port属性を変更します。

<rmi-server port="5580"...>

JMS ポートの変更ポートの変更ポートの変更ポートの変更
JMS ポートを変更するには、$ORACLE_HOME/oc4j/j2ee/isqlplus/config/jms.xml
ファイル内の jms-server要素の port属性を変更します。

<jms-server port="5600"...>

Oracle Ultra Search ポートの変更ポートの変更ポートの変更ポートの変更
次の各項では、Oracle Ultra Search ポートの変更方法について説明します。

HTTP ポートの変更ポートの変更ポートの変更ポートの変更
HTTP ポートを変更するには、
$ORACLE_HOME/oc4j/j2ee/OC4J_SEARCH/config/http-web-site.xmlファイル内の
web-site要素の port属性を変更します。

<web-site port="5620"...>

RMI ポートの変更ポートの変更ポートの変更ポートの変更
RMI ポートを変更するには、$ORACLE_HOME/oc4j/j2ee/OC4J_SEARCH/config/rmi.xml
ファイル内の rmi-server要素の port属性を変更します。

<rmi-server port="5640"...>

JMS ポートの変更ポートの変更ポートの変更ポートの変更
JMS ポートを変更するには、$ORACLE_HOME/oc4j/j2ee/OC4J_SEARCH/config/jms.xml
ファイル内の jms-server要素の port属性を変更します。

<jms-server port="5660"...>
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Oracle XML DB ポートの変更
Oracle XML DB ポートの変更ポートの変更ポートの変更ポートの変更
Oracle XML DB の FTP および HTTP ポートを変更するには、catxdbdbca.sqlスクリプトを
実行する必要があります。このスクリプトは、デフォルト・インストールでは
$ORACLE_HOME/rdbms/adminにあります。 

Oracle XML DB ポートを変更する手順は、次のとおりです。

1. Oracle リスナーが実行中かどうかをチェックします。そのためには、「コントロール パネ
ル」で「サービス」を選択し、Oracle TNS Listener サービス

（OracleOraDb10g_home1TNSListenerなど）が「開始」「開始」「開始」「開始」に設定されていることを確認
します。

リスナーを開始できない場合は、『Oracle Database Net Services 管理者ガイド』を参照し
てください。

2. SYSDBAロールを使用し、SYSまたは XDBとして SQL*Plus または iSQL*Plus にログイン
します。

たとえば、パスワード welcomeを使用し、SYSとして SQL*Plus にログインするには、次
のように入力します。

# sqlplus "sys/welcome as SYSDBA"

3. catxdbdbca.sqlスクリプトを実行します。

たとえば、Oracle ホームが次の位置にある場合に、FTP ポートに 2200、HTTP ポートに
8200を使用するには、次のコマンドを入力します。

SQL> $ORACLE_HOME/rdbms/admin/catxdbdbca.sql 2200 8200

4. SQL*Plus または iSQL*Plus を終了します。 
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Oracle XML DB ポートの変更
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Oracle Database グローバリゼ
F

Oracle Database グローバリゼーション・グローバリゼーション・グローバリゼーション・グローバリゼーション・

サポートの構成サポートの構成サポートの構成サポートの構成

この付録の内容は、次のとおりです。

� NLS_LANG 環境変数

� 様々な言語による Oracle Universal Installer の実行
ーション・サポートの構成 F-1



NLS_LANG 環境変数
NLS_LANG 環境変数環境変数環境変数環境変数
Oracle のグローバリゼーション・サポートにより、ユーザーは選択したロケールおよびキャラ
クタ・セット設定でデータベースと対話できます。Oracle ソフトウェアのロケール動作を指定
するには、NLS_LANG環境変数を設定します。この変数では、クライアント・アプリケーショ
ンとデータベース・サーバーに使用する言語と地域を設定します。また、SQL*Plus などのクラ
イアント・プログラムでデータの入力と表示に使用されるキャラクタ・セットも設定されます。

NLS_LANG環境変数の書式は、次のとおりです。

NLS_LANG=language_territory.characterset

各項目の意味は次のとおりです。

NLS_LANG環境変数は、すべての UNIX ベース・プラットフォームでシェルのローカル環境変
数として設定します。たとえば、オペレーティング・システムのロケール設定が
en_US.UTF-8の場合は、対応する NLS_LANG環境変数を AMERICAN_AMERICA.AL32UTF8に
設定する必要があります。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

language Oracle メッセージ、ソート、曜日および月の名前の表示に使用する言

語を指定します。

territory デフォルトの日付書式、金額書式および数値書式の規則を指定します。

characterset クライアント・アプリケーションで使用するエンコーディング（通常
は、ユーザー端末またはオペレーティング・システムのキャラクタ・
セットに対応する Oracle キャラクタ・セット）を指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : NLS_LANGパラメータとグローバリゼーション・サポート初期化
パラメータの詳細は、『Oracle Database グローバリゼーション・サポート・
ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : AL32UTF8 は、XMLType データに適した Oracle Database キャラク
タ・セットです。これは、有効な XML 文字をすべてサポートする IANA 登
録済の標準 UTF-8 エンコーディングと同等です。

Oracle Database のデータベース・キャラクタ・セット UTF8（ハイフンなし）
をデータベース・キャラクタ・セット AL32UTF8 またはキャラクタ・エン
コーディング UTF-8 と混同しないでください。データベース・キャラクタ・
セット UTF8 は AL32UTF8 で置き換えられています。XML データには UTF8
を使用しないでください。UTF8 でサポートされるのは Unicode バージョン
3.1 以下のみで、有効な XML 文字がすべてサポートされるわけではありませ
ん。AL32UTF8 には、このような制限はありません。

XML データにデータベース・キャラクタ・セット UTF8 を使用すると、致命
的なエラーが発生したりセキュリティに悪影響を及ぼす可能性があります。
データベース・キャラクタ・セットでサポートされていない文字が
input-document 要素名に表示される場合は、置換文字（通常は「?」）で置き
換えられます。このため、解析が終了して例外が発生します。
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様々な言語による Oracle Universal Installer の実行
次の表に、NLS_LANG環境変数に有効な値の一部を示します。

様々な言語による様々な言語による様々な言語による様々な言語による Oracle Universal Installer の実行の実行の実行の実行
デフォルトでは、Oracle Universal Installer はオペレーティング・システムで選択した言語で実
行されます。Oracle Universal Installer は次の言語で実行することもできます。

� ポルトガル語（ブラジル）

� ドイツ語

� 日本語

� 簡体字中国語

� 繁体字中国語

� フランス語

� イタリア語

� 韓国語

� スペイン語

Oracle Universal Installer を別の言語で実行するには、次の方法があります。

� Oracle Universal Installer を実行する前に、オペレーティング・システムの実行に使用され
ている言語を変更します。そのためには、「ログイン」画面で「言語」「言語」「言語」「言語」をクリックしてリス
トから必要な言語を選択します。

� Oracle Universal Installer をシェル・プロンプトから別の言語で実行するには、Disk1 ディ
レクトリ（または runInstaller ファイルを含むディレクトリ）に移動してから、次のよう
なコマンドを使用します。

# LANG=language_territory.characterset ./runInstaller

たとえば、Oracle Universal Installer をドイツ語で実行するには、次のコマンドを使用しま
す。

# LANG=de_DE.UTF-8 ./runInstaller

注意注意注意注意 : オペレーティング・システムのロケール環境設定を判別する方法
は、オペレーティング・システム固有のマニュアルを参照してください。

オペレーティング・オペレーティング・オペレーティング・オペレーティング・
システム・ロケールシステム・ロケールシステム・ロケールシステム・ロケール NLS_LANG 値値値値

フランス語（フランス） FRENCH_FRANCE.WE8ISO8859P15、FRENCH_FRANCE.WE8ISO8859P1、
FRENCH_FRANCE.WE8MSWIN1252、FRENCH_FRANCE.AL32UTF8

日本語（日本） JAPANESE_JAPAN.JA16EUC、JAPANESE_JAPAN.JA16SJIS、
JAPANESE_JAPAN.AL32UTF8

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Universal Installer を様々な言語で実行する方法の詳細は、
『Oracle Univesal Installer および Opatch ユーザーズ・ガイド』を参照してく
ださい。
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様々な言語による Oracle Universal Installer の実行
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トラブルシューティ
G

トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング

この付録では、トラブルシューティングについて説明します。 この付録の内容は、次のとおり
です。

� 要件の確認

� X Window の表示エラー

� インストール・エラーが発生した場合の操作

� インストール・セッションのログの確認

� コンフィギュレーション・アシスタントのトラブルシューティング

� サイレント・モードでのレスポンス・ファイルのエラー処理

� インストール失敗後のクリーン・アップ
ング G-1



要件の確認
要件の確認要件の確認要件の確認要件の確認
この付録に示すトラブルシューティング手順を実行する前に、システムが要件を満たしている
こと、および第 2 章に示したインストール前の作業をすべて完了していることを確認してくだ
さい。

リリース・ノートの参照リリース・ノートの参照リリース・ノートの参照リリース・ノートの参照

製品をインストールする前に、製品に関するリリース・ノートを参照してください。リリー
ス・ノートは Oracle Database 10g のディスクに収録されています。最新バージョンのリリー
ス・ノートは、Oracle Technology Network の Web サイトから入手できます。

http://www.oracle.com/technology/documentation/

X Window の表示エラーの表示エラーの表示エラーの表示エラー
Oracle Universal Installer をリモート・システム上で実行しており、Oracle Universal Installer
のユーザー・インタフェースをローカル・システム上で表示すると、次のようなエラー・メッ
セージが表示される場合があります。

"Failed to connect to server"
"Connection refused by server"
"Can't open display"

これらのエラー・メッセージの 1 つが表示された場合は、次の手順を実行してください。

1. ローカル端末ウィンドウで、X Window セッションを開始したユーザーとしてログインし
ます。

2. 次のコマンドを入力します。

$ xhost fully_qualified_remote_host_name

次に例を示します。

$ xhost somehost.us.acme.com

3. 次のコマンドを入力します。workstation_nameはワークステーションのホスト名また
は IP アドレスです。

� Bourne、Bash または Korn シェルの場合

$ DISPLAY=workstation_name:0.0
$ export DISPLAY

� C シェルの場合

% setenv DISPLAY workstation_name:0.0

4. X Window アプリケーションがローカル・システム上で正しく表示されるかどうかを判断
するには、次のコマンドを入力します。

$ xclock

モニターに xclock が表示されます。

5. xclock が表示される場合は、xclock を終了して Oracle Universal Installer を再起動します。

注意注意注意注意 : この手順が該当するのは、UNIX ワークステーションのユーザー
のみです。X サーバー・ソフトウェアがインストールされている PC また
は他のシステムを使用している場合に、リモート・システムでローカル・
システムの X アプリケーションを表示できるようにする方法については、
X サーバーのドキュメントを参照してください。
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インストール・セッションのログの確認
インストール・エラーが発生した場合の操作インストール・エラーが発生した場合の操作インストール・エラーが発生した場合の操作インストール・エラーが発生した場合の操作
インストール中にエラーが発生した場合は、次のように操作してください。

� Oracle Universal Installer を終了しないでください。

� インストール画面の 1 つに間違った情報を入力して「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックした場合は、「戻「戻「戻「戻
る」る」る」る」をクリックして元の画面に戻り、情報を訂正します。

� Oracle Universal Installer によるファイルのコピーまたはリンク中にエラーが発生した場合
は、G-3 ページの「インストール・セッションのログの確認」を参照してください。

� コンフィギュレーション・アシスタントの実行中にエラーが発生した場合は、G-4 ページ
の「コンフィギュレーション・アシスタントのトラブルシューティング」を参照してくだ
さい。

� 問題を解決できない場合は、G-5 ページの「インストール失敗後のクリーン・アップ」の
手順に従って、失敗したインストールの内容を削除してください。

インストール・セッションのログの確認インストール・セッションのログの確認インストール・セッションのログの確認インストール・セッションのログの確認
インストール中には、Oracle Universal Installer により実行されるすべてのアクションがログ・
ファイルに記録されます。インストール中にエラーが発生した場合は、問題の原因と考えられ
る情報をログ・ファイルで確認してください。

ログ・ファイルを表示する手順は、次のとおりです。

1. 必要な場合は、次のコマンドを入力して oraInventoryディレクトリの位置を判別しま
す。

$ cat /var/opt/oracle/oraInst.loc

oraInventoryディレクトリの位置は、このファイルの inventory_locパラメータに
指定されています。

2. 次のコマンドを入力して、Oracle Universal Installer のログ・ファイル・ディレクトリに移
動します。orainventory_locationは oraInventoryディレクトリの位置です。

$ cd /orainventory_location/logs

3. 次のコマンドを入力して、ログ・ファイル名を判別します。

$ ls -ltr

このコマンドによりファイル・リストが作成順に表示され、最新のファイルが最後に表示
されます。インストーラのログ・ファイル名は次のような名前となり、date_timeはイン
ストールの開始日時を示します。

installActionsdate_time.log

4. ログ・ファイル内で、エラーに関する情報があると思われる最新項目を表示するには、次
のようなコマンドを入力します。

$ tail -50 installActionsdate_time.log | more

このコマンドでは、ログ・ファイルの最後の 50 行が表示されます。

5. Oracle Universal Installer により表示されるエラーまたはログ・ファイルにリストされるエ
ラーが再リンクの問題を示している場合は、次のファイルで詳細を確認してください。

$ORACLE_HOME/install/make.log
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コンフィギュレーション・アシスタントのトラブルシューティング
コンフィギュレーション・アシスタントのトラブルシューティングコンフィギュレーション・アシスタントのトラブルシューティングコンフィギュレーション・アシスタントのトラブルシューティングコンフィギュレーション・アシスタントのトラブルシューティング
コンフィギュレーション・アシスタントの実行中に発生したインストール・エラーのトラブル
シューティング方法は、次のとおりです。

� G-3 ページの「インストール・セッションのログの確認」に示したインストール・ログ・
ファイルを確認します。

� $ORACLE_HOME/cfgtoollogsディレクトリにある特定のコンフィギュレーション・アシ
スタントのログ・ファイルを確認します。エラーの原因となった問題を修正します。

� 「Fatal Error. Reinstall」というメッセージが表示される場合は、ログ・ファイルを確認して
問題の原因を調べます。手順の詳細は、G-4 ページの「致命的エラー」を参照してくださ
い。

コンフィギュレーション・アシスタントの障害コンフィギュレーション・アシスタントの障害コンフィギュレーション・アシスタントの障害コンフィギュレーション・アシスタントの障害
Oracle コンフィギュレーション・アシスタント障害は、インストール画面の最下部に表示され
ます。追加情報がある場合は、コンフィギュレーション・アシスタントインタフェースに表示
されます。コンフィギュレーション・アシスタントの実行ステータスは、次のファイルに格納
されます。

oraInventory_location/logs/installActionsdate_time.log

次の表に、実行ステータス・コードを示します。

致命的エラー致命的エラー致命的エラー致命的エラー
コンフィギュレーション・アシスタントの実行中に致命的エラーを受け取った場合は、次の手
順で現行のインストールを削除し、Oracle ソフトウェアを再インストールする必要があります。

1. G-5 ページの「インストール失敗後のクリーン・アップ」の説明に従って、失敗したイン
ストールの内容を削除します。

2. 致命的エラーの原因を修正します。

3. Oracle ソフトウェアを再インストールします。

ステータスステータスステータスステータス 結果コード結果コード結果コード結果コード

コンフィギュレーション・アシスタントの正常終了 0

コンフィギュレーション・アシスタントの異常終了 1

コンフィギュレーション・アシスタントを取消済 -1
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インストール失敗後のクリーン・アップ
サイレント・モードでのレスポンス・ファイルのエラー処理サイレント・モードでのレスポンス・ファイルのエラー処理サイレント・モードでのレスポンス・ファイルのエラー処理サイレント・モードでのレスポンス・ファイルのエラー処理
サイレント・モードでのインストールが正常に実行されたかどうかを判断するには、次のロ
グ・ファイルを調べます。

/oraInventory_location/logs/silentInstalldate_time.log

必要な場合は、前項を参照して oraInventoryディレクトリの位置を確認してください。

サイレント・インストールは、次の場合に失敗します。

� レスポンス・ファイルを指定していない場合

� 不正または不完全なレスポンス・ファイルを指定している場合

たとえば、一般的な問題として、製品固有のデータがすべて適切に入力されていても、ス
テージング領域の場所が間違っている場合があります。この場合は、FROM_LOCATION変
数をチェックし、インストール・メディア内の products.xmlファイルを指しているこ
とを確認します。インストール・メディアでは、この products.xmlは
response/stageにあります。

� Oracle Universal Installer にディスク領域不足などのエラーが発生した場合

Oracle Universal Installer またはコンフィギュレーション・アシスタントは、実行時にレスポン
ス・ファイルの妥当性を検査します。妥当性検査が失敗すると、サイレント・モードでのイン
ストールまたは構成プロセスは終了します。コンテキスト、フォーマットまたはタイプが不正
な場合、そのパラメータ値は、ファイルに指定されていないものとみなされます。

インストール失敗後のクリーン・アップインストール失敗後のクリーン・アップインストール失敗後のクリーン・アップインストール失敗後のクリーン・アップ
インストールが失敗した場合は、インストール中に作成されたファイルを削除し、Oracle ホー
ム・ディレクトリを削除する必要があります。ファイルを削除する手順は、次のとおりです。

1. 3-6 ページの「Oracle Database ソフトウェアのインストール」の説明に従って Oracle 
Universal Installer を起動します。

2. 「ようこそ」ウィンドウで「製品の削除」「製品の削除」「製品の削除」「製品の削除」をクリックするか、インストーラのいずれかの
ウィンドウで「インストールされた製品」「インストールされた製品」「インストールされた製品」「インストールされた製品」をクリックします。 

「インベントリ」ウィンドウが表示され、インストールされている製品の一覧が表示されま
す。

3. 削除する製品が格納されている Oracle ホームを選択し、「削除」「削除」「削除」「削除」をクリックします。

4. 失敗したインストールで作成された Oracle ホーム・ディレクトリを手動で削除します。

5. Oracle ソフトウェアを再インストールします。
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インストール失敗後のクリーン・アップ
G-6 Oracle Database インストレーション・ガイド



インストールに関してよくある
H

インストールインストールインストールインストールに関してよくある質問に関してよくある質問に関してよくある質問に関してよくある質問

Oracle Database コンポーネントのインストール方法を決定する際には、次のガイドラインに
従ってください。

� Oracle Database または Oracle Database Client のインストール

� Oracle Database ツールのインストール

� Oracle Applications と Oracle Database のインストール

� Oracle Database Heterogeneous Connectivity ツール（ゲートウェイ）のインストール
質問 H-1



Oracle Database または Oracle Database Client のインストール
Oracle Database またはまたはまたはまたは Oracle Database Client のインストールのインストールのインストールのインストール
� 必要な Oracle Database インスタンスが 1 つのみであるか、単に製品を理解するためにテス

ト・データベースをインストールしようと考えています。このような状況で Oracle 
Database をインストールするにはどうすればよいですか。

� 大量のトランザクションまたはデータ・ウェアハウス・アプリケーションを処理できる
Oracle データベースを作成するにはどうすればよいですか。

� 複数の Oracle データベースをインストールする場合、どのような方法が最も適切ですか。

� Oracle データベースへのクライアント接続を構成するにはどうすればよいですか。

� クライアント・ノードのディスク領域が限られている場合に Oracle Database Client をイン
ストールするには、どのような方法が最も適切ですか。

� Oracle Database をアップグレードするにはどうすればよいですか。

� サイトのコンピュータはクラスタとして動作するように構成されています。Oracle 
Database をインストールするにはどうすればよいですか。

� Oracle 以外のデータベースを Oracle Database に移行するにはどうすればよいですか。

必要な必要な必要な必要な Oracle Database インスタンスがインスタンスがインスタンスがインスタンスが 1 つのみであるか、単に製品を理解するためにテスつのみであるか、単に製品を理解するためにテスつのみであるか、単に製品を理解するためにテスつのみであるか、単に製品を理解するためにテス
ト・データベースをインストールしようと考えています。このような状況でト・データベースをインストールしようと考えています。このような状況でト・データベースをインストールしようと考えています。このような状況でト・データベースをインストールしようと考えています。このような状況で Oracle Database
をインストールするにはどうすればよいですか。をインストールするにはどうすればよいですか。をインストールするにはどうすればよいですか。をインストールするにはどうすればよいですか。

� Oracle Database デフォルトのインストール設定を使用してクイック・インストールを実行
する場合は、『Oracle Database クイック・インストレーション・ガイド for HP-UX 
PA-RISC（64-bit）』を参照してください。

� Installation Guide サイトに特殊な要件がある場合は、『Oracle Database インストレーショ
ン・ガイド for HP-UX』を参照してください。

大量のトランザクションまたはデータ・ウェアハウス・アプリケーションを処理できる大量のトランザクションまたはデータ・ウェアハウス・アプリケーションを処理できる大量のトランザクションまたはデータ・ウェアハウス・アプリケーションを処理できる大量のトランザクションまたはデータ・ウェアハウス・アプリケーションを処理できる Oracle
データベースを作成するにはどうすればよいですか。データベースを作成するにはどうすればよいですか。データベースを作成するにはどうすればよいですか。データベースを作成するにはどうすればよいですか。

大量のトランザクションまたはデータ・ウェアハウス・アプリケーション用に設計された初期
データベースを作成する場合は、『Oracle Database インストレーション・ガイド for HP-UX』
を参照してください。 「拡張インストール」「拡張インストール」「拡張インストール」「拡張インストール」方法を選択し、「データベース構成の選択」画面で
必要なデータベース・タイプを選択します。

あるいは、Oracle Database のインストール時に Oracle OLAP をインストールすることもでき
ます。Oracle OLAP は、OLAP 要件を満たす必要のあるデータベース環境に最適なサポートを
提供します。 そのためには、「拡張インストール」、「カスタム」を順番に選択し、「使用可能な
製品コンポーネント」画面で「Oracle OLAP」を選択します。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : インストール後に、『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガ
イド』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 『Oracle OLAP アプリケーション開発者ガイド』

� 『Oracle OLAP リファレンス』

� 『Oracle OLAP DML リファレンス』

� 『Oracle OLAP Java API Reference』

� 『Oracle OLAP Analytic Workspace Java API Reference』
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Oracle Database または Oracle Database Client のインストール
複数の複数の複数の複数の Oracle データベースをインストールする場合、どのような方法が最も適切ですか。データベースをインストールする場合、どのような方法が最も適切ですか。データベースをインストールする場合、どのような方法が最も適切ですか。データベースをインストールする場合、どのような方法が最も適切ですか。

『Oracle Database インストレーション・ガイド for HP-UX』を参照し、次のいずれかの方法で
Oracle Database をインストールしてください。

� レスポンス・ファイルを使用したインストールレスポンス・ファイルを使用したインストールレスポンス・ファイルを使用したインストールレスポンス・ファイルを使用したインストール : この方法では、各コンピュータに固有の設
定を含むレスポンス・ファイルを使用して、Oracle Universal Installer をコマンドラインか
ら実行できます。

� 既存の既存の既存の既存の Oracle ホームのクローニングホームのクローニングホームのクローニングホームのクローニング : 対話型モードを使用して、Oracle Database を 1 台の
コンピュータにインストールします。その後、それぞれの場所で既存の Oracle ホームをク
ローニングして、そこから新規データベースを作成できます。 データベースをクローニン
グする方法もあります。詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してください。

Oracle データベースへのクライアント接続を構成するにはどうすればよいですか。データベースへのクライアント接続を構成するにはどうすればよいですか。データベースへのクライアント接続を構成するにはどうすればよいですか。データベースへのクライアント接続を構成するにはどうすればよいですか。

1. 『Oracle Database インストレーション・ガイド for HP-UX』に従って、Oracle Database を
サーバーにインストールします。

2. 『Oracle Database Client インストレーション・ガイド for HP-UX PA-RISC（64-bit）』に
従って、Oracle Database Client を各クライアント・ノードにインストールします。 

多数のクライアント・ノードが存在する場合は、ソフトウェアを集中的にステージングし、
ドライブをマップし、Oracle Universal Installer を非対話型モードで実行することを検討し
てください。

クライアント・ノードで新規 Oracle ホーム・ディレクトリにデフォルトでインストールす
るのみでよい場合は、『Oracle Database クイック・インストレーション・ガイド for 
HP-UX PA-RISC（64-bit）』を使用することを検討してください。

クライアント・ノードのディスク領域が限られている場合にクライアント・ノードのディスク領域が限られている場合にクライアント・ノードのディスク領域が限られている場合にクライアント・ノードのディスク領域が限られている場合に Oracle Database Client をインスをインスをインスをインス
トールするには、どのような方法が最も適切ですか。トールするには、どのような方法が最も適切ですか。トールするには、どのような方法が最も適切ですか。トールするには、どのような方法が最も適切ですか。

1. 『Oracle Database インストレーション・ガイド for HP-UX』に従って、Oracle Database を
サーバーにインストールします。

2. 『Oracle Database Client インストレーション・ガイド for HP-UX PA-RISC（64-bit）』また
は『Oracle Database Client クイック・インストレーション・ガイド for HP-UX PA-RISC

（64-bit）』に従って、Oracle Database Client を各クライアント・ノードにインストールし、
「Instant Client」インストール・タイプを選択します。 

多数のクライアント・ノードが存在する場合は、Oracle Universal Installer を非対話型モー
ドで実行することを検討してください。

Oracle Database をアップグレードするにはどうすればよいですか。をアップグレードするにはどうすればよいですか。をアップグレードするにはどうすればよいですか。をアップグレードするにはどうすればよいですか。

『Oracle Database アップグレード・ガイド』を参照してください。

サイトのコンピュータはクラスタとして動作するように構成されています。サイトのコンピュータはクラスタとして動作するように構成されています。サイトのコンピュータはクラスタとして動作するように構成されています。サイトのコンピュータはクラスタとして動作するように構成されています。Oracle Database
をインストールするにはどうすればよいですか。をインストールするにはどうすればよいですか。をインストールするにはどうすればよいですか。をインストールするにはどうすればよいですか。

次のいずれかのインストール例に従ってください。

� シングル・インスタンス Oracle Database をクラスタ環境で実行する必要がある場合は、
Oracle Database のインストール前またはインストール後に Oracle Clusterware をインス
トールします。

� クラスタ内のすべてのデータベース用に連結された記憶域プールが必要な場合は、最初に
Oracle Clusterware をインストールし、自動ストレージ管理を使用してこの記憶域を管理
します。その後、Oracle Database（シングル・インスタンスまたは Real Application 
Clusters）をインストールします。

� Oracle Real Application Clusters を使用する予定の場合は、最初に Oracle Clusterware をイ
ンストールしてから Oracle Real Application Clusters をインストールします。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ソフトウェア・クローニングを使用して Oracle Database アップ
グレードする場合は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してください。
インストールに関してよくある質問 H-3



Oracle Database ツールのインストール
Oracle Clusterware または Oracle Real Application Clusters をインストールするには、『Oracle 
Database Oracle Clusterware および Oracle Real Application Clusters インストレーション・ガ
イド for HP-UX PA-RISC（64-bit）』を参照してください。 Oracle Clusterware は、Oracle 
Clusterware インストール・メディアで提供されます。Oracle Database とともに自動ストレー
ジ管理をインストールする方法は、『Oracle Database インストレーション・ガイド for HP-UX』
を参照してください。

Oracle Clusterware は、Oracle Real Application Clusters インストールに必須の主要コンポーネ
ントです。Oracle Clusterware は統合クラスタ管理ソリューションであり、複数のサーバーを
バインドしてクラスタと呼ばれる単一システムとして機能させることができます。また、ワー
クロード管理とコンポーネントの再起動も実行します。たとえば、特定のサービスをサポート
しているインスタンスに障害が発生すると、Oracle Clusterware はそのサービス用に構成され
ている次に使用可能なインスタンス上でサービスを再開します。Oracle Clusterware では、高
可用性 API を使用して Oracle Clusterware 環境内で定義されているプログラムであれば、
Oracle 以外のプログラムも監視できます。 

Oracle 以外のデータベースを以外のデータベースを以外のデータベースを以外のデータベースを Oracle Database に移行するにはどうすればよいですか。に移行するにはどうすればよいですか。に移行するにはどうすればよいですか。に移行するにはどうすればよいですか。

Oracle 以外のデータベースおよびアプリケーションを Oracle に移行するには、Oracle 
Migration Workbench を使用します。Oracle Migration Workbench ソフトウェアおよびマニュ
アルは、次の URL で入手できます。

http://www.oracle.com/technology/tech/migration/index.html

Oracle Database ツールのインストールツールのインストールツールのインストールツールのインストール
� Oracle Application Server をインストールするにはどうすればよいですか。

� Oracle Database 製品を管理および監視するにはどうすればよいですか。

� Oracle Database 製品のセキュリティを管理するにはどうすればよいですか。

� Oracle Database には、データベース内の傾向や時系列などのデータを分析できるように
OLAP ツールが用意されていますか。

� Oracle Database には、データに隠れている意味を検出し、データに基づいて可能性のある
結果を予測する際に使用できるデータ・マイニング・ツールが用意されていますか。

� Oracle Database に対してバックアップおよびリカバリ操作を実行するにはどうすればよい
ですか。

Oracle Application Server をインストールするにはどうすればよいですか。をインストールするにはどうすればよいですか。をインストールするにはどうすればよいですか。をインストールするにはどうすればよいですか。

『Oracle Application Server インストレーション・ガイド』を参照してください。Oracle 
Application Server のインストール方法は、Oracle Database をインストール済かどうかに応じ
て異なります。

� Oracle Database をインストールしていない場合、または Oracle Application Server で既存
の Oracle Database を使用しない場合は、Oracle Universal Installer で Oracle Application 
Server を固有の Oracle Database とともにインストールできます。このデータベースには、
Oracle Application Server の実行に必要なメタデータが移入されます。

� Oracle Application Server で既存の Oracle Database を使用する場合は、次の操作を実行し
ます。

1. Oracle Application Server インストール・メディアから Oracle Application Server 
Repository Creation Assistant を実行して、Oracle Application Server に必要なメタ
データをデータベースに移入します。

2. 『Oracle Application Server インストレーション・ガイド』に記載されている指示に
従って、残りの Oracle Application Server コンポーネントをインストールします。 
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Oracle Database ツールのインストール
Oracle Database 製品を管理および監視するにはどうすればよいですか。製品を管理および監視するにはどうすればよいですか。製品を管理および監視するにはどうすればよいですか。製品を管理および監視するにはどうすればよいですか。

データベースの作成、構成、削除またはデータベース・テンプレートの管理など、通常の管理
機能を実行するには、次のいずれかの方法を使用します。

インストールする単一データベースおよびリスナーのみを管理する手順は、次のとおりです。

1. 『Oracle Database インストレーション・ガイド for HP-UX』に従って、Oracle Database を
インストールします。

2. Oracle Database から、データベース・コンフィギュレーション・アシスタントを使用して
データベースを管理します。 

また、データベースの管理および監視に Oracle Enterprise Manager Grid Control を使用す
ることもできます。このコンポーネントは、デフォルトで Oracle Database とともにイン
ストールされます。Oracle Enterprise Manager Grid Control には、Grid Control のみでな
く、Oracle Management Agent、Oracle Management Service および Oracle Management 
Repository も組み込まれています。ブラウザ・ベースの中央コンソールである Grid 
Control を使用すると、管理者は社内の監視、管理および構成タスクをすべて実行できま
す。

Oracle Database の監視や複数のホスト、アプリケーション・サーバーおよびデータベース（イ
ンストールするデータベースを含む）の管理など、拡張管理タスクを実行するには、次の手順
で Oracle Enterprise Manager をインストールします。

1. 『Oracle Database インストレーション・ガイド for HP-UX』に従って、Oracle Database を
インストールします。 

Oracle Real Application Clusters を使用する予定の場合は、『Oracle Database Oracle 
Clusterware および Oracle Real Application Clusters インストレーション・ガイド for 
HP-UX PA-RISC（64-bit）』に従って Oracle Database をインストールします。

2. 『Oracle Enterprise Manager Grid Control インストレーションおよび基本構成』に従って、
Oracle Enterprise Manager をインストールおよび構成します。構成後のタスクについて
は、『Oracle Enterprise Manager 構成ガイド』を参照してください。 

Oracle Database 製品のセキュリティを管理するにはどうすればよいですか。製品のセキュリティを管理するにはどうすればよいですか。製品のセキュリティを管理するにはどうすればよいですか。製品のセキュリティを管理するにはどうすればよいですか。

オラクル社は、Oracle Internet Directory と統合された集中管理およびセキュリティ機能など、
エンタープライズ環境向けに多様なセキュリティ・ソリューションを提供しています。Oracle 
Platform Security という Oracle セキュリティ・サービス・セットにより、Oracle Database、
Oracle Application Server および Oracle Identity Management インフラストラクチャに組み込
まれたセキュリティ機能が統合されます。このように統合された機能により、セキュアな
E-Business アプリケーションを開発および配置できます。

Oracle Identity Management には Oracle Internet Directory が組み込まれています。Oracle 
Internet Directory は、次のコンポーネントを使用して Oracle 環境におけるユーザーとアプリ
ケーションの管理作業を簡素化する集中リポジトリです。

� Oracle Internet Directory クライアント・ツール（LDAP コマンドライン・ツール、Oracle 
Internet Directory SDK および Oracle Directory Manager など）

� Oracle Internet Directory サーバー・コンポーネント（ディレクトリ・サーバー、ディレク
トリ複製サーバー、ディレクトリ統合サーバー、サーバーの起動および停止用の各種ツー
ルなど）

Oracle Database には Oracle Internet Directory クライアント・ツールが組み込まれていますが、
Oracle Internet Directory サーバー・コンポーネントは組み込まれていません。Oracle Internet 
Directory サーバー・コンポーネントをインストールするには、Oracle 10g Application Server
インストールから Oracle Universal Installer を実行します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Enterprise Manager Grid Control インストール・メディアに収録
されている『Oracle Enterprise Manager Grid Control インストレーションお
よび基本構成』を参照してください。
インストールに関してよくある質問 H-5



Oracle Database ツールのインストール
Oracle Database には、データベース内の傾向や時系列などのデータを分析できるようにには、データベース内の傾向や時系列などのデータを分析できるようにには、データベース内の傾向や時系列などのデータを分析できるようにには、データベース内の傾向や時系列などのデータを分析できるように
OLAP ツールが用意されていますか。ツールが用意されていますか。ツールが用意されていますか。ツールが用意されていますか。

はい。Oracle Database インストールで提供される Oracle OLAP をインストールしてください。
Oracle OLAP は、OLAP 要件を満たす必要のあるデータベース環境に最適なサポートを提供し
ます。 

『Oracle Database インストレーション・ガイド』に記載されている次のいずれかの方法で
Oracle OLAP をインストールしてください。 

� 「カスタム」「カスタム」「カスタム」「カスタム」インストール・タイプを選択し、「使用可能な製品コンポーネント」画面で
「「「「Oracle OLAP」」」」を選択します。

� 「「「「Enterprise Edition」」」」インストール・タイプを選択し、「データベース構成の選択」画面で
「データ・ウェアハウス」「データ・ウェアハウス」「データ・ウェアハウス」「データ・ウェアハウス」構成を選択します。 

Oracle Database には、データに隠れている意味を検出し、データに基づいて可能性のある結には、データに隠れている意味を検出し、データに基づいて可能性のある結には、データに隠れている意味を検出し、データに基づいて可能性のある結には、データに隠れている意味を検出し、データに基づいて可能性のある結
果を予測する際に使用できるデータ・マイニング・ツールが用意されていますか。果を予測する際に使用できるデータ・マイニング・ツールが用意されていますか。果を予測する際に使用できるデータ・マイニング・ツールが用意されていますか。果を予測する際に使用できるデータ・マイニング・ツールが用意されていますか。

はい。Oracle Database インストールで提供される Oracle Data Mining をインストールしてく
ださい。Oracle Data Mining オプションを使用すると、様々なアルゴリズムを使用する予測的
でわかりやすいデータ・マイニング・モデルを作成し実行できます。

『Oracle Database インストレーション・ガイド for HP-UX』に記載されている次の方法に従っ
て、Oracle Data Mining をインストールします。

1. 「「「「Enterprise Edition」」」」インストール・タイプを選択します。

2. 「データベース構成の選択」画面で「汎用目的」「汎用目的」「汎用目的」「汎用目的」構成を選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 『Oracle Application Server インストレーション・ガイド』（Oracle 
Identity Management をインストールする場合）

� 『Oracle Database セキュリティ・ガイド』

� 『Oracle Database Advanced Security 管理者ガイド』

� 『Oracle Database エンタープライズ・ユーザー管理者ガイド』

� 『Oracle Label Security 管理者ガイド』

� 『Oracle Application Server セキュリティ・ガイド』

� http://www.oracle.com/technology/deploy/security/index.html
（Oracle Technology Network のデータベース・セキュリティに関するト
ピック）

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 『Oracle OLAP アプリケーション開発者ガイド』

� 『Oracle OLAP リファレンス』

� 『Oracle OLAP DML リファレンス』

� 『Oracle OLAP Java API Reference』

� 『Oracle OLAP Analytic Workspace Java API Reference』

関連項目関連項目関連項目関連項目 : インストール後に、『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガ
イド』を参照してください。
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Oracle Database ツールのインストール
Oracle Database で事前定義済のマイニング・モデルを実行するが、モデルの作成をサポートし
ない場合は、Oracle Data Mining のかわりに Data Mining Scoring Engine をインストールしま
す。 『Oracle Database インストレーション・ガイド』に記載されている次の方法に従って、
Data Mining Scoring Engine をインストールします。 

1. 「カスタム」「カスタム」「カスタム」「カスタム」インストール・タイプを選択します。

2. 「使用可能な製品コンポーネント」画面で、Data Mining Scoring Engine を選択します。

Oracle Database に対してバックアップおよびリカバリ操作を実行するにはどうすればよいでに対してバックアップおよびリカバリ操作を実行するにはどうすればよいでに対してバックアップおよびリカバリ操作を実行するにはどうすればよいでに対してバックアップおよびリカバリ操作を実行するにはどうすればよいで
すか。すか。すか。すか。

Oracle Database に統合されているバックアップおよびリカバリ・ツールである Oracle 
Database Recovery Manager（RMAN）を使用します。このツールは、高パフォーマンスで管
理しやすいバックアップおよびリカバリという重要なニーズを満たします。Recovery Manager
はデータベース・サーバー固有であり、自動的にデータベース構造の変化を追跡し、それに応
じて操作を最適化します。また、Recovery Manager は先進的なテープ・メディア管理製品と統
合されているため、Oracle データベースのバックアップを既存のネットワーク・データ保護イ
ンフラストラクチャと統合できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Data Mining のインストール後に、次のマニュアルを参照
してください。

� 『Oracle Data Mining 概要』

� 『Oracle Data Mining 管理者ガイド』

� 『Oracle Data Mining アプリケーション開発者ガイド』

� 『Oracle Data Mining Java API Reference』

� 『Oracle Database PL/SQL パッケージ・プロシージャおよびタイプ・リ
ファレンス』（「Data Mining」を検索）

� 『Oracle Database SQL リファレンス』（「Data Mining」を検索）

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 『Oracle Database バックアップおよびリカバリ基礎』

� 『Oracle Database バックアップおよびリカバリ・アドバンスト・ユー
ザーズ・ガイド』

� 『Oracle Database Recovery Manager リファレンス』

� 『Oracle Database Recovery Manager クイック・スタート・ガイド』
インストールに関してよくある質問 H-7



Oracle Applications と Oracle Database のインストール
Oracle Applications とととと Oracle Database のインストールのインストールのインストールのインストール
� Oracle Database とともに Oracle Applications をインストールするにはどうすればよいです

か。

� Oracle Database と通信する Web アプリケーションを作成するにはどうすればよいですか。

� 従来のアプリケーション・ベースのワークフローと E-Business 統合ワークフローの両方に
ついてプロセスを自動化し、簡素化するには、どうすればよいですか。

� Oracle アプリケーションではどの Web サーバーを使用できますか。

� Oracle 以外のアプリケーションを Oracle に移行するにはどうすればよいですか。

Oracle Database とともにとともにとともにとともに Oracle Applications をインストールするにはどうすればよいですをインストールするにはどうすればよいですをインストールするにはどうすればよいですをインストールするにはどうすればよいです
か。か。か。か。

ほとんどの場合は、Oracle Database を単独でインストールしてから、Oracle Application をイ
ンストールします。そのアプリケーションの Oracle Universal Installer に、接続情報の入力を
求めるプロンプトが表示されます。アプリケーションのマニュアルで要件を確認してください。 

アプリケーションを Oracle Real Application Clusters データベースとともに実装する必要があ
る場合は、『Oracle Database Oracle Clusterware および Oracle Real Application Clusters イン
ストレーション・ガイド for HP-UX PA-RISC（64-bit）』を参照してください。

Oracle Database と通信すると通信すると通信すると通信する Web アプリケーションを作成するにはどうすればよいですか。アプリケーションを作成するにはどうすればよいですか。アプリケーションを作成するにはどうすればよいですか。アプリケーションを作成するにはどうすればよいですか。

次の手順で Oracle HTML DB および Oracle HTTP Server をインストールしてください。

1. 『Oracle Database インストレーション・ガイド for HP-UX』に従って、Oracle Database を
インストールします。

2. 『Oracle Database Companion CD インストレーション・ガイド for HP-UX PA-RISC
（64-bit）』に従って、Oracle HTML DB および Oracle HTTP Server をインストールします。 

次のコンポーネントが Oracle Database Companion CD インストール・メディアで提供さ
れます。

� Oracle JDBC 開発ドライバ

� Oracle Ultra Search

� Oracle SQLJ

�  JPublisher

� ネイティブにコンパイルされた Java ライブラリ

� Oracle Database の例

� Oracle HTML DB

� Oracle HTTP Server

� Oracle Workflow サーバーおよび中間層コンポーネント

� Oracle Text が提供するナレッジ・ベース

単にデフォルト設定を使用して Oracle HTML DB および Oracle HTTP Server を新規の
Oracle ホームにインストールすればよい場合は、『Oracle Database Companion CD クイッ
ク・インストレーション・ガイド for HP-UX PA-RISC（64-bit）』を使用することを検討し
てください。
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Oracle Database Heterogeneous Connectivity ツール（ゲートウェイ）のインストール
従来のアプリケーション・ベースのワークフローと従来のアプリケーション・ベースのワークフローと従来のアプリケーション・ベースのワークフローと従来のアプリケーション・ベースのワークフローと E-Business 統合ワークフローの両方につ統合ワークフローの両方につ統合ワークフローの両方につ統合ワークフローの両方につ
いてプロセスを自動化し、簡素化するには、どうすればよいですか。いてプロセスを自動化し、簡素化するには、どうすればよいですか。いてプロセスを自動化し、簡素化するには、どうすればよいですか。いてプロセスを自動化し、簡素化するには、どうすればよいですか。

次の手順で Oracle Workflow をインストールしてください。

1. 『Oracle Database インストレーション・ガイド for HP-UX』に従って、Oracle Database を
インストールします。

2. 『Oracle Database Companion CD インストレーション・ガイド for HP-UX PA-RISC
（64-bit）』に従って Oracle Workflow をインストールします。 

Oracle アプリケーションではどのアプリケーションではどのアプリケーションではどのアプリケーションではどの Web サーバーを使用できますか。サーバーを使用できますか。サーバーを使用できますか。サーバーを使用できますか。

次の手順で Oracle HTTP Server をインストールしてください。

1. 『Oracle Database インストレーション・ガイド for HP-UX』に従って、Oracle Database を
インストールします。

2. 『Oracle Database Companion CD インストレーション・ガイド for HP-UX PA-RISC
（64-bit）』に従って Oracle HTTP Server をインストールします。 

Oracle 以外のアプリケーションを以外のアプリケーションを以外のアプリケーションを以外のアプリケーションを Oracle に移行するにはどうすればよいですか。に移行するにはどうすればよいですか。に移行するにはどうすればよいですか。に移行するにはどうすればよいですか。 
Oracle 以外のアプリケーションを Oracle に移行するには、Oracle Migration Workbench を使用
します。Oracle Migration Workbench ソフトウェアおよびマニュアルは、次の URL で入手でき
ます。

http://www.oracle.com/technology/tech/migration/index.html

Oracle Database Heterogeneous Connectivity ツール（ゲートウェイ）ツール（ゲートウェイ）ツール（ゲートウェイ）ツール（ゲートウェイ）
のインストールのインストールのインストールのインストール

� AS/400 アプリケーションで Oracle データベース内のデータにアクセスするにはどうすれ
ばよいですか。

� Oracle アプリケーションで Oracle 以外のデータベース・システム内のデータにアクセスす
るにはどうすればよいですか。

AS/400 アプリケーションでアプリケーションでアプリケーションでアプリケーションで Oracle データベース内のデータにアクセスするにはどうすればよデータベース内のデータにアクセスするにはどうすればよデータベース内のデータにアクセスするにはどうすればよデータベース内のデータにアクセスするにはどうすればよ
いですか。いですか。いですか。いですか。 
Oracle Access Manager for AS/400 を使用してください。これにより、AS/400 アプリケーショ
ンで Oracle データベース内のデータにアクセスできます。 Oracle Access Manager for AS/400
をインストールするには、『Oracle Access Manager for AS/400 Installation and User's Guide for 
IBM iSeries OS/400』を参照してください。 

Oracle アプリケーションでアプリケーションでアプリケーションでアプリケーションで Oracle 以外のデータベース・システム内のデータにアクセスする以外のデータベース・システム内のデータにアクセスする以外のデータベース・システム内のデータにアクセスする以外のデータベース・システム内のデータにアクセスする
にはどうすればよいですか。にはどうすればよいですか。にはどうすればよいですか。にはどうすればよいですか。

次の接続性ツールを使用して、Oracle アプリケーションで Oracle 以外のデータベース内のデー
タにアクセスできるようにします。

� Oracle Transparent Gateways: Oracle 以外のデータベースを Oracle Database 環境に統合し
ます。

� Oracle Procedural Gateway: Oracle PL/SQL アプリケーションによる APPC 対応トランザ
クションとの統合、または IBM WebSphere MQ 内のメッセージへのアクセスを可能にしま
す。

ゲートウェイ製品は、Oracle アプリケーション、Oracle データベースおよび Oracle 以外の
データベースから独立してコンピュータにインストールできます。 
インストールに関してよくある質問 H-9
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たとえば、次の使用例を考えてみます。

� Oracle Database が Linux コンピュータにインストールされています。

� Oracle アプリケーションが Microsoft Windows コンピュータにインストールされており、
Linux コンピュータ上の Oracle データベースのデータにアクセスします。

� Oracle アプリケーションでは、Solaris Operating System 上の DB2 データベース内のデータ
と Linux 上の Oracle Database 内のデータを結合する必要があります。

DB2 を実行中の Solaris コンピュータ、Oracle を実行中の Linux またはそれら以外のコン
ピュータに Transparent Gateway for DRDA をインストールするように選択できます。 

表 H-1 に、Oracle アプリケーションからアクセスできる Oracle 以外のデータベース・システ
ムと、そのシステムに使用可能なゲートウェイ製品を示します。 

表表表表 H-1 Oracle ゲートウェイ製品ゲートウェイ製品ゲートウェイ製品ゲートウェイ製品

Oracle 以外のデータベース以外のデータベース以外のデータベース以外のデータベース Oracle ゲートウェイ製品およびマニュアルゲートウェイ製品およびマニュアルゲートウェイ製品およびマニュアルゲートウェイ製品およびマニュアル

IBM DB2 Universal 
Database（UDB）

Transparent Gateway for DRDA。次のプラットフォームで使用可能です。

� Linux x86: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インストレーションおよびユー

ザーズ・ガイド』を参照。

� Linux Itanium: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インストレーションおよび

ユーザーズ・ガイド』を参照。

� Microsoft Windows（（（（32 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インス

トレーションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。

� Solaris Operating System（（（（SPARC 64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Transparent Gateway for 
DRDA インストレーションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。

� AIX 5L Based Systems（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA イン

ストレーションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。

� IBM zSeries Based Linux: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インストレー

ションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。

� hp-ux PA-RISC（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インスト

レーションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。

IBM DB2 z/OS Transparent Gateway for DB2。z/OS で使用可能です。『Oracle Transparent Gateway for 
DB2 インストレーションおよびユーザーズ・ガイド』を参照してください。 

Transparent Gateway for DRDA。次のプラットフォームで使用可能です。

� Linux x86: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インストレーションおよびユー

ザーズ・ガイド』を参照。

� Linux Itanium: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インストレーションおよび

ユーザーズ・ガイド』を参照。

� Microsoft Windows（（（（32 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インス

トレーションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。

� Solaris Operating System（（（（SPARC 64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Transparent Gateway for 
DRDA インストレーションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。

� AIX 5L Based Systems（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA イン

ストレーションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。

� IBM zSeries Based Linux: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インストレー

ションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。

� hp-ux PA-RISC（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インスト

レーションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。
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IBM DB2/400 Transparent Gateway for DB2/400。IBM AS/400 で使用可能です。『Oracle Transparent 
Gateway for DB2/400 インストレーションおよびユーザーズ・ガイド』を参照してくださ

い。

Transparent Gateway for DRDA。次のプラットフォームで使用可能です。

� Linux x86: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インストレーションおよびユー

ザーズ・ガイド』を参照。

� Linux Itanium: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インストレーションおよび

ユーザーズ・ガイド』を参照。

� Microsoft Windows（（（（32 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インス

トレーションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。

� Solaris Operating System（（（（SPARC 64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Transparent Gateway for 
DRDA インストレーションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。

� AIX 5L Based Systems（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA イン

ストレーションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。

� IBM zSeries Based Linux: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インストレー

ションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。 

� hp-ux PA-RISC（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Transparent Gateway for DRDA インスト

レーションおよびユーザーズ・ガイド』を参照。

IBM MQSeries Procedural Gateway for WebSphere MQ。次のプラットフォームで使用可能です。

� Linux x86: 『Oracle Procedural Gateway for WebSphere MQ Installation and User's 
Guide』を参照。

� Microsoft Windows（（（（32 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Procedural Gateway for WebSphere MQ 
Installation and User's Guide』を参照。

� Solaris Operating System（（（（SPARC 64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Procedural Gateway for 
WebSphere MQ Installation and User's Guide』を参照。

� AIX 5L Based Systems（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Procedural Gateway for WebSphere 
MQ Installation and User's Guide』を参照。

� hp-ux PA-RISC（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Procedural Gateway for WebSphere MQ 
Installation and User's Guide』を参照。

Adabas

Advantage 
CA-Datacom/DB

Advantage CA-IDMS

Advantage CA-IDMS/SQL

FOCUS

IMS/DB-DL/1

ISAM

Model 04

QSAM

Supra

System 2000

TOTAL

VSAM

Transparent Gateway for iWAY。z/OS で使用可能です。『Oracle Transparent Gateway for 
iWay Installation and User's Guide』を参照してください。

表表表表 H-1 Oracle ゲートウェイ製品（続き）ゲートウェイ製品（続き）ゲートウェイ製品（続き）ゲートウェイ製品（続き）

Oracle 以外のデータベース以外のデータベース以外のデータベース以外のデータベース Oracle ゲートウェイ製品およびマニュアルゲートウェイ製品およびマニュアルゲートウェイ製品およびマニュアルゲートウェイ製品およびマニュアル
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Advantage CA-IDMS/DC 
Transaction Server

CICS/TS

IMSTM

Procedural Gateway for APPC。次のプラットフォームで使用可能です。

� Linux x86: 『Oracle Procedural Gateway for APPC Installation and Configuration 
Guide』を参照。

� Microsoft Windows（（（（32 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Procedural Gateway for APPC 
Installation and Configuration Guide』を参照。

� Solaris Operating System（（（（SPARC 64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Procedural Gateway for 
APPC Installation and Configuration Guide』を参照。

� AIX 5L Based Systems（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Procedural Gateway for APPC 
Installation and Configuration Guide』を参照。

� hp-ux PA-RISC（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 『Oracle Procedural Gateway for APPC Installation 
and Configuration Guide』を参照。

Microsoft SQL Server Transparent Gateway for SQL Server。Microsoft Windows（32 ビット）で使用可能です。 
最初に Oracle Transparent Gateway のインストレーション・ガイド、次に『Oracle 
Transparent Gateway for Microsoft SQL Server 管理者ガイド』を参照してください。

Sybase Adaptive Server Transparent Gateway for Sybase。次のプラットフォームで使用可能です。

� Microsoft Windows（（（（32 ビット）ビット）ビット）ビット）: 最初に Oracle Transparent Gateway のインスト

レーション・ガイド、次に『Oracle Transparent Gateway for Sybase Administrator's 
Guide』を参照。

� Solaris Operating System（（（（SPARC 64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 最初に Oracle Transparent Gateway
のインストレーション・ガイド、次に『Oracle Transparent Gateway for Sybase 
Administrator's Guide』を参照。

� AIX 5L Based Systems（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 最初に Oracle Transparent Gateway のインスト

レーション・ガイド、次に『Oracle Transparent Gateway for Sybase Administrator's 
Guide』を参照。

� hp-ux PA-RISC（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 最初に Oracle Transparent Gateway のインストレー

ション・ガイド、次に『Oracle Transparent Gateway for Sybase Administrator's 
Guide』を参照。

� hp Tru64 UNIX: 最初に Oracle Transparent Gateway のインストレーション・ガイド、

次に『Oracle Transparent Gateway for Sybase Administrator's Guide』を参照。 

Teradata Transparent Gateway for Teradata。次のプラットフォームで使用可能です。

� Microsoft Windows（（（（32 ビット）ビット）ビット）ビット）: 最初に Oracle Transparent Gateway のインスト

レーション・ガイド、次に『Oracle Transparent Gateway for Teradata 
Administrator's Guide』を参照。

� Solaris Operating System（（（（SPARC 64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 最初に Oracle Transparent Gateway
のインストレーション・ガイド、次に『Oracle Transparent Gateway for Teradata 
Administrator's Guide』を参照。

� hp-ux PA-RISC（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 最初に Oracle Transparent Gateway のインストレー

ション・ガイド、次に『Oracle Transparent Gateway for Teradata Administrator's 
Guide』を参照。

Informix Server Transparent Gateway for Informix。次のプラットフォームで使用可能です。

� Solaris Operating System（（（（SPARC 64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 最初に Oracle Transparent Gateway
のインストレーション・ガイド、次に『Oracle Transparent Gateway for Informix 
Administrator's Guide』を参照。

� hp-ux PA-RISC（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 最初に Oracle Transparent Gateway のインストレー

ション・ガイド、次に『Oracle Transparent Gateway for Informix Administrator's 
Guide』を参照。

表表表表 H-1 Oracle ゲートウェイ製品（続き）ゲートウェイ製品（続き）ゲートウェイ製品（続き）ゲートウェイ製品（続き）

Oracle 以外のデータベース以外のデータベース以外のデータベース以外のデータベース Oracle ゲートウェイ製品およびマニュアルゲートウェイ製品およびマニュアルゲートウェイ製品およびマニュアルゲートウェイ製品およびマニュアル
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Ingres II Transparent Gateway for Ingres II。次のプラットフォームで使用可能です。

� Solaris Operating System（（（（SPARC 64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 最初に Oracle Transparent Gateway
のインストレーション・ガイド、次に『Oracle Transparent Gateway for Ingres II 
Administrator's Guide』を参照。 

� hp-ux PA-RISC（（（（64 ビット）ビット）ビット）ビット）: 最初に Oracle Transparent Gateway のインストレー

ション・ガイド、次に『Oracle Transparent Gateway for Ingres II Administrator's 
Guide』を参照。

Rdb Transparent Gateway for Rdb。hp OpenVMS Alpha で使用可能です。最初に Oracle 
Transparent Gateway のインストレーション・ガイド、次に『Oracle Transparent 
Gateway for Rdb Administrator's Guide』を参照してください。

RMS Transparent Gateway for RMS。hp OpenVMS Alpha で使用可能です。最初に Oracle 
Transparent Gateway のインストレーション・ガイド、次に『Oracle Transparent 
Gateway for RMS Administrator’s Guide』を参照してください。 

表表表表 H-1 Oracle ゲートウェイ製品（続き）ゲートウェイ製品（続き）ゲートウェイ製品（続き）ゲートウェイ製品（続き）

Oracle 以外のデータベース以外のデータベース以外のデータベース以外のデータベース Oracle ゲートウェイ製品およびマニュアルゲートウェイ製品およびマニュアルゲートウェイ製品およびマニュアルゲートウェイ製品およびマニュアル
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